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　月のない夜だった。

　窓から見える雑木林越ごしに暗い夜空を見上げ、女はゆっくりと瞬まばたきをする。何を考えているのか、その冷たい瞳ひとみからは窺うかがい知ることができない。女はただいつまでも、不規則な星の並びを見つめていた。

　女の白衣の肩かたで羽を休めている、一羽の烏からすが鳴いた。その声に促うながされたのか、女はカーテンを引くと窓から離はなれた。光源であったささやかな星明かりを遮さえぎられ、室内は急速に濃こい闇やみに閉ざされる。

「あ、あの……」

　気弱な声が響ひびいた。室内には女と烏の他ほかに、瘦やせた青年がいた。不安げな顔で女の表情を窺っている。女は壁かべ際ぎわまで歩いて立ち止まると、静かな声で言った。

「始めて下さい」

　真ま似ねをするように、烏が一声鳴いた。青年は顎あごを震ふるわせて頷うなずき、持っていた拳こぶし大の石を床ゆかに置いた。

「な、流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ……」

　両手で握にぎった長い木の杖つえを床に突つき立て、青年が呟つぶやく。その足下に置かれた石が、声に反応するように淡あわい金色の光を帯びた。青年は不安そうな顔で、不可思議な言葉の羅ら列れつ──呪じゆ文もんを唱え続ける。

「……黄土を支点に編まれし魂たましいを起動。我が刻みし運命に従いて具現。……辰たつへ沈しずめ」

　瞬しゆん間かん、石が目ま映ばゆい光を発し、部屋中を染めた。空気が渦うずを巻いて強風を起こし、カーテンが翻ひるがえる。床が激しく揺ゆれ、壁かべという壁が悲鳴じみた音を上げて軋きしんだ。部屋の隅すみにいた女の白衣の裾すそが、風の中で狂くるったように躍おどる。烏は迷めい惑わくそうに目をつぶり、肩を縮こまらせただけで、喚わめきもしなかった。

　石が音を立てて砕くだけた。その破は片へんと光の粒りゆう子しが宙へ散ってゆく。やがて、石のあった場所には、周辺の大気に圧力をかけ、大きな存在が現れた。

　青年や女よりも先に、烏が一声鳴いて反応を示した。女もゆっくりと睫まつ毛げを動かすと、目に映るものに向かって小さく頷いた。最後に目ま蓋ぶたを開いた青年は、自分の目の前にいるものを確かく認にんし、強く喉のどを鳴らす。光の余よ韻いんを帯びた風の向こうには、巨きよ大だいな黒い塊かたまりがあった。

　黒い塊が蠢うごめき、唐とう突とつに跳ちよう躍やくをした。女の横を通り過ぎ、それは壁を破は壊かいして駆かけ去ってしまう。遠くで人の悲鳴が響いた。

　女は自分の右みぎ腕うでにゆっくりと手を当てた。塊が掠かすった時に、傷を負ったらしい。肘ひじの辺りで白衣が破れ、赤い血が溢あふれていた。

「し、室長、大だい丈じよう夫ぶですか……!?」

　怪け我がを見ると、青年は青ざめた顔で女に駆け寄った。女は相手の目を見返し、静かに言った。

「失敗のようですね」

「す、すみません……。で、でも、この前の実験では、ちゃんと……」

「謝る必要はありませんよ。別に失望なんてしていませんから。この世界は、予測ができないことばかりなんです……」

　血のついたままの指先で、女は烏の頭を撫なでた。黒い毛並みがその血を吸い込み、つやを増す。

「あ、あの──ボク、回収してきます！」

　そう叫さけび、走り出そうとした青年の腕を、女が素す早ばやく摑つかんだ。青年は訝いぶかしげに振ふり返る。

「このまま、実験を続けましょう」

「え……」

　女はゆっくりと瞬きをし、頷いた。他人の気持ち全すべてを押し返すような、強く冷たい視線が青年を捉とらえる。

「あなたは予定通り、あれの調整と報告をして下さい」

「で、でも……」

「対象は誰だれでも構いません。不運な事故として、私が片づけます」

「ボ、ボク一人で、ですか……」

「いいですね」

「は……はい……」

　消え入りそうな声で青年が返答する。女は相手の腕から手を離はなした。青年の手首に血の痕あとが残った。

　宙を浮ふ遊ゆうしていた光が完全に消失し、部屋の中は再び暗くら闇やみで満たされる。烏からすが面めん倒どう臭くさそうに羽を広げ、耳みみ障ざわりな声で一度だけ、鳴いた。




　高く澄すみ渡わたった五さ月つき晴ばれの青空へ、緑の葉をつけたクヌギが枝を差し伸のべている。葉を透とおして空から降る日光は、遠えん慮りよもなく肌はだを刺さす。秋になれば、この木も実をつけて紅葉するのだろうが、今日はこの世界に、いずれそんな季節が訪れることなど忘れてしまうほどの空模様だった。固い幹に背中を預け、一いち条じよう京きよう介すけは静かなため息をつく。

　自宅のテレビで観みた朝の天気予報では、今日の最高気温は二十二度。天候は降水確率ゼロの晴天で、雨は梅雨つゆ入りまで絶対降りません、と気象予報士が宣言していたくらいだから、どうかしている。制服の詰つめ襟えりを着ていると汗あせばむほどであるが、あと一ヵ月もしないうちに衣ころも替がえになる。そして例年の傾けい向こうからすると、夏服になった途と端たん、気候は手のひらを返したような肌はだ寒ざむい梅雨を提供する。世の中は矛む盾じゆんだらけだが、自分が非難したところで何かが変わるわけでもない。唇くちびるに引っかけたラッキーストライクの先から漂ただよう煙けむりを、京介は漠ばく然ぜんと眺ながめていた。

　ここは虹にじ原はら市の郊こう外がいにある、虹原山の中腹である。山といっても、山頂までの高さは二百メートル程度、隆りゆう起きした土地に木々が生おい茂しげっているだけの、大した名所もない場所だ。

　この山に人が足を運ぶのは、ネタに困った市の観光課が、年に一回、地味な紅葉の写真を撮とりに来るか、あるいは予算を惜おしんだプランを組まれ、市内の学生が仕方なく遠足に訪おとずれるくらいしかない。野鳥も野草もサービス精神に欠け、登山客は喜ばないし、別べつ荘そうを建てるにしても山やま籠ごもりをするにしても、場所が地味過ぎる。虹原山は常に来客の少ない、無愛想な観光地であった。そして、一条京介の通う、県立虹原高校一学年の遠足の行き先はこの地であり、今日はまさにその当日なのであった。

　基本的に遠足中は、生徒各自が自由行動をとっていればよいらしい。だが、娯ご楽らくのないこの山中でできることなどは限られている。一年六組の生徒はグループに分かれ、軽いスポーツに興じているようだが、京介はその輪には加わらず一人で山中に入った。

　物心ついた頃ころから団体行動は苦手で、学校行事にもほとんど興味を持てなかった。できることならば遠足自体を欠席したかったのだが、京介は中学の頃にやはり遠足をサボろうとして、酷ひどい目に遭あっている。隣となり県けんの博物館へ電車で向かう生徒の集団を抜ぬけ、勝手に地元の駅に戻もどろうとした。ところが運悪く、目的地に向かう列車が車両故障を起こし、運行休止になってしまった。仕方がないので駅を出てバスに乗ったところ、そのバスがこれまた運悪くバスジャックに遭った。犯人は何な故ぜか北を目指しており、バスは路線図を大おお幅はばに外した走路を強要され、気がついたら京介は本州の最さい北ほく端たんにいた。深夜になってようやくバスジャック犯が捕つかまり、京介は自宅に連れん絡らくを入れたが、電話口に出た母親の言葉は「りんごを六箱ほど買ってこい」というものだった。

　遠足を勝手に抜けるとろくなことがない。隣県よりも遥はるかかけ離はなれた土地に行かされ、理り不ふ尽じんに重たい物を運ばされる。その経験より、京介は今回の行事には真ま面じ目めに参加をした。ただし真面目なのはあくまで形だけであり、実際のところは昼ひる寝ねでもして、適当に時間を潰つぶす予定ではいた。

　クヌギの幹から背中を離し、京介は雑木林の中を歩き始めた。手に持っている荷物は、布に包んだ背の丈たけほどもある長い木の杖つえだけだった。学校をたつ前に、風紀委員が、遠足に持っていく菓か子しの値段は何百円以内だとか何とか大おお騒さわぎしていたが、京介は昼食すら携けい帯たいしていなかった。帰りの集合時間まで寝ねていれば、特に食事の必要はないと思っていた。

　その休息に適した場所を求め、歩いていると、前方から人の悲鳴が聞こえた。京介は足を止め、そのついでに短くなった吸い殻がらを携帯用の灰皿に捨てた。林が開けた先に、複数の人ひと影かげがある。

「もうおしまいか。最近のガキは貧弱でつまらないな」

　筋肉なのか贅ぜい肉にくなのか不明だが、とにかく分厚い体格をした中年の大男が笑っていた。その足下には、瘦そう身しんの青年がゴミのように転がっている。

「残念だったわねえ、あんた。主人は若い頃『虹原工業高校の電ノコファイター』と呼ばれていた強つわ者ものよお。そして今は、東二丁目の町内会長なんだからねえ」

　男の背後には、夫人らしい化け粧しようの濃こい中年女がいて、日光に金色の前歯を輝かがやかせていた。地面に倒たおれた青年の啜すすり泣く声が、林の間に陰いん気きに響ひびく。

　いかにも力の弱そうな、二十歳はたち前ほどのその青年は、弱気な顔立ち以外に目立つ点はないが、服装と所持品が京介の目を引いた。肩かたに黒マントを羽織り、傍かたわらには長い木の杖が転がっている。京介の持っている杖と同じ型だ。その特とく徴ちようにより、青年の職種は見る者が見れば、容易に判断できただろう──もっとも、マントや杖を見て職種がわかる人間の大半は同業者に違ちがいなく、京介もその同業者、光こう流りゆう脈みやく矯きよう正せい術者の一人なのであるが。

「それにしても、どうしてこの子、こんな変な格好しているのかしらねえ。親の顔が見てみたいわあ」

　職種の判断がつかない「一いつ般ぱん人じん」である夫人は、侮ぶ蔑べつに満ちた視線を青年へ向けて言った。

「春だからなあ。おかしな奴やつが多いんだ」

　その言葉に男が答え、地面に落ちた杖を拾って後方に投げる。青年にとっては──彼の就ついている職種を生業なりわいとする人間にとっては、命の次に大切な物を捨てられ、青年は悲鳴を上げる。杖は前方の、なだらかな下り斜しや面めんへ転がり落ちた。

　斜面には、地じ肌はだを覆おおい尽つくすほどの人工物が山となって積み上げられていた。半はん壊かいしたテレビ、冷蔵庫、まだ新しそうな自転車、大型車用のタイヤ……その他諸もろ々もろ。山中に不法投とう棄きされた廃はい棄き物ぶつのようである。ゴミ山の近くに、誰だれかが投げ捨てたらしい空あき缶かんが転がっていたが、そんな物が可愛かわいく見えてしまうほどの量と存在感であった。

　そしてそのゴミ山から立ちのぼる、青白い影かげ。普ふ通つうの人間の目には映らないが、とある力を持った京介の視覚には、はっきりと確かく認にんできる影だ。それはこの土地に発生した「澱よどみ」の色だった。

　男は青年の頭を蹴けると、斜面の手前に停とめてある、赤い軽自動車のもとへ歩いていった。夫人も小太りな体を揺ゆすりつつ、その後ろに従う。二人は、ナンバープレートを外した軽自動車の後方に回ると、車を斜面に向かって押し始めた。力のあり余っていそうな彼らにより、自動車は少しずつだが確実にゴミ山へ向かっていく。

「だ、駄だ目めだってば……これ以上、そこへゴミを捨てたら駄目なんだ……」

　青年が足をふらつかせながらも立ち上がり、夫妻のもとへ駆かけ寄った。振ふり返った男が、青年の鳩みぞ尾おちにパンチを叩たたき込む。青年が避よける間もなく、脇わき腹ばらと下腹にも三度ずつ拳こぶしが食い込んでゆく。青年は胃液を吐はき、その場に蹲うずくまった。

「主人の肝かん臓ぞうチョップを食らうと、二週間は食事ができなくなるのよお。可哀かわい想そうにねえ、ほほほ」

　夫人の笑い声が響く。男が合わせて高笑いをした。

　数メートル離れた場所でその光景を眺ながめていた京介は、何となく事情を理解した。環かん境きようの悪化が土地に影えい響きようを及およぼし、澱みが発生することがある。山中へゴミを捨てに来た中年夫妻を、この土地の矯正術者らしい青年が止めようとしたが、止めきれずにいる──まあ、そんなところだろう。虹原山にもこんな使い道があってこんな利用客がいることに、思わず感心してしまう。

　光流脈矯正術者は、担当区域を任され、そこでの働きによって報ほう酬しゆうを得ている。担当区域外で「仕事」をすれば、特別手当がつくが、逆に手伝われた方の報酬が減る。今ここで、目の前にいる青年を手伝うことは、純じゆん粋すいな人助けになるのかどうか──京介が考えている時だった。

「いい年ぶっこいて、ゴミもまともに捨てられないわけ!?　そんな大人が社会を担になっているんじゃ、日本の未来は墨ぼく汁じゆう色だわね！」

　頭上から甲かん高だかい声が降ってきて、京介は顔を上げた。青年や中年夫妻も、一いつ斉せいに林の梢こずえを見上げる。

　見れば、真上──三メートルほどの高さの木の枝の上に、一人の少女が立っていた。両耳の上で二つに結ゆった長い黒くろ髪かみの束と、セーラー服のリボン、それに青年と同じ型、同じ色のマントが風に揺れている。少女は木の上で胸を張り、可愛らしい顔いっぱいに勝ち気そうな表情を浮うかべていた。京介は深い唸うなり声を上げてしまった。少女の顔に、きっぱりと見覚えがあったからだ。

「あなたあ、またおかしいのが出てきたわよお」

　夫人が嫌いや気けを全面に出した顔で、男の肘ひじを引っ張って言った。男は少女を見上げ、「春だからなあ」と小さく呟つぶやく。その視線の先には、少女の制服のスカートがある。丈たけの短いスカートは、風が吹ふくごとに危うい動きで裾すそをはためかせていた。

「神様はこの世の生き物を創つくったわ。そして、生き物の肉体が滅ほろんで死んだ後は、魂たましいが輪りん廻ね転生するっていうシステムをちゃんと用意していたわけよ。これってすごいわよね。死にっぱなしだったら、あの世なんかあっという間に満員御おん礼れいになっちゃうもの」

　片手に持った長い杖つえを振り上げ、少女はそう言った。その強気すぎる表情はともかく、長い髪の毛を除けば、彼女の外見は京介とそっくりであった。少女の名前は一条豊ゆた花か──京介は時折、認めることにひどい労力を要するが、彼女は自分の双ふた子ごの妹である。二卵性双そう生せい児じではあるが、共に外見が母親似であるため、容姿だけは良く似ているのだった。

　双子といえども心が通じているはずもなく、あんな高い場所であんなわけのわからない話を披ひ露ろうして、豊花が何をしたいのか、京介にはさっぱりわからなかった。木の上の豊花は、大きな瞳ひとみを更さらに光らせて、語り続けた。

「だから人間も神様を見習って、自分たちの手で創ったものの末路に、ちゃんと責任を取らないといけないのよ。ゴミのリサイクル問題なんて、まさにそれよ。あたしなんか偉えらいのよ。ペットボトルは、ちゃんとキャップを外して捨てるわ。だって、キャップを近所のヨネ造じいさんのところに持っていくと、フランス製の最新銃じゆう弾だんだって言って、一個四円で買い取ってくれるんだもの」

「あなたあ、どうしましょう。私、あの子の言っていることが全然理解できないわあ」

「春だからなあ……」

「世界に優やさしくない奴やつなんて、この星に住む資格はないわ！　あたしが成敗してあげるから、覚かく悟ごしなさい！」

　豊花は「たあー」と勇ましく叫さけぶと、枝から宙へ華はなやかに飛び立った。マントが風を含ふくみ、ばさばさと音を立てる。次いで、ごんという音を立て、青年のすぐ目の前の地面に、豊花は頭から落ちた。手から杖が落ち、何メートルか地表を転がってゆく。気絶したのか死んだのか、それっきり豊花は動かなくなった。

　しばし沈ちん黙もくが一帯を支配したが、中年夫妻が何事もなかったかのように、自動車を押す作業を再開した。青年が起き上がりかけたが、殴なぐられた内臓が痛むのか、呻うめくだけで立ち上がることができないようだった。

　馬ば鹿かなくせに、豊花は時々、野性としか思えない鋭するどい勘かんを発揮する。今ここで立ち去れば、「京介は近くにいたくせにあたしを助けてくれなかった」と、百年くらい先までぐちぐち言われ続けるに決まっている。

　ため息をつくと、京介は青年に向かって歩き出した。最近、一条家の三軒けん先に住む、久く保ぼ田たさん家ちのヨネ造じいさんに、「京介君、フランス製の銃弾を一ダース一万円で買わないか。京介君はどうせ、将来そういう道に進むんだろう」としつこく言い寄られたことがあった。京介は銃そのものを持っていないし、興味がないと言って断ったが、じいさんは街のならず者相手に、同じ事を言って妙みような品物を売りつけていた。その流通に豊花が絡からんでいたとは、夢にも思わなかったが。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　京介が背後から声をかけると、青年は顔を上げた。涙なみだ目めで、京介と地面に倒たおれている豊花とを、交こう互ごに見る。似ていると思われているのだろうが、他人にこんな視線で見られるたびに、京介はいつも空むなしい気分になる。人間はペットボトルとは違ちがい、その中身を外側から計り知ることができない。豊花と同じ顔をしている者は、きっと性格も同じで凶きよう暴ぼう──そんな誤解を受けることに諦あきらめを覚えたのは、一体いつからだっただろう、と思った。

「き、君も、じゅ、術者……？」

　地面に膝ひざをついたまま、青年が尋たずねた。京介は手にした棒状の物体の布を解ほどき、出した木の杖を身分証のように掲かかげ、頷うなずいた。

「報ほう酬しゆうに響ひびかない程度に手伝うけれど、いいか」
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「え……、あ、でも……」

「あんたのためじゃない。事態を収拾させないで、後で苦労するのが嫌いやなんだ」

「あ……じゃ、じゃあ……でも……」

　曖あい昧まいな返答を繰くり返す青年の額には、内臓のダメージによる脂あぶら汗あせが浮いていた。それによって、まともに考えることもできないらしい。京介は、杖の先を青年の背中へ押しつけると、呪じゆ文もんを唱えた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。酉とりより出いでて、卯うへ沈しずめ。通過、損傷人体にて発動、修復」

　京介の足下で、地面が淡あわい黄金色の輝きを放った。光は束となり、青年を一いつ瞬しゆん包み込むと、その体内に吸い込まれるようにして消えた。青年の表情から、目に見えて苦痛の色が消失する。術は基本的には、自分自身を対象にして発動させることが難しい。青年はそっと頭を下げた。

「あ、ありがとう……。……あ、ねえ、こっちの女の子にも治ち癒ゆ術を……」

「そいつなら、大丈夫」

　後頭部を見せて倒れたままでいる豊花へ、視線を一度だけやり、京介は言った。

「飛び降りたくらいでそいつが死ぬのなら、世界はもう少し静かになる」

「は、はあ……」

「あいつら、止めなくていいのか」

　中年夫妻の方を指差し、京介が問うと、青年は小さく息を飲んだ。地面の上で膝が震ふるえている。肉体的なダメージは回復したが、相手に立ち向かってゆくほどの気力は、もう残っていないようだった。

「わかった──ここで待っていてくれ」

　京介は杖つえを地面に突つき刺さすと、真まっ直すぐ夫妻のもとへ向かった。彼らの押す軽自動車は、もう半分以上、車体を坂へ傾かたむけていた。

「もうやめろ」

　短い言葉で京介が呼びかけると、男の方が振ふり向いた。近くで見ると、相手の体は京介より二回りほど大きかった。男はつまらなそうに唇くちびるを曲げる。

「何だお前は。遠足中の学生か？　あっちで弁当でも食ってろ」

「あんたたちのしていることが、澱よどみを生む。あんたたちこそ、家に帰って税金対策でもしていてくれ」

「ちょっとお、この子も変なこと言ってるわよお」

　夫人が露ろ骨こつに眉まゆを寄せ、虫けらでも見るように京介を睨にらむ。中学の頃ころ、喧けん嘩かの巻き添ぞえを食って補導された時に、婦人警官から同じような目で見られたことを思い出した。

「本当に、親はどういう教育しているのかしらねえ」

「全くなあ。お前なんかどうせ、親に殴なぐられたこともないんだろうが」

　そう言って、男が太い腕うでを振り上げた。質量故ゆえに切れはないものの、恐おそろしい轟ごう音おんを上げ、岩の塊かたまりのような拳こぶしが京介の顔面を襲おそう。後方で青年が悲鳴を上げた。

　京介は僅わずかに体を捻ひねり、相手の攻こう撃げきを避よけると同時に左ひだり肩かたを上げた。そして男の首筋に左フックを叩たたき込む。また、青年が悲鳴を上げた。きっと彼は、何を見ても悲鳴を上げるんだろうなと、腕を下げながら京介は思った。

　男の体が地面に崩くずれ落ち、夫人の絶ぜつ叫きようが山びこを引き連れて、空へ響き渡わたった。木々の間で休んでいた鳥が数羽、慌あわてふためいて空へ飛び去る。

「車と一いつ緒しよに、帰ってくれ」

　京介は足下に向かって、静かに告げた。攻撃に微び妙みような加減を加えたので、倒れた男の意識は、完全に失われていない。血走った目で京介を見上げ、肉の厚い体を震わせていた。

「こ……このガキ……。よ、よくも……。俺を誰だれだと思っているんだ……俺は、二丁目の町内かいちょ……」

「知らない。誰だっていい」

「この……！」

　倒たおれたまま、男が京介の足を摑つかもうと手を伸のばしてきた。京介は反射的にその手を蹴けり返す。軽く蹴ったつもりなのに、相手はぎゃあぎゃあと喚わめき、その場を転げ回った。

「み、見み逃のがしてくれないか……」

　動きを止め、懇こん願がんするような視線を向けてくると、今度はやけに弱気な口調で男は言った。町内会長を務めるだけあって、態度に切り替かえが効くようだ。生まれつき感情表現に乏とぼしい京介にとって、それは一種の才能のように見えた。

「頼たのむよ……長男が馬ば鹿かでかい車を買ったせいで、もう家には置き場所がないんだ……」

「理由なんか聞いていない」

「じゃあ聞いてくれよ……置き場に困って、こっちはあまり使わない車だし、山に捨てようと思っただけなんだ」

「理由になっていない」

「だってよお、解体所に頼むと、金がかかるじゃないか。家の家計は今、苦しいんだ。子供が三人いて、一番上は大学に入ったばかりで、一番下は五歳で、今一番可愛かわいい時なんだよ。わかるだろう？」

「わからない」

　面めん倒どう臭くさくなってきたので、京介はさっき見た肝かん臓ぞうチョップとやらを繰くり出してやった。「もぎゃあ」という悲鳴を上げたきり、男はもう鬱うつ陶とうしい懇願をしなくなった。

　数分後、男を車内に押し込めた夫人の運転で、軽自動車は山道を引き返していった。去り際ぎわに、夫人はしっかりと窓を開けて「この悪あく魔まー」と叫さけんでいった。

　斜しや面めんに落ちたゴミの山から、捨てられた杖を拾い、京介は青年の方へ戻もどった。茫ぼう然ぜんとしている彼へ杖を差し出し、京介は言う。

「澱みの浄じよう化かは、自分でやってくれ。そこまで手伝うと、報ほう酬しゆうに影えい響きようが出る」

「あ……う、うん……」

　杖を握にぎりしめた青年は、曖あい昧まいに首を縦に振って頷うなずいた。

「あの、色々と、ありがとう……」

「別に」

　京介は、地面に転がっている豊花の傍かたわらにしゃがみ込んだ。制服のスカートのポケットから、フロッピーディスク状の薄うすい板が飛び出している。澱みを示す術具「羅ら光こう図ず」を持っている豊花は、これを使ってこの場所へやって来たらしい。

　豊花の後頭部を軽く叩き、京介は言った。

「起きろ、豊花。自由行動を抜ぬけてきたんだろう。戻らないと怪あやしまれるぞ」

「……う、うーん、信じられない……報ほう酬しゆう支し払はらい日びまで、あと半月もあるの……」

「豊花」

「……ううー、京介の馬鹿たれ。コロッケくらいくれたっていいじゃない……」

「…………」

　豊花は苦しそうな声でうわごとを吐はいていた。京介はため息をつくと、立ち上がった。学生服のポケットから煙草たばこを出し、唇くちびるに一本引っかける。

「……君って……」

　地面の上で膝ひざを抱かかえたまま、青年が声をかけてきた。京介は無言で視線だけ彼にやる。ライターで煙草に火を点つけると、薄い霧きりのような煙けむりが、宙に溶とけていった。

「強いんだね……」

「そうでもない」

「……ボクは……ボクは弱いから、全然駄だ目めで……。気も力も弱いから……荒あらっぽい事例に直面すると、対処できなくって……」

　膝に顎あごを載のせ、青年は呟つぶやいた。

「ずっと悩なやんでいるんだ……ボクは術者には向いていないんだって……。でも、ボクには他ほかに、何の才能もないし……」

「ちょっとあんた、そんな軟なん弱じやくな気持ちで術者をしていたの!?　仕事にも、自分の持っている力にも失礼よ！」

　突とつ然ぜん、気絶していたはずの豊花が起き上がり、眉まゆをつり上げて叫んだ。青年は五メートルほど尻しりを引きずって後退し、「ひー」と悲鳴を上げた。

「あたしたちは、術者になるために生まれてきた人種なの。プライドを持たないでどうするの。男なら世界一の光流脈使いを目指しなさいよ。ああ、でもあたしがいるから、世界二に甘んじなさいよ」

「ひいい、ご、ごめんなさい……」

「あたしは甘口のカレーが好きだって言ったでしょう」

「…………」

　起き上がった時と同じくらい唐とう突とつに、豊花は地面に倒れ伏ふした。そして俯うつぶせたまま、冬とう眠みん中の熊くまのような寝ね息いきを立て始める。

　風が吹ふき、山の中に立ち込めている強い木の芳ほう香こうが流れた。説明が必要かと思い、京介は煙を吐くと、呆あつ気けにとられている青年へ静かに告げる。

「寝ね言ごとだ。気にしないでくれ」




　同じ頃ころ、虹原山の山道を、制服姿の一行が進んでいた。

「この山にまつわる伝説を知っているかね」

　先頭を、てきぱきと手足を動かして行進している男子生徒が言った。県立虹原高校風紀委員会の委員長を務める、三年の長は谷せ常つね彦ひこだ。頭上から照りつける日光を浴び、長谷の分厚い眼鏡めがねは意欲的な輝かがやきを放っていた。

「伝説って何ですか？　委員長」

　言葉を返したのは、長谷の後ろを歩く女子生徒、一年の委員塩しお原ばら友とも子こだった。セーラー服の背中に、子供っぽい真っ黄色のリュックサックを背負っている。塩原が一歩進むたびに、きっちりと編み込まれた三つ編みが、肩かたの上で几き帳ちよう面めんな揺ゆれを繰り返していた。

　反応を示したのは塩原だけで、その後ろに続いている十数名の生徒たちは何も言わない。それぞれ興味もなさそうに周辺の景色を眺ながめつつ、面倒臭げに足を運んでいるだけだ。

　長谷の率いる一行は、風紀委員の列だった。今日は学校行事の一いつ環かんで、一学年がこの虹原山へ遠足に来ている。生徒たちは適当に自由時間を送っており、風紀委員会ではその「適当」を監かん視しするため、こうして山中をパトロールしているのである。

　市内の小中学校の遠足でさえ、その行き先に候補が挙がると、教師陣じんが揃そろって難色を示すという虹原山。理由はただ一点「あそこは死ぬほどつまらないでしょう」。確かにこの山は死ぬほどつまらないが、虹原高校がここを選んだのには深い事情がある。

　昨年までは、一学年の遠足も他校と同じように、テーマパークなど普ふ通つうに楽しめる場所を選んでいた。しかし昨年の一年生が、遠足に舞まい上がってしまったのか、問題を起こした。

　目的地までのバスの中で、ある生徒がバスガイドにセクハラ発言をして泣かせた。目的地の遊園地にはその日、他校の生徒も来ていたが、乗り物の順番待ちで虹原高生のグループと喧けん嘩かを起こし、やがて遊園地の係員がジャッジを務める大だい乱らん闘とうへ膨ふくれあがった。別のグループは小学生をトイレに連れ込んでカツアゲし、母親に訴うつたえられた。帰りのバスの中で、ある生徒がバスガイドに酌しやくをさせようとして泣かせた。

　地域で「虹高は馬ば鹿か高校だ」という意見が完全定着したのは、この頃からである。教師たちは、馬鹿を公おおやけの場に出してこれ以上の恥はじをかくことを恐おそれたので、今年の遠足は満まん場じよう一いつ致ちで虹原山に決定した。学年主任の本ほん田だ教きよう諭ゆは「猿さる山やまに猿を放すなら、誰だれも文句は言わないでしょう」と述べたという。

　長谷は肩かた越ごしに塩原を振ふり向くと、口元を得意げに笑わせて話し始めた。

「昔々……この虹原山は、今よりももっともっと高かった。高さは尋じん常じようでなく、天まで届いていたらしい。というのも、実はこの山は、天界に住む神々が地上へ降りてくる際の、通り道になっていたらしいのだ。その後、山やま梨なし辺りにもっと歩きやすい山ができてしまい、虹原山は神々に使われなくなり、退化して低くなった──という話だ」

「それはすごいですねえ。じゃあ、今私たちが歩いている道も、大昔に神様が歩いていたってことですか？　それは大変感動的です。写真を撮とらなくてはなりません。はい、委員長、チーズ！」

　リュックサックから使い捨てカメラを取り出した塩原が、長谷に向かってシャッターを切る。長谷は宙で一メートルほどジャンプし、被ひ写しや体たいとしてのポーズを決めた。カメラのフラッシュが、山林の幹に白く輝く。

「……はしゃいでるよなあ……委員長と、塩原さん……」

　委員の一人がぼそりと呟くと、他の委員もそっと頷うなずいた。長谷と塩原は記念撮さつ影えいに精を出し始め、あちらこちらの木や岩の上でシャッターを切りまくっていた。

「……すっごい疑問なんだけど……」

　女子委員の一人が眉を寄せて言った。

「……一年の遠足に、どうして長谷委員長がついてくるの？　三年生は今日、通常授業なんでしょう？　平気なのかな……」

「……知らないよ、そんなこと……。そもそも俺は、委員長の人生全すべてが平気なのかどうか、疑わしいよ……」

「……委員会活動に熱中していて、受験勉強は大だい丈じよう夫ぶなのかな……」

「……ちゃんと卒業、してくれるのかな……」

「……なんだか永遠に、学校に残ってそうだよな……」

「…………」

「…………」

　空に大きな雲が流れてきて、太陽を翳かげらせた。一年生の委員は一様に押し黙だまり、暗い地面を見つめて一いつ斉せいに肩を落とした。

　虹原高校は自由な校風を特色としており、校則もあってないようなものだった。よって、風紀委員会の肩かた書がきも仕事も名前だけであり、機関としてはほとんど活動していないに等しかった──昨年度までの話である。この四月、長谷常彦が委員長になってから、彼の方針により、風紀委員会は学校全体を厳しく取り締しまることになった。もっとも、気合いを入れて喜んで活動しているのは、委員長の長谷と、何な故ぜか風紀委員の仕事に誇ほこりを抱いだいている塩原友子だけなのだが。

　雲が通り過ぎ、光の強い太陽が、再び委員一同の皮ひ膚ふを刺し激げきした。特に珍めずらしくもない高木が並ぶだけの、辺りの景色に向かって、一人がぽつりと呟つぶやいた。

「俺、正直なところ、委員会を辞やめたいんだよなあ……」

「あ、わかる……」

　他ほかの全員も、揃って首を縦に振る。

「持ち物検査なんかやると、クラスの連中に悪者扱あつかいされるしさあ」

「大体、自分が校則を覚えていないのに、他の奴やつが違い反はんしているかどうかなんて、判断できないよ」

「委員会活動を頑がん張ばったって、うちの学校の教師は生徒に無関心だから、見ていてくれないしね……。内申書を良く書いてくれるとも思えないわ……」

「それに、ほら……長谷委員長の手下ってことで、『魔ま女じよ』に睨にらまれたら嫌いやだよなあ……」

「ああ、魔女ね……」

「魔女か……」

　委員はまた一斉に、肩を落とした。

　一学年の生徒に、一条京介と豊花という双ふた子ごの兄妹がいる。彼らは、学校に校則違反物と思おぼしき、長い棒のような物を携たずさえて登校するらしい。長谷曰いわく、それは魔法の杖つえであり、一条兄妹は魔女か何かに違ちがいなく、それ故ゆえに風紀委員会は魔女狩がりをしなくてはいけないそうだ。

　入学からこれまで、長谷や塩原は事あるごとに一条兄妹につっかかり、「魔法の杖を没ぼつ収しゆうして真人間に戻もどすぞ作戦」とやらを繰くり返しているらしいが、一度として成功したことはない。兄の一条京介の方は、細身な外見に似合わず、恐おそろしく喧けん嘩かが強い。よって、どんな手を使って長谷が攻こう撃げきにかかっても、あっさり返り討ちにされてしまうらしい。長谷と塩原は一条京介を目の敵かたきにしているが、一いつ介かいの生徒に過ぎない他の委員としては、できれば係わりたくない相手だった。

「君たち、何を暗い顔をしているのだね。君たちも記念撮影に加わりたまえ」

　そこへ、長谷が断言的な口調で呼びかけてきたので、委員の顔色は更さらに暗くなった。それぞれ舌打ちしたり、鼻を鳴らしたり、口の中で「高校生が『たまえ』とか言うんじゃねえよ」と呟いたりしながら、のろのろと長谷の方へ歩いてゆく。

「じゃあ皆みなさん、その茂しげみの前に並んで下さい。委員長を真ん中にして、こう、風紀委員らしい感じで笑って下さいね」

　カメラを構えた塩原が、無茶な注文をつける。腰こしの高さほども伸のびた雑草の茂みの前に立ち、風紀委員一同が無気力にカメラへ視線を合わせた時──。

　茂みが大きく揺ゆれ、草の隙すき間まから何かが現れ出た。誰だれかが「熊くまだ」と叫さけぶと、委員一同は口々に悲鳴を上げ、逃にげ出した。真ん中にいた長谷の体は、撥はね飛ばされ、蹴けられ、倒たおされた挙げ句、何人かに背中を踏ふまれた。

　地面に倒れた長谷は、俯うつぶせの姿勢のまま、ずれた眼鏡めがねを鼻の上に押し上げ、口元に不敵な笑えみを浮うかべた。

「ふふふ、愚おろかな奴らだ。走って逃げたところで、どうにもなるまい。熊が現れたら、死んだふりをするのが正しい回かい避ひ策さくというものであろう。昨夜『人生の常識非常識・山さん岳がく初級編』を読んでいて良かった」

「委員長、委員長。熊じゃないです。もっと何か、すごいものです」

　塩原の声に、長谷は眉まゆを寄せて起き上がった。逃げ遅おくれたのか、あるいは逃げる気がなかったのか、カメラを持ったままの塩原が、問題の茂みを指差す。

　巨きよ大だいな黒い塊かたまりが長谷たちの前にいた。大きさとおおよその外見は、ライオンに近い。しかし目の前にいる物体は、血の色をした眼球以外、全身が漆しつ黒こくのうえに、背には一対の大きな翼つばさまで持っていた。

　ライオンもどきが口を開き、ずらりと鎌かまをぶら下げたような牙きばを剝むいて吠ほえた。地面が揺れ、大気が震ふるえ上がって風が渦うずを巻く。一いつ瞬しゆんにして日常の崩ほう壊かいした長谷と塩原は、揃そろって「ぴゃー」という絶ぜつ叫きようを上げた。

「塩原君、塩原君、何だねこれは！」

「知りません、委員長！　私、生物の成績は良くないんです！」

「気にするな塩原君、一教科くらい不得意でも問題はない、人間はもっと総合的なもので評価されるべきなのだ、そう、例えば、緊きん急きゆう時の冷静な判断とか、ぎゃああああ」

「常に失わない平常心とか、いやああああ」

　長谷と塩原は、相手を黒くろ獅し子しの前へ突つき飛ばし、自分だけ逃げようとする行動をほぼ同時に行なった。二人は揃って地面に倒れ、その上に咆ほう哮こうを上げた獅子が襲おそいかかってくる。長谷が分厚い眼鏡を恐きよう怖ふに翳かげらせながら、とっさに叫んだ言葉には、意味がないはずだった。

「く、来るなああ！　わわわ私は、県立虹原高校風紀委員会委員長、長谷常彦だぞおお！」

　その瞬間、黒獅子の動きが止まった。

　赤い眼球から光が消失し、急速に生気を欠いた瞳ひとみは静かに閉ざされた。口も閉じると、黒獅子はゆっくりと地面に伏ふせる。砂すな埃ぼこりが舞まい、青い空に煙けむりのように立ちのぼった。

「ど……どうしたんでしょう……」

　のろのろと体を起こした塩原が、土に汚よごれたお下げ髪がみを揺らして首を捻ひねった。

「急におとなしくなりましたね……」
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「むむむ……まさか……」

　立ち上がった長谷は、眼鏡の位置を直しながら眉を寄せる。

「私の名前を聞いて、恐れ入ったのでは……ということは、虹原北中出身か？」

「どうでしょう……とりあえず、友好関係を築くのが先決かと思われます」

　ぼそぼそと相談する風紀委員を前に、黒獅子は微び動どうだにせず、目を閉じたまま座り続けていた。先ほどまでは、確かに一匹ぴきの猛もう獣じゆうに見えていたはずなのに、今は作り物めいた、無機質な雰ふん囲い気きのみを纏まとっている。

「餌え付づけをしてみましょう」

　背中の荷物を地面へどさりと下ろすと、塩原はリュックサックの中から大量の品々を取り出した。その大半がスナック菓が子しの袋ふくろである。それを見るや否いなや、長谷の眼鏡が険しい光を放った。

「塩原君。遠足の菓子は三百円以内と決められているはずだがね」

「私の家の近くにあるスーパーでは、お菓子が安く売っているんです。だからこれできっちり三百円ですよ」

「なるほど。どことなく反則の臭においが漂ただよわない気もしないではないが、これもまた人生だろう」

　塩原は適当なチョコレート菓子を取り出すと、黒獅子の口に向かって投げた。菓子がその鼻先に当たり、地面に落ちても、相手は全く反応しなかった。

　眉み間けんに皺しわを寄せ、塩原が不服そうに呻うめいた。

「食べてくれませんねえ……」

「甘党ではないのかもしれないぞ。では私が──さあ、派手に砕くだきたまえ！」

　長谷が煎せん餅べいを投げると、黒獅子はようやく目を開いた。重い鉄の扉とびらが開いたかのような音を立てて、顎あごが動く。輝かがやきを放った牙が、一瞬にして煎餅を粉々にする。

「あー、ずるいです、委員長ばっかり。私だって」

　塩原が次々に菓子を投げるが、黒獅子はやはり反応しない。しかし長谷が投げた物は、全すべて刃はのような牙が砕いていった。

「あはははは。塩原君、これはなかなかにして楽しいぞ。イルカの飼育係とはこんな気分だろうかねえ」

「楽しいというよりも、おかしいですよ、委員長」

　つまらなそうに鼻息を吐はいた塩原が、長谷に向かって言った。

「まるで、委員長の言うことだけを聞いているみたいですよ。そもそも、何なんです？　この生き物は……」

「さあなあ……大体、生き物なのかね、これは」

　眼鏡から好こう奇き心しんに満ちた白い光を発し、長谷は黒獅子へ一歩近づいた。相手が殺気を放たなくなったことで、やや警けい戒かい心しんが薄うすれたらしい。

「そう言えば、ここはその昔、神様の通り道だった場所ですよね……」

　その背後にびったりと張はりついた塩原が、神しん妙みような顔つきで言った。

「この生き物も、そっち関係の方なのではないでしょうか……」

「しかしだね、塩原君。そっち関係の方が、こうも簡単に人前に姿を現すものかね」

「でも委員長。うちの学校には、魔ま女じよがいるんですよ。私は高校に入学してから思うようになったのですが、結構世の中って、めちゃくちゃなことが簡単に起こり得るものなのではないでしょうか」

「なるほど。世を渡わたるには、柔じゆう軟なんな思想が必要だということか。ふむ、この生き物は、そっち関係の方……」

　空を見上げてひとしきり頷うなずいた後、長谷は唐とう突とつに手を一つ叩たたいた。

「塩原君、こうは考えられないかね。この、そっち関係の方を従わせる私には、神にも匹ひつ敵てきする力がある、と」

「論理的に言うと、そうなりますね──それってすごいことじゃないですか、委員長！」

　塩原が興奮気味に黒くろ獅し子しを指差し、叫さけぶ。

「委員長。委員長のその素す晴ばらしい力でこの生き物をうまく使えば、学校内の風紀取り締しまりに、大いに役立つのではないでしょうか？」

「むむ……確かに……」

　長谷が呟つぶやいた時、数メートル先から、男子生徒の集団が歩いてきた。規定外の形にした制服を着け、下品な話題に盛り上がって笑っている。学校内でも名高い不良生徒で、長谷は一度、彼らに「学生鞄かばんを潰つぶすな」と注意したところ、その鞄で滅めつ多た打うちにされるという屈くつ辱じよくを味わったことがあった。

　びしっと生徒たちを指差すと、長谷は黒獅子に向かって尋たずねた。

「奴やつらを追い回し、屈辱の泣き地じ獄ごくを与あたえることは、できるかね？」

　黒獅子の背中の翼つばさが動き、大きく空気を叩いた。宙に舞まい上がった黒い塊かたまりは、のんきに歩いている男子生徒に向かって真まっ直すぐに襲おそいかかる。二秒後、彼らの馬ば鹿か笑わらいは、悲鳴へと変わった。

　山道を転がるように逃にげてゆく生徒の後ろ姿を見送り、塩原が拍はく手しゆをした。長谷の眉間に落ちていた影かげが消え、口の端はしにどこか邪じや悪あくな笑えみが浮うかぶ。

　長谷は澄すみ渡った空に向かって呟いた。

「これで魔女も倒たおせるかもしれないな……」






















　五月十日、朝。昨日の天気予報に忠誠を誓ちかうかのように、今日も空は目ま映ばゆいほどの晴れ模様だった。若葉が揺ゆれる通学路のイチョウ並木をゆっくりと歩きながら、一条京介は欠伸あくびを嚙かみ殺した。

　学生鞄ともう一つの荷物──布に包まれた長い杖つえを脇わきに挟はさみ、制服のポケットから煙草たばこの箱を取り出す。火を点つけて煙けむりを吸い込むと、少しだけ意識が明めい瞭りようになった気がした。京介は血圧が低い方なので、朝は大たい抵てい、全身がやる気を出してくれない。

「京介ってさあ、最近、仕草が父さんに似てきたわ」

　隣となりを歩いている豊花が、京介の煙草の先を眺ながめ、鼻の頭に皺しわを寄せて言った。風に煽あおられ、長い髪かみの毛が強気そうになびく。大きな黒い瞳ひとみには、太陽も完かん封ぷう負けしてしまいそうな強い光が宿っていた。

　同じ学校に通う双ふた子ごであるが、毎日仲良く一いつ緒しよに登校しているわけではない。今日はたまたま、家を出る時刻が同じだっただけで、今並んで歩いているのも、たまたま歩く速度が近いだけの理由である。

「そうかな」

「そうよ、絶対そう」

　短いスカートの裾すそを軽快に揺らして歩きつつ、豊花は大きく頷いた。豊花の手にも、京介と同じく鞄以外の所持品がある。布に包んだ杖を、鼓こ笛てき隊たいの先頭を行く指揮者のように振ふり回し、豊花は言う。

「今みたいに遠い目をして、美味おいしいのか美味しくないのかわからなそうな顔で煙を吐はいてるところとか、そっくり。まあ父さんの場合は、遠い目をしてスポーツ新聞の競きよう艇ていのページとかエッチな記事とか読んでるんだけどさ。やだなあ。京介も大人になったら、父さんみたいに粗そ暴ぼうで、べらべら良く喋しやべって、欲深い人間になっちゃうのかなあ。そのままの感情のない京介でいてくれないと、扱あつかいにくくなっちゃって困るのよね。あ、蝶ちよう々ちようだー！」

　道の先でふわふわと眠ねむそうに飛んでいる紋もん白しろ蝶ちようを見つけると、豊花は歓かん声せいを上げて駆かけて行ってしまう。虫が飛んでいるくらいで喜べる豊花の人生を、京介は今日も理解できなかった。

　容姿の良く似た双子であるが、性格や体質は全く異なる。豊花はいつも京介の倍以上の言葉数を撒まき散らして喋るし、殺人的に寝ね起おきと血圧具合も優良であるから、登校中であってもこれほどまでに元気が良い。朝食だって必ず二杯はいの飯を食べる。ちなみに一条家の長女である姉は、最低でも四杯食べる。

　今日初めて口にした物である煙草を深く吐くついでに、京介は本格的に欠伸をした。京介の体から眠ね気けが抜ぬけきらないのは、昨夜良く眠れなかったことが原因である。深夜、豊花が家の屋根に上り、明け方まで何やら大おお騒さわぎをしていたせいだ。

　寝ていないはずなのに、微み塵じんもそれを感じさせない豊花に追いつくと、その横顔を眺めて京介は尋ねた。

「お前、昨日の夜、何をやっていたんだ？」

「あ、聞きたい？　聞きたい？」

　片耳にだけつけた水色のピアスと、両目を勝ち気に光らせ、豊花が微ほほ笑えむ。先ほどの紋白蝶は、豊花のオーラに押されるように、車道の方へふらふらと逃にげ飛んで行った。

「実はねえ、新しい術の練習をしていたのよ」

「新しい術？」

「そう。すごいのよ。どうすごいのかは、まだ秘密よ。どうしても教えてほしいって言うのなら、五千円払はらいなさいよ」

「別に、いい」

「ふん。可愛かわいげのない態度でいられるのも、今のうちよ。習得したら、絶対豊花さま万ばん歳ざいと言わせてやるから。いいえ、言わずにはいられなくなるわ」

「…………」

「昨夜はうまくいかなくて、百三十四回も屋根から落ちちゃったけれど、今日中にはマスターしてみせるわよ」

　そう言うと、豊花は青空に向かって、自信に満ち溢あふれた笑えみを浮うかべた。通信販はん売ばいで下らない生活便利品の注文をした直後、まだ見ぬ商品を思って、居間の天てん井じよう辺りに不気味な笑みを投げかけている母親の顔に良く似ているな、と京介は思った。

　学生との両立で、京介と豊花にはもう一つの職業がある。一いつ般ぱん人じんで知識を持つ者はほとんどいないが、世界中の大地にはおよそ千八百年前の時代に、一人の巫女みこが基き礎そを打ち立てた特とく殊しゆな力が網もう羅らされている。かつて巫女が仕え、万能の力を誇ほこっていた精せい霊れいの欠片かけらがもとになっているその力は、総そう称しようして「光流脈」と呼ばれる。巫女の血統を継つぐ者のみが、遺伝能力により、光流脈から様々な力を引き出して、現在も世の平和を築くことを目標としている。京介たちも、巫女の血筋をくむ家系の出身だ。

　巫女の血を引く人間の九割は、光流脈に関連した組織──光流脈統そう轄かつ管理本局、通つう称しよう「本家」と呼ばれる団体に属される。本家のもとで仕事をし、報ほう酬しゆうを得る者を光流脈使いといい、現在、全世界で二千人前後の光流脈使いが存在するそうだ。

　光流脈は、大地の様々な外的影えい響きようを受けやすく、その影響は機能低下という症しよう状じようで現れる。光流脈使いは大きく分けて二種に分類されるが、そのうちの一種が、専門に症状──専門用語で「澱よどみ」と呼ぶものの修復作業を担当する。彼らを光流脈矯きよう正せい術者と呼び、京介と豊花も本家に正式登録された矯正術者だ。

　今、京介が鞄かばん以外に持っている長い杖つえも、学校では校則違い反はんに該がい当とうするのだろうが、術者としては必ひつ須す携けい帯たい術具に当たるものである。光流脈使いは「玲れい洗せん樹じゆの枝」と呼ばれる杖と、場合によっては補助的役割を果たす様々な術具類、そして光流脈より力を引き出すための定型言語の羅ら列れつ──呪じゆ文もんによって、様々な現象を発動させる。所持品や力を起こす一連の流れから、どことなく童話に出てくる魔ま法ほう使つかいを連想しないこともない。以前、力を使っているところを見られた風紀委員などには、魔ま女じよなどと呼ばれてはいるものの、京介は自分のことは、れっきとした普ふ通つうの人間だと思っている。

　百三十四回も屋根から落ちたくせに、ぴんぴんしている人間離ばなれした豊花を見て、京介は問う。

「どうして新しい術なんか、学ぼうと思ったんだ」

　光流脈より発動可能な術は、現在七百万種存在し、「術本」と呼ばれる全八十冊の書しよ籍せきによって学ぶことが可能だ。習得速度は個人の自由であり、術者の年代の巻数──十代であれば十冊台を目処めどに、順序通りに習得してゆけばよい、と言われている。豊花は面めん倒どう臭くさそうな術があると、ページを飛ばしたり、サボったり、勝手に巻数を飛び越こえて面おも白しろそうな術だけを拾い読みして学びかけて挫ざ折せつしたりする、という悪あく癖へきがある。どうせ今回も、そんな感じで見つけた術なんだろう、と京介は思った。

「昨日あたし、虹原山の木から落ちて、頭を打って気絶したでしょう」

　玲洗樹の枝を胸の前で握にぎりしめ、豊花はイチョウ並木へ真しん剣けんな眼まな差ざしを向けて言った。

「あの時、気絶する直前に頭の中がひらめいたの。そうだ、新しい術を学ぼうって」

「ふうん……」

「何よその顔。馬ば鹿かにしているわね」

「馬鹿にはしていない。意味がわからないだけだ」

「ひらめきは大切だということよ。インドの方の有名な哲てつ学がく者しやも、雷かみなりの日に山頂に立って、稲いな妻ずまに打たれた時、新しい哲学が頭に浮かんだと言うわ。その後彼が著あらわした本の冒ぼう頭とうには、こう書いてあるの。『稲妻って、結構痛いよ』」

「何が言いたいんだ？」

「人は痛い目に遭あって、初めて真実を知るの。そして成長するのよ。昨日の事件はあたしの恥はじになんか数えられない、あれは新しいあたしへのステップだったのよ。だから京介に助けられたことは、借りなんかにはならないの」

「ああ、そう」

「あたしは、あの時に思ったことを実行して、世界一の術者へと一歩近づくの。新しい術を覚えるのは、その序章に過ぎないわ」

「そうか。頑がん張ばって早く習得してくれ」

　そうでないと、うるさくて眠ねむれない、という言葉を、京介はとりあえず黙だまっておいた。




　前方に正門が見えてきたところで、京介と豊花は同時に足を止めた。何やら校門付近が騒さわがしい──制服の群れが人ひと垣がきを築いていた。

「なになに？　何のお祭り？」

　基本的に騒ぐことが大好きな豊花は、スキップで人垣の中へ突つっ込んで行ってしまう。短くなった吸すい殻がらを携けい帯たい用の灰皿へ捨てつつ、京介は遠巻きにその様子を眺ながめた。

「うるせえなー、俺がどんな格好で登校しようが、おめえには関係ねえだろうがー！」

　校門の前で、一人の男子生徒がそう怒ど鳴なっている。岩のような巨きよ体たいと、高校生にしておくには勿もつ体たいないほどの悪あく人にん面づら。金色と茶色のまだら模様に染めた頭とう髪はつと、何か不自由があって鼻び孔こうを三つにしようと試みているのかと思うほど、鼻に開けた多数のピアス穴。なかなかにして人目を引く男子生徒は、確か二年生の山田とか山川とか、そんな感じの名前だったことを京介は思い出した。先々週くらいの放課後、喧けん嘩かを売ってきた相手だ。鼻を殴なぐってやったら、開けすぎたピアスの穴のせいか、必要以上に流血されて少し困った記き憶おくがある。

「関係なくなどないぞ、二年三組山やま岡おか勝かつ久ひさ君！　君のその浮うかれた格好のせいで、学校全体の風紀が乱されるのだ！」

　そう怒鳴り返したのは、分厚い眼鏡めがねをかけた猫ねこ背ぜの男子生徒だった。彼を見て、京介の感情表現に乏とぼしい顔にも、うっすらとだが嫌けん悪おに似た色が浮かぶ。眼鏡の生徒の名前は、長谷常彦──京介や豊花を魔女扱あつかいし、話しかけないでほしいのに、やたらとつっかかってくる風紀委員長だった。

　長谷の背後には、いつものように委員の塩原友子がいる。塩原は両手にビニールの手て袋ぶくろをつけ、ターンカラー用らしいスプレーを持っていた。どうやら今朝の風紀委員会は、抜ぬき打ちの頭髪検査を行なっているようだ。

　長谷と顔を合わせるのが面倒だったし、何よりも風紀委員のパフォーマンスに全く興味がなかったので、京介は人垣を迂う回かいし、歩き始めた。遠回りになってしまうが、裏門から学校に入ろうと思ったのだ。

「うるせえんだよー、関係ねえって言ってんだろー！」

　貧弱な語ご彙いを駆く使しして、山岡が長谷に殴りかかるのが見えた。人垣から悲鳴混じりの歓かん声せいが上がる。山岡の圧勝で、今日も風紀委員は無様に負けを晒さらすに違ちがいない──観客の誰だれもがそう思っていたはずだ。京介も同じ予想をし、歩きながら欠伸あくびをしていたほどだった。

　だが、次の瞬しゆん間かん轟とどろいたのは、山岡の野太い絶ぜつ叫きようだった。次いで、見物の生徒の間からもどよめきが沸わく。京介は何となく視線を校門に戻もどし、そして眉まゆを寄せた。

　長谷の傍かたわらに、巨きよ大だいな黒い塊かたまりが現れていた。敢あえて例えるならば、全身が闇やみ色いろのライオン──そんな獣けものだ。だが、京介の受けた教育が正しいならば、ライオンは多分黒くないし、背中に翼つばさなど生えていないはずだった。

「恐おそれ入ったか、二年三組山岡勝久君」

　猫背の背中を反らせて胸を張ると、長谷は得意げな笑えみを浮かべた。黒い獅し子しを前にして、山岡は完全に凍こおりついているようだった。澄すんだ青空へ、長谷の高らかな宣言が響ひびき渡わたる。

「これこそが風紀委員会の最新兵器、『使い魔まのポチ君』だ！」

「素す敵てきです、委員長！　ポチ君、頑張って下さい！」

　ビニール手袋を着けた手で、塩原がばさばさと拍はく手しゆをする。山岡も野次馬の生徒も、黙り込んで何の反応も示さない。遠くで救急車のサイレンが響いていた。

「……人形？」

　野次馬の中で、誰かが言った。その言葉を引き金に、生徒たちは口々に騒ぎ始める。

「どこから持ってきたんだよ、あんなもん」

「演劇部でしょう？　また今年の文化祭も、半はん端ぱな劇をやるんじゃない？」

「ああ、最低だったよな、去年の『ニジハラン・ナイト』」

「あの劇を馬はん鹿かにするな、私は感動してかなり泣いたんだぞ！」

　長谷が怒鳴り、生徒の雑談をやめさせた。冷ややかな目で自分を見つめる群衆に向かい、長谷は唾つばを撒まき散らして叫さけび続ける。

「ええい、違う！　問題はそれではない、ポチ君は人形なんかではないのだ！」

　鼻の上の眼鏡を押し上げると、長谷はその指先をびしゃりと山岡へ突きつけ、言った。

「ポチ君よ、その威い力りよくを見せてやるのだ！　校則に違い反はんする愚おろかな生徒に、派手めな裁きを──レッツゴー、風紀ファイヤー！」

　黒獅子が咆ほう哮こうと共に顎あごを開いた。洞どう窟くつのような口こう腔こうから、真っ赤な炎ほのおの塊が飛び出す。炎は山岡の茶ちや髪ぱつを掠かすめ、野次馬の上に落ちた。生徒たちは悲鳴を上げ、思い思いの方向へ逃にげようとする。校門前は一気に大混乱を呈ていした。

「て、てめえ、よくも俺の髪かみを！」

　頭から煙けむりを漂ただよわせた山岡が、逃げまどう野次馬をなぎ倒たおしながら、長谷へ飛びかかっていった。長谷は余よ裕ゆうの笑みを浮かべて山岡を見み据すえ、言う。

「ポチ君、風紀クラッシュだ」

　応じるように吠ほえた黒獅子が、丸太ほどの太さもある前まえ脚あしを振ふり上げた。鋭するどい爪つめが並ぶ腕うでに顔面を打たれ、山岡の体はあっさり後方へ弾はじき飛ばされる。彼の体が宙に描えがいた放物線に沿って、無数のピアスが飛び散った。

「おお、こいつは爽そう快かいだ。昨日、ポチ君の実戦訓練をした甲か斐いがあったな、塩原君」

「素晴らしいです、委員長。必殺技のネーミングセンスも良いか悪いかで言えば、良い方です」

「そうかそうか。では、風紀ファイヤー拡大版だ」

　調子に乗ったのか、長谷は高笑いをしつつ、黒獅子に命令を続け、炎を連発させた。校門と周辺の植え込みが焼け、黒煙が朝の空気を汚よごす。野次馬の生徒の間で、足を踏ふんだだの、肩かたがぶつかっただので、競せり合いが始まる。学校付近の民家から住人が飛び出してきて、やかましいと怒ど鳴なる。そんな騒そう然ぜんとした光景を眺ながめ、ため息をつくと、京介は止めていた足を進め、裏門に向かった。

　豊花と違って、騒さわがしいことは苦手だ。係わらないに限る──この時の京介は、心からそう思っていた。




「ねえねえ、知ってる？　今朝さあ、風紀委員が校門で、すごい取り締しまりをしたらしいよ」

　一時限目の終しゆう了りようした休み時間。二年四組の教室の片かた隅すみで、一人の女子生徒が話題を切り出した。

「すごいって、どんなのよ」

「知らなーい。でも、すごかったって噂うわさよ」

「あー、私も聞いた。三組に山岡っているじゃん。あのピアス男。あいつ、泣かされたって話だよ」

　会話をしながらその数人の女子生徒たちは、鏡を片手に化け粧しよう直しに余念がなかった。派手な色と形の頭とう髪はつも、チアリーダー顔負けの短いスカートも、頭のてっぺんからつま先まで全すべてが、校則違反で塗ぬり固められているような女子生徒だ。だが、マスカラを施ほどこす彼女たちの目には、罪悪感がない。実際彼女たちは、学校に来る目的の半分以上は、遊ぶためだと思っていた。

「でもさあ、どうやって山岡を泣かせたんだろうね。弱いじゃん、風紀委員って」

「知らなーい。あの風紀委員長って嫌きらーい。何か気持ち悪いし」

「あー、私も嫌い。嫌いやだよねえ、ああいうしつこそうなのがさあ、将来お巡まわりとか市長とかになっちゃったら、どうする？」

　彼女たちがけたたましい笑い声を上げた時だった。

　扉とびらがびしゃーんと音を立てて開かれ、眼鏡めがねに猫ねこ背ぜの男子生徒が堂々と教室へ入ってきた。噂の風紀委員長である。教室中がしんと静まり返り、化粧をしていた女子生徒たちが、描かいたばかりの眉まゆを顰ひそめた。

　眼鏡の風紀委員長は、黒板の前でぴたりと立ち止まると、教室を見回し、妙みように厳おごそかな表情で言った。

「今より服装検査と所持品検査を行なう。違反者は、神しん罰ばつの炎によって焼かれるであろう」

　教室中がざわめいた。風紀委員の言葉に驚きよう愕がくし、おののいているのではない。誰だれもが「何言ってるんだあいつ」と嘲ちよう笑しようしているのだ。化粧中の女子生徒たちも、手を叩たたいて笑っていた。

　しかし風紀委員長は、不敵な笑えみを浮うかべ、悠ゆう然ぜんと眼鏡を押し上げた。

「ふふふ……民衆とは哀あわれだ。五千年前に滅ほろびた伝説の都市ポンポンヤージュでも、民たみの反応は同じだった。ある日突とつ然ぜん、太陽の神の声を聞く力を得た少年ミゲミゲッチの言葉を、愚ぐ民みんは信じなかった。それ故ゆえに、少年が大おお津つ波なみの到とう来らいを再三警告したにも拘かかわらず、逃げ遅おくれて街ごと滅びたのだ」

　誰も風紀委員長の話を聞いていなかった。彼などいないかのように、生徒たちはそれぞれ雑談に戻もどってしまっている。風紀委員長は眼鏡から白い光を発すると、右手を天てん井じようへ掲かかげて叫さけんだ。

「生き残ったミゲミゲッチは、日記帳に『神の言葉は絶対なのにねえ』と書いたという──つまりは、私の言葉も絶対なのだ！　カモン、ポチ君！」

　その瞬しゆん間かん、二年四組の教室を、激しい縦たて揺ゆれの振しん動どうが襲おそった。揺れる視界の向こうに、生徒たちは見たであろう──風紀委員長の傍かたわらに現れた、翼つばさのある黒い獅し子しを。

「ポチ君、屋内だからね。ちょっと控ひかえめ風紀ファイヤーでよろしく」

　風紀委員長が言うと、黒い獅子は口から火か炎えん放射器ほどの勢いで炎を吐はいた。

　教室中に悲鳴が充じゆう満まんし、やがて火災報知機までもが、悲鳴じみたベルを鳴らした。




　第一校舎二階、会議室では、緊きん急きゆうの職員会議が行なわれていた。

　窓の外に広がるのは、雲一つない青空。降り注ぐ日光は暖かく透とう明めいで、時折カーテンを揺らす風に湿しつ度どはない。通常であれば昼休みのこの時間、会議の邪じや魔まになるほど、校庭や校舎内に生徒の喧けん噪そうが飛び交かっているはずである。しかし今日の虹原高校は、海の底に沈しずんだかのような、重い静せい寂じやくに包まれている。

　会議室のテーブルを囲んでいるのは、校長の小こ島じま、教頭の鈴すず木き、風紀委員会顧すず問もんの稲いな葉ばに、各学年主任の合計六人だった。全教員を招集すべきかと思われたのだが、会議中に職員室を無人にすることを恐おそれた。先日、昼休み中の会議で教員が全員出で払はらった隙すきに、不届きな生徒が職員室の鍵かぎを破って侵しん入にゆうし、出前のカツ丼どん十六人分を強ごう奪だつするという事件があったのだ。

「参りましたねえ、稲葉先生……」

　湯飲み茶ぢや碗わんをすすり、小島校長が眠ねむそうな声で言った。

「風紀委員会、派手にやっちゃってるみたいじゃないですか。ねえ？」

「そうです！　どうなっているんですか！」

　鈴木教頭がテーブルを叩いた。振動で鈴木の湯飲みが倒たおれ、テーブルの上に中身が零こぼれた。小島校長があわあわ言いながら、布ふ巾きんを取りに席を立った。

「今年度は一年生の遠足も地味に片づけましたし、五月に入ってから補導人数も減少してきて、このまま落ち着くと思われましたのに……。風紀委員会のせいで、大おお騒さわぎですよ！」

「全くねえ……」

　テーブルに布巾をかけつつ、小島校長が頷うなずく。

「学校内に、動物を持ち込むのはねえ……」

「校長先生、問題はそこではありませんよ」

「私は動物には詳くわしくないんで、さっぱりわからないんですけれど、あの風紀委員が連れている動物、何ていう種類ですかねえ？」

　テーブルを囲んだ教員たちは、皆みな一様に首を傾かしげた。──と、三年の学年主任が挙手し、言った。

「校長先生……私、今、ものすごい名案を思いついてしまいました」

「ほおお……何ですか？」

「水曜の夜、『怪かい奇き現象いらっしゃい』というテレビ番組が放映されております。あの番組に、風紀委員の飼っている動物を応おう募ぼしたらどうでしょう？」

「あ、それいいですね」

　一年と二年の学年主任も頷いた。

「一いつ般ぱん公こう募ぼもしていますしね」

「『今週のナイス怪奇』に選ばれると、図書券二千円分が貰もらえるんですよね」

　小島校長が大きく頷き、まとめた。

「じゃ、早さつ速そく写真部に協力を仰あおいでね、撮とってきましょう。あの動物だけじゃ、色気がないから、各学年から見た目の良い女子生徒を何人か侍はべらせて……」

「じゃ、うちの学年からは一条豊花を」

「二年からは、栗くり原はら桃もも絵えを」

「二年生だったら、横よこ沢ざわ早さ苗なえでしょう」

「あれは、私のものです」

「音楽の新にい島じま先生も出しましょう」

「新島先生はね、駄だ目めですよ……。私のですから……」

　校長ってばそうだったんですかー、と盛り上がる一同に、唯ゆい一いつ真しん剣けんな表情で会議に臨のぞんでいた鈴木教頭が、もう一度テーブルを叩たたいた。

「皆さん、もっと真剣に考えて下さい！　あの長谷という委員長は、学校を支配する気ですよ！」

「学校を支配って、ねえ、教頭先生……」

　小島校長は、再度零れた湯飲みを片付けて言う。

「漫まん画がやゲームじゃないんですから……」

「漫画じゃなくても、実際問題、風紀委員会は、あんな見たこともない化けものを従えて、全校生徒を脅おどかしているんですよ。あの化けものが吐はく炎ほのおで、校舎中煤すすだらけですし、逆らった生徒は化けものにやられて保健室行き──そのうち死人が出たらどうするんです!?」

「それはまあ、困りますねえ……」

「警察か、自衛隊か、とにかく何らかの手を打ち、強制的に風紀委員から化けものを取り上げなくてはなりません。そうでないと……」

　鈴木教頭は会議室のホワイトボードを見上げ、唇くちびるを嚙かんだ。そこには今朝からこの昼休みまで、風紀委員会が起こした事例が書き記されてある。──校則違い反はん者しやへの指導により、百二名が軽傷。正門、昇しよう降こう口ぐち、第一校舎の廊ろう下か、九つの教室が半はん壊かい。うち一件で火災報知機が発動し、消防車が駆かけつけるものの、事態が校外に漏もれることを危き惧ぐした鈴木教頭が、警報は生徒のいたずらということで消防車を追い返す。風紀委員長の長谷常彦は、風紀取り締しまりの徹てつ底てい強化宣言と、全校生徒に対して絶対服従勧かん告こくを、先ほどの校内アナウンスで発表していた。

「でもねえ、教頭先生……」

　鈴木教頭に新しいお茶を差し出し、小島校長は責任感の乏とぼしい口調で言う。

「うちはほら、自由な校風が売りでやっていますからねえ……」

　虹原高校では、生徒の自主性を重んじる教育方針を採っている。学業成績から生活態度、校外活動まで、基本的には教師が口を出さないようにしている。自由な校風と言えば聞こえはいいだろうが、悪く言えば立派な放任主義だ。

　この教育方針は、開校当初の校長が、ある不良生徒を更こう生せいさせようと躍やつ起きになったが、その生徒の父親から「子供は放っておいても大きくなるけんのう」と、アドバイスを受けたという出来事を背景にしているらしい。その父親の職業が堅かた気ぎでなかったとか、父親に呼び出されて帰ってきた校長が、全身打だ撲ぼくの傷を負って号泣していたとかいなかったとかいう噂うわさもあるが、当時の校長はとっくに引退し、岐ぎ阜ふの山奥に隠いん棲せいしてしまっているので、真相は闇やみの中に埋うもれている。

　ともあれ、そのような理由により、今回の件に関しても、教師たちは首を突つっ込まない態度を決め込むつもりでいた。緊きん急きゆうの職員会議が開かれたのは、対策を練るためではなく、事実関係の確かく認にんを取るためだけであった。

「それに、ほら……警察やら自衛隊やらを呼べば、騒さわぎが大きくなって、ご近所に何かあったって悟さとられますからね……。これ以上、学校の評価を下げるのは私としてもねえ……」

「不良生徒がおとなしくなる分には、全然構いませんしねえ」

　小島校長と三年の学年主任は、頷き合って微ほほ笑えんでいた。

「皆みなさんは……」

　虹原高校の卒業生で、唯ゆい一いつ愛校心らしきものを持った教師である鈴木教頭は、項うな垂だれて首を振ふった。食いしばった歯の間から、悲しげな声が漏れる。

「……皆さんは、この学校がどうなっても構わないんですか……。この学校は、確かに昔から生徒が好き放題やっていて、馬ば鹿かで、どうしようもないんですけれど……それでも、生徒たちの、好きなことをやっているという目の輝かがやきが私は好きで……。それなのに、このままじゃ……」

「平気ですよ、教頭先生」

　私物らしい「虹高美少女フォトアルバム」を小島校長に見せていた、風紀委員会顧こ問もんの稲葉が、あっけらかんとした表情で言った。

「長谷は、学校を支配しようとしているんでしょう？　だったら、そいつを打ち倒たおそうとする勇者みたいなのが、生徒の中から現れますって」

「勇者……」

「漫画やゲームだって、そんなもんでしょう？　世の中だって同じですよ。そうやってうまく回り合って潰つぶし合って、結局平へい穏おんが保たれるようになってるんですってば」

　そして稲葉は、いくらで写真を売るか、校長相手に商売を始めた。

　会議室に柔やわらかな風が吹ふき込んできて、写真が宙に舞まう。鈴木教頭は窓の外の空を見上げ、固く目を閉じた。勇者とやらの到とう来らいを、天へ祈いのるように。




　どこかの教室から悲鳴が聞こえる。

　強い恐きよう怖ふの感情を帯びた気配と、誰だれかの高笑い。やがて恐怖の色は薄うすれ、無機質な風が流れる。

　絶対的な恐怖を前にした時、人は無力だ。無力は、小さな反はん抗こう心しんや些さ細さいな希望を容易たやすく飲み込んで消化する。それは、恐怖に対し服従することで、最低限の身の安全を確保しようとする自己防衛本能なのか、それとも単に、一個体の生物としての自我が、完全敗北したことの表れであるのか。屋上のフェンスにもたれ、煙草たばこを吹かしながら一条京介は首を傾かしげた。寝ね不ぶ足そく気味の頭はうまく回らず、満足な回答が出ない。

　京介はこれまで生きていた十六年間、絶対に勝てないと思うような相手に出会ったことがなかった。自分の喧けん嘩かの腕うでが、たまたま他人よりほんの少し上だったことが幸いしているだけなのであろうが、誰かに負けて悔くやし涙なみだに咽むせぶという、高校野球のような経験がない。もっとも、感情の起き伏ふくに乏しい自分の体の中に、悔し涙などというものがあるかどうか、ひどく疑問ではあったが。

　真上から降る太陽の光が、学生服の黒い布地へ吸い込まれてゆく。影かげも射さない昼休みの屋上には、現在、京介を含ふくめて六人ほどの男子生徒がおり、全員喫きつ煙えんに勤いそしんでいる。普ふ段だんであると顔を合わせようものならば、縄なわ張ばりを巡めぐり、即そく乱らん闘とうに発展するような連中であるが、今日の彼らは雰ふん囲い気きが違ちがう。京介以外の生徒は、火を貸し合ったり、空あき缶かんで代用した灰皿を共有するなどして、随ずい分ぶん仲良く煙けむりを吐はいている。デパートの狭せまい喫煙所で、申しわけなさそうに肩かたを寄せ合い煙草を吸っている世の父親みたいだ、と京介は思った。

　男子生徒の一人が、立てた膝ひざに顔を埋め、めそめそと泣いている。彼の頭とう髪はつは右半分が派手な金茶で、左半分が焦こげて縮れ上がったアフロ系という、非常にややこしいものだった。男子生徒の名前は山岡──今朝、校門で黒くろ獅し子しの攻こう撃げきを受け、頭髪を焼かれた生徒だ。

　友人らしい生徒が山岡の肩を叩たたき、「また伸のばせばいいじゃない」と、女の子のような慰なぐさめの言葉をかけている。すると別の生徒が、「さっき、女子風紀委員が『肩より長い頭髪は三つ編みにすべし』って言っていた」と教える。山岡は声を上げて、わあわあと泣き始めた。

　今朝の校門で起こった頭髪検査から、昼休みまでのこの数時間。炎ほのおを吐く奇き妙みような黒獅子を従えた風紀委員長は、強ごう引いんかつ凶きよう暴ぼうな風紀指導で、学校中に己おのれの権力とその恐怖を知らしめることとなった。各クラスへ抜ぬき打ちで、服装検査や所持品検査に乗り込む。まず反抗した生徒を黒獅子で痛めつける。違い反はんが摘てき発はつされ、逆上した生徒が襲おそいかかって来れば、黒獅子を使ってまた痛めつける。逆上しない生徒も時折痛めつけられる。

　京介自身はまだ被ひ害がいに遭あっていないものの、生徒の受けたダメージと、刻みつけられた風紀委員への恐怖は相当なものらしい。普段は廊ろう下かで平気な顔をして煙草を吸っている連中が、今日に限って屋上に来ているのも、風紀委員の目を恐おそれてのことであろう。京介は昼ひる寝ねでもしようと思って、屋上に来ただけだった。だが陰いん気きな先客がこんなにいては、それも叶かなわない。校舎に戻もどるのも面めん倒どうなので、一行から離はなれた場所で、京介は黙だまって煙を漂ただよわせていた。

「あーあ……どうなっちまうんだろうな、これから先……」

　コンクリートの床ゆかにしゃがみ込んだ一人が、空を力無い目つきで見上げて言う。

「今いま更さら真ま面じ目めな高校生なんか、なれねえよなあ」

「あの風紀委員長さえ何とかすりゃいいんだろう？　リンチにしちまえば……」

「無理だって。あんな化けものみたいなのがいるんだぜ。どうやって殴なぐるんだよ」

「集団でやりゃ、何とかなるんじゃねえの。原始人だって、マンモスに勝ったじゃねえか」

「そうだよなあ……じゃあよお、面めん倒ど臭くせえけど、力のありそうな奴やつに声かけて集めるか。お前、二年の大おお木きと仲良いよな。あの、怒おこると砲ほう丸がん投げる陸上部の奴」

「ああ、あいつ入院しちまってるよ。先月の末に、喧嘩に負けて」

「え、誰だよ、相手」

「一年の、ほら……」

　そう言うと、男子生徒全員が京介の方を見た。京介は煙を強く吐いて視界を霞かすませ、目を逸そらした。

「……じゃあ、仕方ねえよな。別の奴は……」

「三年の松まつ崎ざきはどうだ？　準備運動の時、ドロップキックやって、体育教師の首の骨を折りかけただろう」

「あいつ、仙せん台だいの祖ば母あちゃん家ちとかに引っ越こしたって聞いたけどな。売った喧嘩でぼこぼこにやられて、プライドがずたずたになったらしいぜ」

「え、誰だよ、相手」

「一年の、ほら……」

　そう言うと、男子生徒全員が再度、京介の方を見た。京介は彼らに背を向けて、体ごと目を逸らした。背後でたくさんの舌打ちと、重いため息が聞こえた。

　吸い殻がらを携けい帯たい用の灰皿へ捨て、京介は寄りかかっていたフェンスから体を起こす。どうにも居心地が悪くなってきたので、場所を移動しようと思った。裏庭か体育館裏か──どちらにしろ、屋上にいる面メン子ツと変わらない連中が、屯たむろしていそうな場所しか思いつかない。こういう京介の発想の薄うす暗ぐらさを、妹の豊花などは「不良の証しよう拠こだ」といつも非難してくれていた。

　出入り口へ向かい、京介が一歩歩きかけた時──鉄製の扉とびらが、内側から大きく開け放たれた。

　けたたましい足音を立て、男子生徒と女子生徒が屋上へ駆かけ込んでくる。二人の姿を見て、煙草たばこを吸っていた生徒たちが騒そう然ぜんとなった。現れたのは、風紀委員長の長谷常彦と、委員の塩原友子であった。そして風紀委員の背後には、今朝方京介も校門で見かけた、噂うわさの黒い化けものが大きな影かげのように付き従っていた。

「突とつ撃げき、喫煙チェーック！」

　長谷が青空を指差し、叫さけんだ。眼鏡めがねが天頂からの光を受け、いつに増して激しく輝かがやいている。

　人差し指を空から動かすと、長谷は呆あつ気けにとられている男子生徒たちを順番に指して言った。

「吸ってる、吸ってる、吸ってる、以下略──全員吸ってる！　塩原君、喫きつ煙えん行こう為いは校則ではどう判断されているかね!?」

「はい、委員長！」

　大きな声で返事をした塩原が、元気良く答える。

「生徒心得第十二項こうに、『未成年者の喫煙は法によって禁じられており、健康を損そこなう。校内外を問わず、禁止する』と、あります。つまり彼らは完全な校則違い反はん者しやです！」

「了りよう解かいした、塩原君！　ではポチ君、愚おろかなる違反者へ、懲ちよう罰ばつだ！」

　長谷が気合いに満ちた声で叫ぶと、背後の黒くろ獅し子し──「ポチ君」と呼ばれた物体の赤い双そう眸ぼうが、一いつ瞬しゆん強い輝きを放った。男子生徒たちは床へ吸い殻を投げ捨て、飛び跳はねるように立ち上がる。

　一人が長谷を睨にらみつけて言った。

「ちくしょう……どうして俺たちが、ここで煙草を吸っているってわかったんだ!?」

「君はアホかね」

　得意げに反らした指先で眼鏡を押し上げ、長谷が不敵な笑えみを浮うかべる。

「君たちのような不良がいる場所など、古今東西相場が決まっている。屋上か、裏庭か、体育館裏か──ゴキブリとて、出やすい場所は限られており、その場に駆く除じよ薬やくを仕し掛かければ簡単に捕つかまる」

「そうです。要約すると、皆みなさんはゴキブリ並だと言うことです」

　お下げ髪がみを振ふって断言した塩原の言葉で、男子生徒たちの額に一いつ斉せいに血管が浮かび上がる。彼らは長谷一行に対し、素す早ばやく横一列の陣じん営えいを敷しくと、口々に言った。

「いいかお前ら、怯ひるむんじゃねえぞ！　死ぬ気でかかれ！」

「俺たちの安住の地を、風紀委員なんかに明け渡わたしてたまるか！」

「誇ほこりを持て！　俺たちの拳こぶしは無敵だ！　今までだってそうやって、教師も警察も倒たおしてきた！」

「合い言葉は──」

「『原始人だってマンモスに勝った』！」

　そして彼らは声を合わせて「おー」と叫んだ。塩原が何な故ぜか拍はく手しゆを贈おくり、長谷が嘲ちよう笑しようをする。傍ぼう観かんを決め込んでいた京介は、静かにため息をついた。どうやら、屋上を出る機会を逃のがしてしまったようだ、と思った。

「おい、一条京介」

　ため息が聞こえたわけではないだろうが、男子の一人が、肩かた越ごしに京介を睨みつけてきた。

「なに一人で突つっ立ってるんだよ。お前も加われ」

「何で」

「何でじゃねえよ。聞いてなかったのか、お前。原始人だってマンモスに勝ったって言っただろう？　大勢で力を合わせるんだよ」

　京介は眉み間けんに皺しわを寄せ、きっぱりと首を横に振った。

「悪いけれど、団体行動は苦手なんだ」

「何だよ、もう。協調性のねえ奴やつだなあ。お前絶対、昼休みとか飯を一人で食ってるタイプだな」

「他人と食ったって、面おも白しろいわけでもない」

「うわあ、つまんねえ奴。話していると、心が凍こごえそうだ」

　男子生徒が肩を震ふるわせながら、慌あわただしく長谷の方へ向き直る。京介は腕うで組ぐみをして、しばらく考えた。自分が原始人だったとして──やっぱり、集団でマンモス退治に繰くり出すとは思えなかった。そんな暑苦しいことをするよりも、どこか人ひと里ざと離はなれた場所で、木の実でも食べてそれに中あ毒たって、ひっそり死ぬくらいの方が、自分には似合っている気がした。

　京介が思案に暮れている間に、戦いの火ひ蓋ぶたは切られてしまったらしい。怒ど声せいを聞いて顔を上げると、男子生徒たちが長谷に向かって飛びかかっていくところだった。

　黒い塊かたまりが背の翼つばさを広げ、その巨きよ体たいを一瞬宙に浮かせた。黒獅子は長谷と不良生徒の間へ舞まい降りると、咆ほう哮こうを上げた。大気が震え、生徒たちが竦すくみ上がる──次の瞬間、漆しつ黒こくの影は打ち放たれた矢のように宙を駆けた。

　両の前まえ脚あしが二人の生徒の、それぞれ頭と腹を蹴けり上げて床ゆかへ昏こん倒とうさせた。牙きばを剝むいた口を突き出し、その鼻先に打たれた一人が、数メートル先の床まで撥はね飛ばされる。翼が開かれ、空気を叩たたき切るような羽ばたきをする。それによって発生した突とつ風ぷうで、残りの生徒の体が飛ばされ、フェンスに激げき突とつした。

　フェンスに人型の歪ゆがみを築き、二人の生徒が床に落ちる──五人いた不良生徒が、全員地へ伏ふすまで、およそ五秒。全すべてが終わると、黒獅子は訓練の行き届いた猟りよう犬けんのような行ぎよう儀ぎ良さで、床に伏せる。

　塩原が盛んに手を叩いて、黒獅子を褒ほめ称たたえた。

「素晴らしい攻こう撃げき力です、ポチ君！　動きに無む駄だもありません！」

「ふふふふふ。哀あわれだな、違反者の群れよ」

　床に転がったまま、起き上がれない生徒たちを見下ろし、長谷が笑う。──と、その分厚い眼鏡めがねが、不意に焦しよう点てんを京介へと結んだ。

「次は君の番だ。一条京介君」

　京介は返事の代わりに、大きなため息をついた。断ったところで、相手はこちらの意見など、聞いてくれないに決まっている。

　長谷はずかずかと京介の前へ歩み寄ってくると、自信に満ちた顔を突き出し、鼻の穴を蠢うごめかした。

「ふんふんふん、臭におう。臭うぞ。臭うとも。君も今さっき、煙草たばこを吸っていただろう」

「…………」

「そろそろ年ねん貢ぐの納め時だぞ、一条京介君。再三にわたる我々の指導にも従わず、君は喫きつ煙えんを止やめなかったが、今日こそ……」

「目が痛い」

「何だと？」

「お前の眼鏡が日光を反射して、光る。眩まぶしいから、おれの前に立たないでくれ」

「な……何たる不ふ遜そんな……。今日も生意気絶好調だな、一条京介君！」

　ぴょんと、長谷は京介から一歩飛び下がった位置で笑った。

「だが、君のその態度も今日で終わりだ！　君は今から、風紀委員の正義の鉄てつ槌ついに打たれ、校則を守る素す敵てきで素直な高校生に生まれ変わるのだ」

「放っておいてくれないか」

　長谷の言葉を聞いているのに疲つかれてきたので、京介は言った。

「おれがお前のいない場所で煙草を吸うことが、何か迷めい惑わくをかけているのか。他人のことなんか、放っておけばいいじゃないか」

「風紀というものは、迷惑とか迷惑じゃないとか、そういう個人的なレベルでおさまる話ではありません！」

　三つ編みを振ふって駆かけ寄ってきた塩原が、黒くろ獅し子しに負けないほど勢い良く歯を剝き出して、叫さけぶ。

「公おおやけの常識なんです。大勢の人間が一つの空間で生きてゆくうえで、絶対的に必要なものなんです。言ってみれば太陽です。太陽が日ごとに、昇のぼる方角を適当に変えていたら、地球上の生物は生きられません。風紀は尊くて、その取り締しまりは神聖なものなんです！」

「考えすぎじゃないのか」

「失礼な！　あなたたち違い反はん者しやは、考えが足りなさすぎるんですよ！　私は絶対に間ま違ちがっていません！　委員長、そうですよね！」

　塩原が叫ぶと、床に倒たおれた生徒の背中に「粛しゆく清せい済ずみ」と書かれたシールを貼はっていた長谷が、大きく頷うなずいた。

「もちろんだとも、塩原君。地球規模に例えた辺りが、なかなかスケールの広さがあって良かったぞ。……さて、ではポチ君」

　悠ゆう然ぜんと鎮ちん座ざする黒獅子に目をやると、長谷は右みぎ腕うでを真まっ直すぐ伸のばして叫んだ。

「魔ま女じよに対し──レッツ、取り締まりアタックだ！」

　翼が音もなく持ち上がり、黒獅子は長谷が指し示した方角──京介の方へ、飛び込んできた。

　身を屈かがめて、その突とつ撃げきを京介はとりあえずかわした。頭上すれすれを獅子が通り過ぎ、轟ごう音おんと共に駆けた風で、髪かみがなぶられる。

　屈んだ体を起こす反動で床を蹴ると、京介はそのまま出口に向かって走り出した。背後で長谷が「逃にがすなポチ君」と怒ど鳴なる声が聞こえる。京介は勝負する気はなかったので、逃げさせてもらうつもりでいた。

　校舎内に戻もどり、三段飛ばしで階段を駆けおりる。四階の廊ろう下かに出て、昼休み中のため、廊下にいる多数の生徒を見た時、京介は校舎内に戻ったことを少し後こう悔かいした。案の定、生徒たちは京介の背後にいる黒獅子の姿を見ると、一いつ斉せいに悲鳴を上げ、各々の逃げたい方向へ逃げ出し始めた。

　ごった返す生徒の群れのせいで、京介の逃とう走そう経路は急速に閉ざされてしまった。どうしたものか、と考えかけた時、背後の空気の温度が、急上じよう昇しようする気配を感じた。

　真後ろまで迫せまっていた黒獅子が、炎ほのおの帯を吐はいた。炎は天てん井じようを舐なめ上げ、廊下の行き止まりまで壁かべを焦こがした。京介を含ふくめ、ほとんどの生徒は、直接焼かれるような被ひ害がいは受けなかった。だが、焼け落ちた天井が音を立てて崩くずれ始め、火の粉と火柱が、廊下の騒そう然ぜんへ殺気じみた彩いろどりを添そえる。生徒の上げる悲鳴の声量が、倍になった。

「ポチ君、ポチ君、校舎を壊こわれるほど燃やしたらいかんよ」

　黒獅子の後ろで、追いついて来たばかりの長谷が言った。長谷は廊下に備え付けられた消火器を操あやつり、器用に引火を食い止めていった。

「学校がなくなってしまったら、風紀活動の対象が消しよう滅めつして、本ほん末まつ転てん倒とうになってしまう。今の我々の標的は、あくまで一条京介君なのだ。だから彼だけ、しつこくしつこく攻こう撃げきしたまえ」

　黒獅子は答えるように咆ほう哮こうした。その声でまた、生徒の間に悲鳴が引き起こされる。

　京介は長谷の言葉を聞き流しながら、逃げまどう生徒の波を見つめていた。大勢の人間の放つ恐きよう怖ふ心しん──負の感情が、辺り一帯に強く滞とどこおり始めている。黒獅子は出現してから、対象が無力になる間もないほど、立て続けの恐怖を群衆に与あたえている──その結果が、負の感情の蓄ちく積せきになりつつある。そしてそれはやがて、光流脈の澱よどみを生み出す。

　光流脈が澱む原因は幾いくつかパターンがあるが、そのうちの一つに、土地にいる生物の感情による影えい響きようがある。人間が強い負の感情を抱いだいているだけで、その場の光流脈には影響が及およぶ。ある程度までは、光流脈自体が持つ自己浄じよう化か能力に任せて、矯きよう正せい作業を行なわないでも事は足りる。が、どうやら今の廊下の状じよう況きようは、「ある程度」の限度を超こえているのではないか、と京介は思った。廊下の至る所に、青白い影かげがちらついている。矯正術者として訓練を受けた者の視界にのみ映る、澱みの色だ。

　世界中で、光流脈の通う地域は区分化され、それぞれの区域に担当矯正術者が定められている。虹原高校の敷しき地ちを含む、虹原市五丁目から七丁目の担当は、奇くしくも京介と豊花だった。つまりは校内で生じた澱みは、京介たちが責任を持って作業に当たらなくてはならない。光流脈の修復作業を行なうことを、澱みを消滅させるという意味で、浄化と呼ぶこともあり、それが矯正術者の本業であった。

「仕事を増やすなよ……」

　ため息混じりに呟つぶやくと、京介は人波を押し分け、廊下を階段方向に向かって再度走り出した。階段を一階まで一気に下りると、自分のクラス──一年六組の教室へ向かった。

　教室のドアを開けると、中にいたクラスメイトが一斉に京介の方を見た。通常よりも陰いん気きな空気が漂ただよっているのは、風紀委員の指導が入った後だからであろうか──実際、教室の隅すみで泣いている生徒もいた。

　クラスメイトの視線は無視し、京介は窓まど際ぎわにある自分の席へ急いだ。壁に立てかけるようにして、布に包まれた玲れい洗せん樹じゆの枝が置いてある。これがないと矯正術を行なえないが、クラスの連中は入学当初から「一条はいつも鉄の竹刀しないを持ち歩いて、実戦に備えている」という誤解を抱いているようだった。

　玲洗樹の枝を手に取った時、男子生徒の一人が、京介の前へ駆かけ寄ってきた。くじ引きで学級委員長にされた、菊きく沢ざわという生徒だ。

　菊沢はすがるような目で、京介に訴うつたえてきた。

「どこに行っていたんだよ、一条……。お前がいない間に風紀委員が来て、大変だったんだぞ。一条がいないのをいいことに、あの眼鏡めがねの委員長がやりたい放題……」

「何か勘かん違ちがいしていないか」

　京介は眉まゆを寄せて、菊沢の言葉を遮さえぎる。

「おれは別に、クラスの用心棒を任されているわけじゃない。いない間に何があっても、責任なんか取れない」

「一条にその気がなくても、お前は六組の番犬なんだよ」

　何な故ぜか苛な立だたしそうに菊沢が反論する。いつのまにか、彼の周辺には他ほかのクラスメイトも集まってきて、京介は取り囲まれるような形になってしまった。

「隣となりの五組と七組なんか、この間、三年に集団カツアゲされたんだ。でもうちのクラスは、一条がいるからって、素す通どおりしてくれたんだ」

「街で他校の不良に絡からまれた時、俺は一条京介の親友だって言ったら、謝られたうえにコンビニで肉まんまで奢おごられた」

「お前はその存在だけで、十分強い。そしてそれ以上に、実際強い」

　口々に言うクラスメイトの言葉をまとめて、菊沢が断固たる口調で言った。

「だから、風紀委員を倒たおせ。一条」

「…………」

　京介は深いため息をついた。団体行動は苦手で、学校内での支え合いとか譲ゆずり合いとか触ふれ合いとか、そういったものに、京介は本当に興味がなかった。だから本当は殴なぐり合いだってしたくないのに、周囲の状況はいつも勝手に京介を巻き込む。クラス全員に請こわれて、代表で風紀委員と戦うなど、そんな正義の味方か勇者みたいな真ま似ねが、自分に向いているはずもない。

　京介が断ろうとした時──扉とびらを押し破り、黒くろ獅し子しが咆哮と共に、巨きよ大だいな体を教室へ飛び込ませてきた。クラスメイトの反応は、上の階の生徒たちと全く同じだった。悲鳴を上げつつ、一点だけ異なっていたのは、全員が京介の後ろに隠かくれたことだ。

　空気を翼つばさで一叩たたきし、黒獅子が飛びかかってくる。突とつ風ぷうに壁かべの掲けい示じ物ぶつが千切れ、椅い子すと机が床ゆかを転がった。背後で喚わめくクラスメイトを無視し、京介はとりあえず教室の外へ走り出す。玲洗樹の枝を包む布を解ほどいて投げ捨てながら、どこか広めの空間に出ないと戦いにくいと思った。クラスメイトの要望に応こたえようと思ったのではない。澱みを浄化するうえで、原因となっているものを排はい除じよすることは、矯正術の基き礎そだ。現在の学校内の場合、澱みの原因は黒獅子の存在に他ならない。倒せるかどうかはわからなかったが、どうにかしないとならないことだけは確かだった。

　一階の廊ろう下かもやはり、生徒で騒そう然ぜんとしていたが、京介と黒獅子が姿を見せると、誰だれもが壁かべ際ぎわに避よけてくれたので、走行に影響はなかった。上の階よりも一階の生徒の方が気が利きく、というのではなく、一階の生徒は一学年ばかりだから、どうせ「一条京介が走ってきたら、避けないと殺される」とかいう共通認にん識しきでも持っているのだろう。入学から一ヵ月が経たっているが、どうやら自分は完全に、まともな生徒と思われなくなっているようだった。先ほどクラスメイトに言われた言葉を反はん芻すうし、京介はため息をつく。他人にどう思われようとどうでもいいことではあるが、それでもほんの少し人生に疲つかれを感じた。

　しかしため息ばかりもついていられなかった。追いついた黒獅子が、牙きばを剝むいて京介の背中へ食らいつこうとしてきたのだ。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女神──」

　右手に握にぎりしめた玲洗樹の枝を黒獅子の方へ突つき出し、京介は呪じゆ文もんを唱えかけた。大勢の生徒の前で術を使うことに、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよが生じた。光流脈による術の詳しよう細さいを、一いつ般ぱんの人間に漏もらしてはならないという規則があるわけではないが、原則的には必要以上に他人へ話さないことが、術者の間では暗あん黙もくのルールとなっている。だが、禁じられているのは本家の詳細情報や術体系の漏ろう洩えいであり、人前での術の発動そのものではない。それすらをも制限されてしまえば、矯きよう正せい術者が人目を忍しのんで浄じよう化か作業を行なうなど、不可能に近い。澱よどみを生み出す条件で最も多いパターンは、人間の負の感情によるものであるからだ。

　京介は呪文の続きを唱えた。

「卯うより出いでて酉とりへ十、掃そう射しや。前方対象を消しよう滅めつ」

　玲洗樹の枝の先せん端たんより光こう弾だんが連発し、闇やみ色いろをした獅子の顔面へ襲おそいかかった。

　光の球が鼻先に触れるその直前で、黒獅子が吠ほえた。その声で吹ふき消されたように、光は粉々に砕くだけ散り、全すべて宙へ消散してしまう。京介は眉を寄せた。

　黒獅子の前まえ脚あしが京介の頭部を襲う。京介は横へ跳とび、ぎりぎりのところで攻こう撃げきをかわした。獅子の脚あしは宙を空から振ぶりし、生じた空気圧により、周辺の生徒の何人かが飛ばされた。廊下の窓ガラスが数枚砕け、けたたましい音を上げる。

　校舎の外に出た方がいいのだろうとは思ったが、廊下は行き止まりで、上階へ続く階段しか逃にげ道がなかった。京介はそのまま階段を駆かけ上がった。四階にまで来た時、ふと頭上に黒い影かげが射した。顔を上げた瞬しゆん間かん、視界いっぱいに今まで背後にいたはずの黒獅子が現れた。宙を飛ばれ、前方に回り込まれたのだ。

　太い前脚が、体を殴り打った。一瞬の浮ふ遊ゆう感かんの後、受け身を取る間もなく、京介は廊下の床へ背中から叩きつけられた。背骨が軋きしんで、強制的に呼吸が遮しや断だんされる。

　立ち上がる時間すら与あたえてくれず、床を蹴けって跳ちよう躍やくした黒獅子が、襲いかかってきた。半身を起こしたまま、京介は玲洗樹の枝の先で床を打ち、呪文を口にする。

「流れよ、大地を走る輝く女神。黄土を支点に、拘こう束そくの筒つつは天へ向かえ」

　床が激しく輝き、滲しみ出た光の霧きりが黒獅子を下から包み上げた。霧に包まれ、身動きの取れなくなった黒獅子が暴れ、更さらに床が振しん動どうする。四階にいた生徒にはまとまりがないので、またもや廊下は火事場のような大おお騒さわぎとなった。
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　黒獅子が吠え、炎ほのおを吐はくと、光の霧は瞬時にして蒸発してしまった。立ち上がった京介は、現状を確おお認にんして唇くちびるを嚙かむ。この黒獅子には、術をかき消す力があるように思えた。基本的に光流脈の力は、世界に存在する生物全てに対して有効である。術者の力量や、術自体の限界により、効果が現れにくい、現れないという事態はよくある話だ。が、術の力そのものがまるで通用しない対象があることを、京介は初めて知った。知ったところで、対処法がわからなければどうしようもないのだが──。

　窮きゆう地ちには違ちがいない。焦こげ臭くさい風に舌打ちし、京介は走り出す。撥はね飛ばされた分、階段から遠ざかってしまった距きよ離りを戻もどりつつ、考えた。人間相手の戦い方ならば、幼い時に頼たのんでもいないのに、父親から体に叩き込まれていた。動物相手の喧けん嘩か法なんて知らないが、そもそも、この黒獅子はまともな意味での生物なのだろうか。京介がそんな疑問を抱いだいた時──。

「京介ってば、何を一人で目立ってるのよ。あたしも混ぜなさいよね」

　目の前に、セーラー服の上に黒マントを羽織った少女が現れた。長い黒くろ髪かみに、手には魔ま法ほう使つかいの必ひつ需じゆ品ひんのような、節くれ立った長い木の杖つえ。黒マントは光流脈矯正術者の証あかしだ。大きな瞳ひとみに自己主張の強い光を宿しているのは、京介の双ふた子ごの妹、豊花だった。

「あの化けもの、京介ばかり狙ねらうわね。何かしたの？」

　鼻を鳴らし、豊花が京介の背後を見た。黒くろ獅し子しはその場で動きを止めると、新たに登場した標的を見定めるように、赤い目玉を細めていた。

「風紀委員がおれを狙うように言ったから、追いかけているらしい」

「ふうん。あたしはてっきり、またあんたが冷たく振ふったのかと思ったわ」

「…………」

「覚えてる？　大変だったわよね、中三の時。京介が振った弓きゆう道どう部ぶの女の子、京介を殺して自分も死ぬとか喚わめいて、家まで矢を飛ばしてきて」

「…………」

「矢にうたれそうになったのは、居間で昼ひる寝ねしていて逃げ遅おくれた父さんだったけどね」

「…………」

「あたしがアーチェリー部の男の子を紹しよう介かいしてあげて、あの子は諦あきらめてくれたのよね。そう言えば、あの時の借りって、まだ返してもらってないわね」

「…………」

「まあ、いいわ。あたしは心が広いから、十年でも百年でも待っていてあげるから。絶対返しなさいよ」

　真ほんとに心が広い人間ならば、貸しとか借りとかなんて考えないだろうと、京介が考えている間に、豊花は動き出していた。足首まで長さのあるマントの裾すそを派手にはためかせ、黒獅子に向かって走り込んで行く。

「あんたなんか、『怪かい奇き現象いらっしゃい』の一いつ般ぱん公こう募ぼに応募してあげるわ。『今週のナイス怪奇』に選ばれて、図書券二千円分貰もらっちゃうんだから。京介にはあげないわよ！」

　豊花のやかましい声へ反はん抗こうするように、黒獅子が大きく吠えた。その一声だけで、豊花は「ひぎゃー」と悲鳴を上げ、びしゃりと硬こう直ちよくして動けなくなってしまう。彼女の華きや奢しやな体を目がけ、黒獅子が牙きばを突つき立てようと襲いかかった。京介は床ゆかを蹴ると、豊花を庇かばって黒獅子の鼻先へ飛び込んだ。借りを今ここで返そうと思ったわけではなく、ただの反射的な行動だった。

　廊ろう下かの壁かべに音を立てて、真っ赤なペンキのような液体が引っかかった。液体は染しみを大きく広げ始め、垂れ流れた雫しずくが床を汚よごす。周辺で女子生徒が悲鳴を上げた。京介は豊花が怪け我がをしたのかと思った。しかし、京介の腕うでの中で、豊花は元々丸い目を更に丸くして茫ぼう然ぜんとしてはいたものの、どこにも負傷はなさそうだった。

　じゃあ誰だれが──そう考えた時、顔面蒼そう白はくになった豊花が、震ふるえる声で言った。

「京介……どうしよう、それ……」

「それ……」

　涙なみだが溢あふれた豊花の視線を追って、京介はようやく気がついた。自分の鳩みぞ尾おちから下腹部にかけて、見事な傷口が開いていた。制服は千切れ、皮ひ膚ふも肉も抉えぐられて、異常事態に混乱した血液が、競きそい合うように体外へ流出を続けていた。

　傷口を見下ろして、京介は思わず唸うなってしまった。痛覚神経も切断されてしまったのか、痛みは全く感じなかった。ただ、どうしたものかと困こん惑わくしただけだ。

　黒獅子が吠ほえた。先せん端たんに血を滴したたらせたままの爪つめを振り上げてくる。京介は豊花の体を突き飛ばし、黒獅子の攻こう撃げき圏けん内ないから遠ざけた。その直後、黒獅子の脚あしに殴なぐられ、京介は床の血だまりの中へ倒たおれた。開いた腹部を踏ふみつけられた時、ようやく痛覚が戻って、脳天まで激痛が貫つらぬいた。

「よくやったぞ、ポチ君。まあちょっと、掃そう除じが大変そうだがね、そこは美化委員に活かつ躍やくしてもらえれば……。大体、あの委員会は、我々風紀委員会よりも予算を多く受けているくせに、ほとんど活動していないではないか。全くもって不条理だ」

　耳みみ障ざわりな声が頭上から降ってきた。目だけ動かすと、長谷と塩原が血に濡ぬれた廊下を、上うわ履ばきの底でびしゃびしゃと音を立てながら歩いてくるのが見えた。塩原は京介の姿を見ると、目をぱちくりさせて言った。

「一条君、ちょっと見ない間に、蛙かえるの解かい剖ぼうみたいになっちゃいましたねえ。ご愁しゆう傷しよう様さまです」

　声さえ出れば、文句の一つでも言ってやりたいところだが、痛みと吐はき気と困惑と、何か様々なものが喉のど元もとまで這はい上がっていて、京介は苦い息を吐くことしかできなかった。

　黒獅子は京介の腹部に脚を突っ込んだまま、長谷の命令を待っている。脚の下で、多分内臓のいくつかは踏み潰つぶされている。勝手に震える自分の指先を眺ながめ、京介はただ単純に、死なないかどうかだけが心配だった。

「どうだね、一条京介君。屈くつ服ぷくさせられた気分は」

　京介の傍かたわらで止まった長谷が、得意げな笑えみで見下ろしてきた。

「悔くやしかろう、悔しかろう。悔しかったら大声で泣なき喚き、『ビバ風紀委員会』と言いたまえ。そうすれば、命だけは助けてやろ……」

「別に、悔しくなんかない」

　声を絞しぼり出すようにして京介は言った。気管を血が逆流してきて、口の端はしから零こぼれた。

「お前のことなんか、おれはどうだっていい。おれはただ、自分の仕事を片づけたいだけだ」

「ぬぬぬ……」

「お前に係わっている暇ひまはないんだ。遊びたいなら別の奴やつを選べ」

「く、くそう……他ほかの生徒は面くつ白しろいくらいに驚きよう愕がくし、おののいてくれるというのに……。神に匹ひつ敵てきする私へのその反応の薄うすさは、一種の罪だぞ！」

　長谷は、京介が流した血の池の中で地じ団だん駄だを踏み、わけのわからないことを叫さけんでいた。辛かろうじて握にぎっていられる玲れい洗せん樹じゆの枝へ、京介はきつく指を絡からみつけた。何か術を使って反はん撃げきしようと思ったが、頭の中が痛みで満たされており、冷静に光流脈の流れを読むことができなかった。

「ええい、もういいぞ、私は怒おこった！」

　長谷は眼鏡めがねをぎろりと輝かがやかせると、黒くろ獅し子しに向かって叫んだ。

「更こう生せいの余地がない愚おろか者には、もはや死あるのみだ！　ポチ君、違い反はん者しやの喉のど笛ぶえを食い千切ってやりたまえ！」

　黒獅子が吠え、一いつ瞬しゆん京介を踏みつけていた脚を上げた。その間かん隙げきをつき、細い人ひと影かげが、化けものと京介の間に割り込んできた。

　豊花だった。黒マントを翻ひるがえした豊花は、ぞんざいな手つきで京介の体を引っぱり起こし、一番近い窓に向かって駆かける。ガラスの割れた窓まど枠わくに足をかけると、豊花は陽光のきらめく大空へ思い切り飛び込んだ。──当然、腕を摑つかまれたままの京介も一いつ緒しよだ。

　ここは四階だとか、お前と心中なんてごめんだとか、そんなことを言う暇もなかった。長谷の叫ぶ声がしたが、地上からの強風で、あっけなくかき消されてしまう。眼下に広がる裏庭の薄うす暗ぐらい地面。自転車置き場の殺風景な屋根。焼しよう却きやく炉ろの前で作業をしている校務員の姿。吹ふき上げる風力、耳を掠かすめる空気の渦うず巻まく音──それらを確かく認にんし、何らかの感想を抱いだく前に、京介の体は疾しつ風ぷうを伴ともなった墜つい落らく感に包まれた。端たん的てきに言えば、そう──落下が始まったのだ。

　豊花のマントが風を含ふくみ、翼つばさを羽ばたかせる大おお鷲わしのような音を上げていた。しかしこのマントは、飛行用のものではない。いくら豊花が馬ば鹿かでも、そのくらいわかっていると京介は今まで思っていた。しかしそれは勘かん違ちがいで、豊花はまさか飛べると勘違いして、四階から飛び降りたのだろうか。そんな悲しい不安が、京介の胸を過よぎった。

「流れよ、大地を走る輝く女め神がみ」

　何か言ってやろうと思った時、豊花が先に口を開いた。左手に京介の腕うでを、右手に玲洗樹の枝を手にした豊花は、いつになく真しん剣けんな表情で迫せまり来る地表を見み据すえ、叫んだ。

「星を巡めぐる息い吹ぶきを自在化。地から天へ垂直微び風ふう。翼よ、風を受けて舞まえ」

　瞬しゆん間かん、視界が白い光に包まれ、額を叩たたく風向きが変わり、落下が止まったような気がした。だがそれは一瞬のことで、一秒後には光は消失し、風も戻もどり、体は地面に向かって一直線に落下を再開した。そして激しい衝しよう撃げきが全身を襲おそった。
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　何か大きな抗こう力りよくが働いて、体がほんの一瞬だけ宙に押し戻される。自分以外の誰だれかの上げた悲鳴が響ひびいた。

　痛みはなかった。死んだ気もあまりしない。京介は無意識に閉じていた瞳ひとみを、ゆっくりと開いた。そこは背の低い植木の上だった。豊花がここを狙ねらって飛び降りたはずもないから、これは単純に運が良かったということだろう──血の味がする息を吐き、京介は心の中で植木に礼を言った。

「……豊花」

　すぐ隣となりで目を回している豊花へ、京介は声をかけた。今の落下で、腹部の傷口から色々なものが零れ出てしまった気がする。豊花の肩かたを揺ゆさぶる指にも、ほとんど力が入らなくなっていた。

「……ううう、また失敗しちゃった……これで百三十五回目……」

　目を開けた豊花は、眉まゆを下げて開口一番、そう呟つぶやいた。京介はため息をついて尋たずねた。

「……昨日の夜中、練習していた術って、今のか」

「そうよ。風を操あやつって、落下速度を変えるの。うまくいけば、飛ぶことだってできるって、術本に書いてあったんだもの」

「ふうん……」

「でもまあ、助かったんだからいいわよね」

　頰ほおに葉っぱを張はりつけた豊花が、勝ち気な笑みを浮うかべる。遠くから、校務員が声を上げて駆け寄って来るのが見えた。墜落直後に聞いた悲鳴は、どうやら彼のものだったらしい、と京介は気がついた。

「助けてあげたんだから、今日のあたしの食事当番は、京介が代わりなさいよね」

「…………」

　疲ひ労ろうと苦痛が一気に体内を駆け巡る。見上げた青空が灰色に染まり、京介は静かに意識を失った。






















　そこは異質な空間であった。

　六畳じようほどの正方形な部屋の中、壁かべという壁を埋うめ尽つくすように、背の高い棚たなが並んでいる。棚の段にはぎっしりと水すい槽そうが収まり、三百近くある水槽の中身は、それぞれに違ちがう。ある水槽には苔こけ色いろの液体が満たされ、人の手首から先だけが底に沈しずんでいる。別の水槽には爪つめだけが十枚も、水面に浮かんでいた。ある水槽には水がなく、ハツカネズミに似た小動物が一匹ぴき入れられており、クルミの殻からに齧かじり付いている。歯が折れ、血を流しても、飽あきることなく、ずっとずっと。

　棚がない壁は、扉の設けられた一面だけだった。小さな扉は閉ざされ、その前に一人の女が立っている。

　女はカルテのような書類に、何かを書き込んでいた。二十歳はたち前後の女で、細い肩に白衣を引っかけている。背中に流れる黒くろ髪かみには癖くせがなく、毛先は定規で切り揃そろえたかのように、真まっ直すぐで乱れがない。黒目がちな瞳ひとみと、薄うすい唇くちびる──日本人形のような印象のある女だった。

　書類の記入を終えると、女は部屋を出た。部屋は広い事務室のような空間に繫つながり、女と同じ白衣を身に着けた者が数名、何やら雑談に興じている。女は彼らの横を素す通どおりし、事務室の隅すみにある自分の机へ戻もどった。ここは、光流脈統とう括かつ管理本局──通つう称しよう「本家」内にある、術研究部・分室。術研究部がカバーできない、精密実験を専門に行なう部署として造られた。女はその室長で、深しん廉れん寺じ華か奈なといった。

　書類で溢あふれた机の下に、銀色の鳥とり籠かごが置いてあった。影かげの塊かたまりのような烏からすが一羽、止とまり木ぎの上で一声鳴いた。その黒い瞳を見返した時だけ、深廉寺華奈の冷たい表情に笑え顔がおが見えた。

「あ、室長。知ってます？」

　雑談をしていた若い研究員が、華奈に話しかけてきた。藤ふじ田た智さと史しという名前で、年は華奈より五歳ほど上であるが、部署の中では部下にあたる。だらしなく伸のばした茶色い長ちよう髪はつが、白衣の肩かたの上で四方八方に跳はねていた。

　冷たい表情に戻った華奈は、書類の整理をすることで、藤田智史を無視した。その硬かたい背中の線が、藤田に対する華奈の心情を表しているようであった。

　一方で藤田の方も、年若い室長の冷たい態度を、以前から承知しているようだった。華奈の様子を気にかけることもなく、気軽な口調で藤田は言った。

「さっき、治ち癒ゆ総合部の方へ行ってきたんすけど、そこで面おも白しろい話を聞いたんっすよ」

「何ですか」

　そう言った華奈ではあるが、声の冷たさは「特に聞きたくない」という本音を露ろ骨こつに表現している。他人の気持ちや場の雰ふん囲い気きを読むことが苦手なのか、それともわかっていて敢あえて無視しているのか──藤田は明るい声で答えた。

「どこかの矯きよう正せい術者が怪け我がをして、医務室に運び込まれたらしいんすけれどね。その術者、変な化けものにやられたそうっすよ。ライオンみたいな感じで、背中に翼つばさがあって、毛色が真っ黒だって」

　作業の手を止め、華奈が眉まゆを寄せる。藤田はその反応に、ニキビの跡あとが目立つ頰ほおを笑わせた。

「やっぱり、室長も思いました？　これって絶対、例の『合わせ魂たましいの石』を具現化したデータのことっすよね？」

「…………」

「あの『使役型術じゆつ獣じゆう惨ざん殺さつ二種・改良版三号』、虹原山の実験場からどこに行っちまったのかと思ったら、やっぱり騒さわぎ起こしちゃいましたねえ。あのデータの責任者って、確か住すみ吉よしでしたよね？……あ、噂うわさをすれば……」

　藤田が部屋の出入り口の方を見て、片眉を上げる。開いた扉から、瘦やせた青年が足音を殺すような歩き方で、入室して来た。何かに怯おびえているような表情をしているが、本当に恐おそれるものがあるというのではなく、元々そういった顔立ちであるらしい。

「おい住吉、お前、何してるんだよ。例のデータが、事件になってるぞ」

　青年に向かって、藤田が乱暴な口調で呼びかけた。青年は痙けい攣れんさせるように肩を震ふるわせ、顔を上げる。不安げに小さな瞳が揺ゆれた。

「じ、事件って、何ですか……。ボク、今日もデータを探して、虹原山に行って来たところなんですけれど……。あ、室長、おはようございます……」

　青年は華奈の前で背骨が傾かたむいただけのような、弱々しい礼をすると、向かいの机へ逃にげるように移動した。住吉俊とし夫おの普ふ段だんの職種は、担当区域を持たされた矯正術者である。先日の本家職員採用試験において仮採用を受けており、来年度からは矯正術者を辞やめ、この術研究部の分室で正式な研究員として働く予定にある。現在は矯正術者との兼けん務むで、見習い研究員として、一日の半分を分室で過ごしている。

「あ、あの、室長、今日もやっぱり、逃とう走そうしたデータは見つかりませんでした……すみません……」

　机の向こうから、住吉が言った。声をかけられた華奈は、黙だまって足下の鳥籠に視線を落としていた。

「夕方から、また虹原山に行って来ようと思うんですけれど……」

「本当、鈍どんくさいなあ。お前」

　嫌いやみな表情で藤田が口を挟はさむ。

「もう山にはいないんだよ。街に下りてきちまって、どっかの間ま抜ぬけな術者に怪我させたんだってよ」

「え、な、何ですか、それ……」

　日に焼けていない顔を青くする住吉へ、藤田は得意そうに話し始めた。先ほどまで、他ほかの研究員と盛り上がっていた噂うわさ話ばなしだ。どこかの矯正術者が襲おそわれて内臓大破とか、何とか。さすが分室が独自で開発したデータは違ちがう──。華奈は烏の餌えさ箱ばこに、新しい餌を入れていた。赤い肉の切れ端はしのような餌を見て、烏は雛ひな鳥どりのような甘ったれた声を上げた。

　分室の電話が鳴った。別の研究員が応対し、すぐに華奈が呼ばれる。

「室長、家長から内線です」

　話を止やめた藤田が、下手くそな口笛を吹ふいた。家長とは、本家の最高責任者であり、組織全体を統とう率そつする役職である。普ふ通つうの企き業ぎようであれば、社長に該がい当とうする。本家の場合、家長選任はやや特とく殊しゆで、六年に一度行なわれる試験で、最さい優ゆう秀しゆう成績を修めた者がその座に就つく。受験資格年ねん齢れいに達していれば誰だれでも受けられるが、難易度が信じられないほどに高い試験だ。現在の家長は二年前に過去最高の点数を取って選ばれた、二十六歳の青年だった。

「──深廉寺です」

　華奈は静かな声で電話を取った。その背後で藤田が聞き耳を立てている。鳥とり籠かごの中では、烏からすが忙せわしなく首を動かしていた。

　電話相手の話を聞き、華奈の眉み間けんに小さな影かげが刻まれた。

「──元気です。元気ですから、無む駄だな挨あい拶さつは結構です。用件は何ですか。治癒部に運ばれた、矯正術者の話じゃないんですか。……今さっき、うちの研究員から噂を聞いただけです。だから、無駄な会話も止めて下さい。その術者が可愛かわいい双ふた子ごだろうと三つ子だろうと、関係ありませんから」

「室長、家長と喋しやべってる……いいなあ」

　華奈の隣となりの席の女子研究員が、頰ほおを赤らめて言った。

「私、家長のファンなのよ。この間も本家の廊ろう下かで会ったら、食事に誘さそわれちゃって、もう、どうしよう」

「わ、一種の職権濫らん用ようだ。羨うらやましい、違う、ずるい」

　藤田が顔を顰しかめる。華奈は背後の会話を無視し、電話口に向かって静かに答え続けた。

「ご指し摘てきの通り、その術者を負傷させたのは、私の部署から流出したデータのようです。……データの責任者ですか？　いきなり責任追つい及きゆうですか。他にやるべきことはないんですか」

　長い黒くろ髪かみの先を、強く指に巻き付かせて華奈は言う。藤田が住吉を横目で見て、嘲あざけるように笑った。

「データの資料でしたら、お渡わたしします。──対応のための処理員の提供ですか？　そんなもの、その怪け我がをした矯きよう正せい術者にやらせればいいじゃないですか。まだ生きているんでしょう？」

　受話器を持つ手を替かえると、華奈は空いた指先で机を叩たたきながら言った。

「担当区域を持たせて報ほう酬しゆうを払はらっているんです。働かせないと、損ですよ。死なれたって、代わりはいるんですし。……冷たい？　誰がですか？　私がですか。あなたの頭が悪いだけです」

「室長、すごい。家長に毒吐はいてる……。さすが深廉寺一族」

「そうですか。ご検討ありがとうございます。……データの流出した日ですか？……昨日の未明、だったと思われます」

　華奈は机を叩いていた指を動かし、机の引き出しから解かい剖ぼう用の真新しいメスを取り出す。唇くちびるを動かすタイミングと全く同じ動きで、華奈はメスの先せん端たんで机を突つついた。

「何な故ぜすぐに対応しなかったか、ですか？　しましたよ。今現在も、捜そう索さく中だったんです。すぐに上層部へ報告をしなかった理由ですか？　夜中でしたから、遠えん慮りよをしたんです。家長は午後九時を過ぎると、眠ねむくなられるそうじゃありませんか。羨ましいですね。こちらは研究続きで、ここ何ヵ月かは日付が変わる前に帰宅したことがありません」

　机の上はメスの跡あとで、傷だらけだった。今回だけでなく、過去につけられた傷も多数ある。苛いら立だった時にメスで何かを傷つけるのは、華奈の癖くせだった。しかし、荒あら々あらしい手つきとは別人のように、瞳ひとみの色も声こわ色いろも、氷のように冷れい淡たんなものであった。机越ごしに華奈の様子を窺うかがっている住吉が、青い顔で肩かたを震ふるわせていた。

「嫌いや味みなお叱しかりでしたら、全すべて解決した後にお受けします。では、そういうことで。……食事ですか？　あなたと？　私がですか。しません。失礼します」

　受話器を強く置くと、華奈は机の上にメスを放った。メスの先端は無む惨ざんに折れ曲がっていた。

「し、室長──」

　音を立てて椅い子すから立ち上がると、住吉が裏返った声で叫さけんだ。

「あ、あの、ボク──」

「県立虹原高校、だそうですよ」

　椅子に座り直しながら、華奈が静かに言った。

「『使役型術じゆつ獣じゆう惨ざん殺さつ二種・改良版三号』が現れた場所」

「は、はい……」

「怪我をした矯正術者は、そこの生徒のようです。まだ生きています──データの力が弱いのか、治ち癒ゆ処置が早かったのかは、わかりませんが」

「は、はい……」

「対応、よろしくお願いします、住吉君」

「は、はい……」

　住吉は肩を縮こまらせるようにして頷うなずくと、そのままぺたんと椅子に腰こしを下ろした。

「対応って何っすか、室長」

　長ちよう髪はつをかき上げて藤田が尋たずねるが、華奈は沈ちん黙もくで無視をした。代わりに、机の上から集めた書類の束を藤田の顎あご先へ突き出して、問う。

「藤田君、暇ひまでしょう。ずっと雑談していますものね」

「いやあ、暇っていうか……」

「この資料、家長室に届けてもらえますか。それと、明日も暇ですよね。この間私が頼たのんだ書類整理、他ほかの人に押しつけていましたからね」

「……いやあ、押しつけたっていうか……」

「明日、住吉君に同行して、虹原高校へ行って下さい。住吉君だけでは、心配ですから」

　肩を落としていた住吉が顔を上げ、目を丸くした。ほぼ同時に藤田が瞳を見開き、拒きよ否ひの意思を露ろ骨こつに表す。だがその唇から言葉が出てくる前に、華奈は言う。

「それと、家長室に行ったら、家長に伝言をお願いします。──うすら馬ば鹿か、と」

　鳥とり籠かごの中で、烏からすがつまらなそうな声で鳴いた。




　中学校時代の放課後、一条京介とその女子生徒は、よく校庭で時間を潰つぶしていた。京介は朝礼台の上に寝ね転ころがり、自分のペースで煙草たばこを吸っていた。彼女は彼女のペースで、その近くにある花か壇だんやら鉄棒やらの周りを、飽あきるまで動き回っていた。

　彼女が話す言葉を、京介はほとんど黙だまって聞いていた。気が向けば相あい槌づちくらいは返したが、返事をしなくても彼女は別に怒おこらなかった。彼女は話をするだけで、満足していたようだし、京介は彼女が近くにいるだけで、満足だったような気がした。

　校庭から見上げる空が好きだ、と彼女は言っていた。どこから見たって同じだろう、と京介は思ったが、全然違ちがうと言う。この学校の校庭から見上げる空は、ちょうど横長の長方形で、映画のスクリーンみたいに見えるから素す晴ばらしいのだ、と彼女は言った。映画館には行かないからよくわからない、と京介が答えると、絶対そう言うと思った、と笑った。

　あの時見えた空は、妙みように濃こい青色だったから、初夏の頃ころだったのかもしれない。彼女はいつものように、朝礼台の周囲をゆっくり歩きながら言った。

「京介君てさ、どうして術者を目指しているの？」

　その日の彼女は珍めずらしく、京介の答えを求めてきた。ショートボブの髪かみの毛の向こう、いつものように瞳には優やさしい光が揺ゆれていた。

「どうしてかな……」

　校舎の陰かげに沈しずんでゆく太陽を見上げ、京介は首を傾かしげた。中学二年の当時、京介は光流脈矯きよう正せい術者の研修生──要は、報ほう酬しゆうを受けられない見習いの身分であった。彼女は京介の引く血筋のことも、それ故ゆえに当時から行なっていた術者の研修のことも知っていた。術者の間の「ルール」破りではあるだろうが、京介は彼女には隠かくし事をしたくなかった。出会ってから一ヵ月の間に、自分のことは全て話していた。自分が彼女をどう想おもっているのかをも、含ふくめて。

「正直なところ、よくわからない。他の夢とか、やりたいこととか、考えるのが面めん倒どうだから、目の前にあったものを仕事にしようと思っただけ」

「そっか。いつか理由が見つかるといいね」

　人生全すべてに予定などは立たず、月日は適当に流れて、その結果で自分はどこかへ辿たどり着くものだと思っていた。その過程で得るものと失うものがあるということを、その頃の京介は気づいていなかった。

　彼女は朝礼台に上ってくると言った。

「豊花は、将来は術者の仕事で大おお儲もうけして、長者番付に入ってみせるって言ってたよ」

「へえ……」

「そのために京介君を扱こき使うって」

「ふうん……」

「でもね、豊花はちょっと心配してたよ。組織に属するわけだから、団体行動が苦手な京介君が、大だい丈じよう夫ぶかどうかって」

「仕事だから仕方がないって、割り切れれば平気だろう」

「ああ、なるほど。京介君にとって、学生でいることは仕事じゃないから、辛つらいんだね」

「…………」

「京介君、本当に集団生活、苦手だもんね。朝礼とか集会とかで、息苦しそうな顔をしているのを、私いつも見てた。豊花は、京介君には生物としての群れへの欲求とか、集団への依い存ぞん心しんとかが欠落してるって言ってた。平たく言うと、欠けつ陥かん人間」

「…………」

「そして、冷静過ぎるのは、血管に流氷が流れてるから、って」

「…………」

「でも、そういう人がおかしいとは私は思わない。同じような感情とか感性を持っている人が正しいのなら、人類なんて十人くらいいれば十分でしょう。だけど、世界にはもっとたくさんの人がいる」

「…………」

「百人いたら百人の進路があるはず。京介君はきっと、中学を出たら高校には行かないんだって、ずっと思ってた。だから、同じ学校を受けるって言ってくれた時、嬉うれしかったけど驚おどろいた」

「…………」

「高校なんか、中学よりたくさんの人間がいるよ。大丈夫？」

「まあ、何とかなる気はする」

「どうして？」

　礼れい子こがいるから──あの頃そう答えたのかどうか、京介は思い出せなかった。




　目が覚めると、白い天てん井じようが見えた。蛍けい光こう灯とうが、今にも死にそうな感じで点てん滅めつを繰くり返している。鼻先には消毒液の臭においが、強く押し寄せる。──ここはどこだろうと、京介がゆっくりと瞬まばたきを繰り返した視界に、見慣れた少女がひょこっと顔を出した。

「あ、やっと気がついた。あんたねえ、昼から四時間も眠ねむり続けるなんて、生意気よ。保育園のお昼ひる寝ねだって、もう少し早く起きるわよ」

　セーラー服姿の豊花が、呆あきれ返った表情で京介の顔を覗のぞき込んでいた。何な故ぜか口に棒付きアイスを突つっ込んでいるので、やや言葉が聞き取りにくい。

　自分が寝かされているパイプベッドの固さと、シーツの傷いたみ具合に、京介は覚えがあった。本家内にある、治ち癒ゆ総合部所属の医務室だ。以前、心臓に損傷を負った時にもここを訪おとずれたことがある。

「もう、大変だったんだからね。あの後」

　ベッドの端はしに勢い良く腰こし掛かけた豊花が、両りよう脚あしをぷらぷらと振ふりながら言った。

「京介の傷、治癒術をかけても、あたしの力じゃ全然治らないほど深くってさあ。校務員は救急車を呼ぶし、追いかけてきた風紀委員は霊れい柩きゆう車しやを呼ぶし」

「…………」

「気絶したあんたを引きずってタクシーを拾って、本家へ来たんだけど、運転手がね、シートを血で汚よごしたから弁べん償しようしろって言うのよ。でも、あたしお財さい布ふ持ってなかったから、運賃も払はらえないでしょ。京介の財布を漁あさったら百円玉しかないし。このド貧びん乏ぼう」

「…………」

「仕方ないから『怪かい奇き現象いらっしゃい』で観た話を参考にして、『妖よう怪かいタクシー乗り逃にげ君』のふりをしたら、運転手は逃げて行ったわ。あの妖怪を乗せて運賃を要求した運転手は、二週間以内に駐ちゆう禁きんで捕つかまる呪のろいがあるのよね」

「…………」

「医務室に来たら、今度は医者が一人もいないの。慌あわてて他ほかの職員の人に聞いたら、みんな近所の雀じやん荘そうに出かけてますよって聞いて。あたし、医者を呼びに行ったのね。そうしたら父さんがそこにいて、小こ遣づかいやるから他の席に座っている奴やつの牌パイを、ジェスチャーで伝えろって言って」

「…………」

　京介たちの父親は、この医務室勤務の医者である。自宅で見る姿から、きっと職場でもそれほど仕事熱心な人ではないのだろう、と京介は前から思っていたが、間ま違ちがいないようである。

「そこで一時間ばかり稼かせいで、京介のことを思い出して、医者を一人引っぱって戻もどって来たの。そうしたらその医者、あんたの傷を見て泣き出して、こんなの一人じゃ治せないって言うのよ。よくよく聞いたら、去年、専門治癒術者の免めん許きよを取ったばっかりだって言うじゃない。で、そいつの愚ぐ痴ちを一時間くらいきいてあげて、あたしも手伝うから頑がん張ばろうってことになって」

「…………」

「壊こわれた内臓を治して、二人でそれを詰つめ込んで……結局二時間くらいかかって、やっと終わったの。このアイスは医者の奢おごり。あれだけ手伝ってあげたのに、これっぽっちのお礼なんて、なめてるわよね。しかもさっさと麻マー雀ジヤンに戻っちゃうし」

「そうか……」

　それなら四時間も目が覚めなかったわけだ、と京介は深く納なつ得とくした。あんな腹が開いた状態で放置され、四時間も生きていられたということは、自分の生命力も捨てたものではないのかもしれない、とも思った。

　京介はシーツをめくり、改めて自分の体の確かく認にんをした。塩原に「蛙かえるの解かい剖ぼう」と言われた腹部は綺き麗れいに閉じており、傷きず跡あともほとんど残っていない。損傷していた制服も元に戻っている。試ためしに指先で腹を押してみたが、特に痛みのようなものは感じなかった。京介は体の中に滞とどこおっていたため息を、長く吐はき出した。

　ベッドの上で、上半身を起こす。壁かべに、自分の玲れい洗せん樹じゆの枝が立てかけられていた。ぼんやりとそれを見やりながら、京介は呟つぶやいた。

「学校に戻って、澱よどみを浄じよう化かしないとな……」

　通常、光流脈の澱みを発見したならば、術者は一定時間内に矯きよう正せい作業の要不要を定める。自己浄化力で済むものならば放置して構わないが、術者の作業が必要ならば、即そく行動しなくてはならない。一定の時刻とは、およそ十刻──光流脈の時間は、一刻がおよそ三十分にあたるので、現実世界では五時間ということになる。

　医務室の時計を見ると、夕方の五時を示していた。風紀委員がまだ校内に残っていても、とりあえず矯正術だけ施ほどこして、今日は帰ればいい。もっとも、そんなその場しのぎの浄化が、この先通用しないことはわかっている。

　アイスの棒をくわえたままの豊花が、頰ほおを膨ふくらませて言った。

「あーあ。何だか学校が嫌いやになってきちゃった。これから毎日、風紀委員の天下になっちゃうのかなあ」

「そうかもな」

　夢の残ざん滓しが残っているような、ぼんやりした頭を、京介は自分で軽く叩たたいた。時折「彼女」の出てくる夢を見る。以前はそれが苦しくて目が覚めて、そのまま眠ねむれない夜も多かった。最近では夢に見る頻ひん度ども少なくなり、目が覚めても胸の真ん中が痛む程度に落ち着いた。それでも一度感じた痛みは、数日は体に巣くったように、離はなれない。

「でもさあ、ずるいわよね。新兵器だか何だか知らないけれど、みんなを脅おどかしているのはあの化けもので、風紀委員の力じゃないじゃない？　自力で勝負しないなんて、卑ひ怯きようよ」

　豊花はアイスの棒をぷっと吹ふき出し、部屋の隅すみにあるゴミ箱へ命中させるという芸当を披ひ露ろうして、そう言った。アイスの棒は確かにゴミ箱に当たったが、当たっただけで中には入らない。ベッドから降り、床ゆかに転がった棒を拾ってゴミ箱に入れ、京介は呟いた。

「負けたんだよな」

「何か言った？」

　ベッドに寝ね転ころがった豊花が、不ふ審しんそうに顔を上げる。京介は静かに繰くり返した。

「おれは、風紀委員に負けたんだよな」

「まあ、そういうことになるわよね」

「ふうん……」

「何よ京介。何をつまらなそうな顔してるの？」

「誰だれかに負けたら、もう少し悔くやしくなったりするのかと思った」

「悔しくないの？」

「あまり……」

　京介の返答に、豊花は大きなため息をつき、生意気そうな冷れい笑しようを浮うかべた。

「安心しなさいよ。あんたが感情的になって、風紀委員と戦おうと思ってくれるなんて、誰も期待していないから」

「…………」

「全く、京介は気楽でいいわよねえ。自分にも他人にも無関心でさあ。ほら、虹原山で会った矯正術者、あの人みたいに、自分の実力に悩なやんだりすることなんてないんでしょう」

「…………」

「どうしてそう、精神が無感動なのかしらね。ああ、絶対あれに違ちがいないわ。あんたは血管に──」

「流氷が流れてる」

「へええ……自覚症しよう状じようはあるのね。意外だわ」

「…………」

　その時、医務室の扉とびらがノックもなく開かれた。入ってきたのはスーツ姿の中年男で、男は京介を見ると、神経質そうに咳せき払ばらいをし、尋たずねた。

「虹原市五丁目から七丁目の担当矯正術者、一条京介というのは、君か？」

「京介だけじゃないわよ。あたしだって担当なんだからね」

　不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした豊花が、先に返答をする。スーツの男は理解したのか、一つ頷うなずき、後ろ手で扉を閉めた。

「私は家長秘書室の者だ。先ほど、家長より特別指令書が出されたので、令状を渡わたしに来た」

「家長？」

　京介は眉まゆを寄せた。組織の統率者である、その存在自体は承知しているものの、京介のような一いつ介かいの矯正術者が、家長本人と直接係かかわり合うことはない。こちらが向こうの顔と名前を知らないように、家長とて光流脈使い一人一人の名前など、把は握あくしていないだろう。

　指令書が一術者に対し、発令されることはままある。澱みの矯正という、通常業務以外に特別な任務が生じた場合、適任とされる術者へ命令が出される。しかしそれは、術者センターを通しての指令書だ。家長の秘書とやらが直接手て渡わたしに来るなど、京介は聞いたことがなかった。

　秘書室の人間という男は、内ポケットから畳たたんだ書状を取り出すと、京介の鼻先に突つきつけてきた。首を傾かしげつつも受け取り、京介は紙を開いた。豊花が駆かけ寄ってきて、アイスの香かおりのする鼻息を吐はき、一いつ緒しよに書状を覗のぞき込む。

　そこには、これが家長名義の指令書であるということと、術者に拒きよ否ひの権限がないこと、二日以内に記された指令を遂すい行こう出来ない場合は、全体から九割の減げん俸ぽうが科せられる、という内容が印刷されていた。

　減俸が世界で一番嫌きらいな豊花は、そこまで読んだだけで、ふっと白目を剝むいて気絶し、ぱたりと床へ倒たおれてしまった。金の夢でも見れば勝手に蘇そ生せいしてくれるので、京介は豊花を無視し、肝かん心じんの指令内容に続けて目を通す。

「『本日、県立虹原高校内に出現した、特とく殊しゆ物体の活動停止』……」

　書状は特殊物体とやらの外見特とく徴ちようを記したところで終しゆう了りようしていた。特徴を読み、京介は眉み間けんの影かげを濃こくした。それは風紀委員の連れていた、あの黒くろ獅し子しの特徴そのものだった。

「そいつは、術研究部の分室で、開発途と中ちゆうにあったデータであるらしい」

　床に倒れた豊花には一いち瞥べつもくれず、秘書が言った。

「そのデータは相当なくせもののようだ。私も実験過程のビデオを見たが……ああ、そうか。君は、奴やつにやられて、ここへ運び込まれたんだったな。だったらわかるだろう」

「まあ、少しは……」

「分室に、データの破は壊かいの許可はおろさせてある。要するにその化けものを倒せ、ということだ。まあ、君に奴を倒せるほどの力があるかどうかは、あやしいところだがな。本来ならば、分室から処理員を派は遣けんさせて対応するのが適切なのだが、担当区域の矯きよう正せい術者にやらせろとの、家長の命令だ。仕方がない」

「…………」

「詳くわしいことは、この資料を読んでおけ」

　完全な命令形で秘書は言うと、京介に別の書類を渡した。一枚の紙に、気の遠くなるほどの小さな文字で、現実逃とう避ひがしたくなるようなほどの大量の情報が記されていた。

「期待はしていないが、できれば成功させてほしい。君は分室の責任者を知っているか」

　資料を読みかけた京介へ、秘書が気難しそうな顔を近づける。京介は無言で首を横に振ふった。術研究部という部署に分室があったことすら、今日初めて知ったのだ。

　癖くせなのか、秘書は革かわ靴ぐつの底で床ゆかを叩たたきながら言った。

「分室責任者の名前は深廉寺華奈という。『光こう主ぬし』の現族長の長女だ」

「光主……」

　光主とは、光流脈の創設者である巫女みこの、長子の血を引き継つぐ一族である。光流脈使いは必ず巫女の血を引いてはいるが、そのルーツを辿たどると、巫女の五人の子供いずれかを始祖とした流れに当てはまる。京介が父親に聞いた話では、一条家は三番目の子の子孫であるらしい。伝承によれば、その第三子は酒しゆ豪ごう娘むすめで、彼女の血を受けた子孫は大体酒に強いという、どうでもいい特色もある。

　本家という組織を創つくったのが光主一族であるという話は、術者の間では常識である。その光主こそが真の本家を統すべる存在ではあるものの、組織創設時より実質的な運営は家長に任せているため、特に表立って現れることはない。が、組織全体に対する権限と影えい響きよう力は大きく、本家の運営資金も、資産家である光主が出しているそうだ。

　秘書は鼻から薄はく情じようそうな息を吐き、言った。

「今の家長になってから、光主一族との関係が微び妙みようでな。今回の件は、有あり体ていに言えば、開発中のデータを外部へ流出させた分室のミスだ。だが、深廉寺華奈が責任者である以上、家長側から分室への表立った追つい及きゆうは難しい。ここで君が任務に失敗して死ねば、責任問題が更さらに複雑になる」

「…………」

「矯正術者である君が、担当区域内でデータ破壊に成功すれば、事はまるく収まるわけだ」

「…………」

　光主の頭かしら、族長の長女とやらが責任者を務める研究所から、あの黒獅子──データが外に漏もれた。それをどこかで偶ぐう然ぜん入手した風紀委員長が、勝手に使っている──何となく事件背景が摑つかめてきた気はするが、気分の悪い不安が生じた。

　家長の命令で、担当矯正術者にやらせることが決められたと秘書は言ったが、京介は家長が認めるほどの優ゆう秀しゆうな術者ではないはずだ。術本の習得は、平均よりもやや上の二十冊レベル。豊花に至っては十四冊で、しかも自じ称しようであるからには、十四冊の内容全すべてを本当に習得しているかどうかさえ、疑わしい。しかも京介は一度黒獅子に敗れ、こうして医務室に運び込まれている。自分が任務を成功させる可能性は、どのくらいあるのだろうか。

　京介の心情を読みとったのか、秘書が首を緩ゆるく左右に振り、言った。

「結果を憂うれえる必要はない。君はただ指令に従って動けばいい。組織の歯車とは、そういうものだ。歯車は己おのれの身の粉ふん砕さいなど、案じないだろう」

「…………」

「では、本日より二日以内の任務遂行を目指してくれ」

　それだけ言うと、秘書は入室してきた時と同様の素す早ばやさで、医務室を出ていってしまった。空気が重さを増し、消毒液の臭においが濃くなったような気がした。

　ため息をつく京介の足下で、豊花はまだ目を回していた。




　虹原高校、第二校舎。そこは音楽室や化学室などの、特別教室を集めた棟むねである。

　五月十一日の早朝、美術部員である一学年の女子生徒が、絵の具セットとスケッチブックを抱かかえて登校した。昨日から風紀委員会の指導が急激に強化され、学校内が大おお騒さわぎとなってしまった。そのせいで美術部も含ふくめ、昨日の放課後は多くの部活動がまともな活動をできなかった。

　美術部員は絵画コンクールへの出品に向けて、デッサンを制作中であった。風紀委員の騒そう動どうは、恐おそらく今日も続くと思われた。日中、騒さわがしくて作業ができないのならば、朝に作業をしてしまおうと、彼女は思っていた。

　まだ空の低い位置にいる太陽が、薄うすい光を投げて染める校門を抜ぬけ、人気のない校舎へ真まっ直すぐ向かう。雀すずめの鳴き声だけが響ひびく、爽さわやかな五月の朝。ふと、美術室のある第二校舎を見上げた美術部員は、素直に悲鳴を上げた。

「ぎゃあああああ！」

　屋上から大きな黒い垂れ幕が下がり、四階分の校舎を縦長に彩いろどっていた。垂れ幕には馬ば鹿かでかい赤い字で「違い反はん者しやには死を　虹原高校風紀委員会」と書かれている。美術部員は衝しよう撃げきで、ここがどこであるか一いつ瞬しゆん忘れかけたが、手にした絵の具セットとスケッチブックの重みで、我を取り戻もどす。額に滲にじんだ汗あせを拭ぬぐい、第二校舎の入り口に向かって恐る恐る歩き出した。

　昇しよう降こう口ぐちには、生徒が数名集まって騒いでいた。何やら作業をしている。彼らは黒い看板を昇降口の扉とびらに張りつけているところで、看板には「風紀城」と記されていた。

「あのう……」

　美術部員が声をかけると、生徒たちは一いつ斉せいに振ふり返った。朝も早いというのに、全員目が爛らん々らんと輝かがやいている。美術部員は気後れしながらも、言った。

「そこ、通してほしいんですけれど……いいですか……」

「何の用でしょう？　ここは我々風紀委員会の本ほん拠きよ地ち、風紀城です」

　生徒の一人が大おお真ま面じ目めな表情で、そう答えた。美術部員は渋しぶい顔をしつつ、言う。

「風紀城は、いいんですけれど……四階の美術室に用があるんです……」

「四階は、長谷委員長のお部屋になっております」

「え、でも、美術室は……」

「時にあなた、それは何ですか」

　一人がそう言って美術部員の持ち物を指差すと、風紀委員全員の目が、ぎらりと光を増した。美術部員は絵の具セットとスケッチブックを抱だきかかえ、答える。

「こ、これの何が悪いって言うんですか!?　部活で使っているだけです！」

「『人を見たら、違反者と思え』──長谷委員長の尊いお言葉です。中を見せて下さい」

　風紀委員は美術部員の手から、スケッチブックを奪うばい取った。美術部顧こ問もんから「入賞間ま違ちがいなし」と褒ほめられている、巧たくみなデッサンを目にすると、風紀委員は大きく頷うなずいて言った。

「素晴らしいです。あなたを風紀城お抱かかえ絵師に任命しましょう」

「な、何ですか、それ」

「長谷委員長は、お部屋に飾かざるご自分の肖しよう像ぞう画がを希望されております。あなたにそれを描えがく名めい誉よを与あたえましょう。それが終わったら、校門付近に置くための、長谷委員長銅像制作のプロジェクトにも参加してもらいます」

「嫌いやです、絶対嫌です。やめて、放して、私はコンクールの……ぎゃあああああ！」

　五さ月つき晴ばれの空に、美術部員の絶ぜつ叫きようがこだました。




「塩原君。空が青いねえ……」

　第二校舎四階、元美術室──現在、入り口に「風紀委員長の間」と札を掲かかげた部屋で、長谷常彦は言った。

　窓まど際ぎわにいる長谷が座っているのは、職員室から失敬してきた、背もたれがあって座り心地の良い回転椅い子す。これに被ひ服ふく室より奪だつ取しゆしてきた赤い布を被かぶせると、何となく気高く見えて王座と表現できないこともない。長谷はその椅子に座り、ふらふらと回転をしていた。

「何を当たり前のことを言っているんです、委員長。それよりも、今日の予定に目を通してくれましたか？」

　多数の書類を捌さばきながら、塩原友子が言った。彼女が処理している書類は、「全面降こう伏ふく承しよう諾だく書しよ」というものであり、昨日、風紀委員会で作成し、校内へばら撒まいた物である。

　風紀委員会に対し、絶対服従の方針を採ることを決めた各委員会や部活動が、この書類に判を捺おして提出する。たまに書類と共に、購こう買ばいの菓か子しパン詰つめ合わせや、駅前のカラオケボックス二時間無料券などが添そえられることもある。全面降こう伏ふくを誓ちかった団体に対しては、風紀委員会では所持品検査の奇き襲しゆうなどを行なわない安全を保障するが、違反や裏切りが発覚した際には、団体壊かい滅めつに等しい制裁を予定していた。

「……美術部、陸上部、バスケ部、軽音楽部、放送委員会、保健委員会に、美化委員会、アマチュア無線部と、自動販はん売ばい機き釣つり銭せん取り残し調査委員会って、そんな委員会があったんですねえ……。生徒会はやはりなかなか、墜おちませんねえ」

　素す直なおな形の眉まゆを曲げて、塩原が肩かたを上下させる。その背後、室内の壁かべは全体が黒い布で覆おおわれていた。塩原曰いわく、これは「征せい服ふくの証あかしです」ということで、昨日夕方、教員がいない隙すきに第二校舎を占せん拠きよし「風紀城」と名付けてから、彼女は校舎中にこの布を張ることを提案した。夜を徹てつして他ほかの委員により装そう飾しよくは行なわれ、各階で現在も作業は進行中である。

　塩原が先ほど言った「今日の予定」とは、机の上に放り投げられたノートに書き記されている。昨日のうちに長谷が挙げた「学校の支配者になったらやりたいこと」の中から、塩原が本日中に実現可能と思われるものをピックアップした。予定では、今日は「朝の連続風紀取り締しまり開始。風紀城へのクーラー設置を職員室に要求。秋休みの実じつ施しを校長室に要求。風紀委員会の予算を二千円上げることを生徒会に要求」の四点だった。

　長谷は椅子の背もたれに、だらしなく体を預け、答えた。

「今日の予定なら、もちろん読んだとも。始業のチャイムと同時に開始する予定だが。……しかしだね、塩原君」

　見事に陰いん気きな黒一色の壁を眺ながめ、長谷は言う。布で覆われていない場所は、窓と画材室への扉だけである。扉の向こうは、「使い魔まのポチ君」の部屋になっていた。

「何だかこう──私は昨夜辺りから、妙みように気分が乗らなくてねえ……」

「どうしたんですか、委員長。委員会のみんなで体育館に寝ね泊とまりしたせいですかね。私は修学旅行みたいで楽しかったのですが、委員長は枕まくらが変わると眠ねむれなくなるタイプですか」

「いやいや、そうではなく……どうにもやる気がなくなりつつある、というか……」

「な、何てことを抜ぬかすのです、委員長！」

　お下げ髪がみを逆立てた塩原が、ものすごい早歩きで長谷の前まで移動してきた。塩原は両眉の間を、鋭えい角かくに近い角度までつり上げて叫さけんだ。

「これからなんですよ!?　これから、学校全体を風紀委員会の理想郷へ変えていかなくてはならないんです。それなのに、どうしてそんなへこたれたことを言うんですか！」

「うむ……。塩原君、昨日私は、魔ま女じよを完かん膚ぷなきまでに打ちのめしてやったろう？」

「ええ。逃にげられてしまいましたが、あれは見事な勝利でした。四階の廊ろう下かはまだ血けつ痕こんが残っておりまして、一条君の霊れいが出るという怪かい談だんもできあがりました。昨日の放課後、実際に霊を見たという委員もいます」

「なるほど、後世に残る美談になったな。まあ、それはさておき……」

　椅子を軋きしませて、長谷が立ち上がる。猫ねこ背ぜの背中を更さらに丸め、長谷は窓の外へ曖あい昧まいな視線を投げた。暖かな風が吹ふく中で、分厚い眼鏡めがねの輝かがやきが、珍めずらしく鈍にぶっている。

　四階から見える校庭を見やり、長谷は言った。

「あれ以来、何ともやる気が起こらない……思うに、一条京介君は、私の最強にして最後のライバルだった気がするのだよ」

「ライバルですか」

「そう、彼に比べれば、他の不良生徒などゴキブリに過ぎなかった。そしてその目標を倒たおしたが故に、緊きん張ちよう感かんがなくなってしまったのかもしれない。英えい雄ゆうにありがちな症しよう例れいではあるがねえ……」

　そう言った長谷の顔には、確かにいつものような、うるさいほどの活力が見当たらない。塩原は眉まゆ尻じりを下げ、唇くちびるを尖とがらせた。

「しっかりして下さいよ。昨日のあの勝利で、普ふ段だんは活動に消極的だった他の委員も、やっと委員長の素晴らしさをわかってくれて、協力するようになったんですよ」

　今までは、長谷が呼んでも返事すらしなかった委員が、昨日の長谷の勝利以降、自ら進んで風紀城の装飾や、風紀取り締まりパトロールを買って出た。それは単に、長谷に逆らうと自分たちも酷ひどい目に遭あうと危機感を抱いだいたか、長谷という権力の笠かさを着て自らも校内で暴れたい、という欲求の表れであろうが、長谷も塩原もそうは思っていない。ようやく自分たちが敬われるようになったものと、幸せな勘かん違ちがいをしていた。

　天から降り注ぐ太陽の光に目を細め、長谷が緩ゆるく頷うなずく。

「そうだな……一時的な勝利に胡座あぐらをかいていては、栄光は長続きしない。そのためにも戦い続けねばならないのだな……覇は者しやの宿命だ」

「そうですよ、委員長。攻せめて攻めて攻めまくりです。それに、一条君は倒しましたが、妹の方はまだですからね。彼女の方が実は強いような気がします。私は一条豊花さんに昼休みの購買部で、今月に入ってから十六回も撥はね飛ばされています」

「恐おそろしい。何が恐ろしいかといえば、昼食前であるにも拘かかわらず、そのエネルギーだ。食後の一条豊花君に撥ね飛ばされたら、恐らく死ぬな。気を引き締めて挑いどまねばならないな……」

　長谷は窓から空を見上げ、強く顎あごを引いた。眼鏡にようやくいつもの輝きが戻もどる。

「そうだ、委員長」

　ぱちんと音を立て、胸の前で手を打った塩原が言った。

「私、新しい風紀委員会の時代のために、歌を作ったんです。委員長の武運を祈いのって、歌わせて下さい」

「おお、何と意欲的なんだ、塩原君。是ぜ非ひとも歌ってくれたまえ」

　塩原は頷くと、両りよう脚あしを肩かた幅はばの広さに広げた。正しい合唱コンクール用の姿勢で、塩原は三つ編みを揺ゆらし歌い始める。




　秩ちつ序じよなき学まなび舎やに

　萌もゆる理想の風紀委員

　荒あれ果てた学舎に

　清せい廉れん潔けつ白ぱく

　予算逼ひつ迫ぱく

　右手に校則

　左手に食券

　学食ラーメン伸のびるの速い

　ああ虹原高校風紀委員

　正義を嚙かみしめ突つき進め




　歌が終わると、長谷は盛んに拍はく手しゆをした。

「素す晴ばらしい、塩原君。素晴らしいボサノバだ」

「ユーロですよ、委員長」

「うむ、そういう解かい釈しやくもあるな。いやしかし、君の歌でやる気が湧わいてきた。今日も派手に風紀指導を行なうぞ」

　長谷はそう言うと、軽やかに足音を響ひびかせ、駆かけ出した。使い魔まの黒くろ獅し子しは、長谷が一声呼べばどこへなりとも現れる。常時連れ歩いているよりも、唐とう突とつに姿を現させた時の方が、生徒たちの驚きよう愕がくが高まることを、長谷は知っていた。そして、自分に向けられていた侮あなどるような視線が、一いつ瞬しゆんにして恐きよう怖ふに変わる瞬間の喜びも。自分以外のものの力を笠に着ているのは、にわかにやる気を出した委員だけでなく、長谷も同じだった。

「今日から『朝の連続風紀取り締しまり』、略して『朝トリ』の開始であるからな。張り切っていくぞ」

　長谷と塩原は「風紀委員会の歌」を歌いながら、校内へ繰くり出していった。




　午前八時二十五分。一条豊花はいつもと変わらぬ登校時間で、一年三組の教室に着いた。

　八時三十分から始まる朝のホームルームに間に合う時間であるし、多少遅ち刻こくしたところで、担任教師は生徒を叱しかるほど教育熱心ではない。実際、入学してから一ヵ月近くが経過しているが、このクラスに遅刻者が一人もいない朝など、一日と数えられていなかった。

　教室の扉とびらを開けた豊花の目に映ったものは、恐ろしい光景だった。生徒全員が、黙だまり込んで着席している。窓からは日の光が燦さん々さんと射し込んでいるくせに、教室の天てん井じよう辺りには、暗黒色の雲が漂ただよっているような錯さつ覚かくを覚えた。

　豊花が思ったことは、単純に教室を間ま違ちがえた、ということだった。扉を閉めようとした時、室内から一人の女子生徒がすっ飛んできて、豊花の腕うでを摑つかむ。妙みように真しん剣けんな表情をしているのは、豊花と席の近い美み歩ほという生徒だった。

「豊花ちゃん、早く席に着いて……！」

　美歩は口早にそう言うと、豊花を引きずって自分の後ろの席に座らせた。わけがわからないまま、豊花はぽかんと口を開いて周囲を見回す。毎日三時限目辺りから出席するので、「重役」という安直なあだ名がついている隣となりの席の男子も、誰だれかが止めるまで際限なく昨夜観たテレビの話ばかりしている、後ろの席の女子生徒も、誰も彼もが銅像のように固まって席に着いている。俯うつむいていたり、時計をちらちらと見ているばかりで、何かの作業をしているようでもない。豊花は眉まゆを寄せて、美歩に尋たずねた。

「みんなどうしちゃったのよ。何か暗いニュースでもあったの？　学食閉へい鎖さ？」

「……昨日、豊花ちゃんは途と中ちゆうで帰っちゃったけど……」

　美歩が小声で答える。豊花は美歩の指の爪つめの色が、透とう明めいに戻っていることに気がついた。将来、ネイルアーティストを目指している美歩は、いつも十本の指先に華か麗れいな装そう飾しよくを施ほどこしていた。

「風紀委員会が放課後に、校内放送をしてね、明日から毎朝八時三十分定刻に、各教室で取り締まりを開始するって発表があったのよ」

「本当？　面めん倒どう臭くさいなあ、もっと遅おそく来れば良かった……」

　豊花は頰ほおを膨ふくらませて呻うめいた。玲れい洗せん樹じゆの枝に、耳のピアス、スカートの丈たけ、その他諸々。叩たたかなくても埃ほこりが舞まい上がるほど、豊花の身は校則違い反はんで彩いろどられている。

　だが、美歩は鋭するどく首を横に振ふり、眉をつり上げて言う。

「そうじゃないの……。風紀委員の狙ねらいは個人じゃなくて、クラス単位なの。検査に入った時、一人でも遅刻者がいたら、そのクラスは全員まとめて処分されちゃうんだって」

「何よ、それ。ふざけるんじゃないわよ」

　豊花は机をばしんと叩くと、立ち上がった。クラス中の生徒がびくっと震ふるえるが、豊花は天井に向かって拳こぶしを振り上げ、言う。

「個人によって登校時間が異なるのは当然でしょう？　それを同じ時間に来いだなんておかしいって、あたしは幼よう稚ち園えんの頃ころから思っていたわ。こういうのを愚おろかな画一主義って言うのよ。一人っ子で恵めぐまれた家の人は、優ゆう雅がに朝食を摂とって、余よ裕ゆうで登校できるでしょうけれどね、あたしの家なんか毎朝が戦争なんだから。気を抜ぬくと、お姉ちゃんに全すべての食べ物を奪うばわれるのよ。お姉ちゃんの前世は、絶対に猿さる山やまのボスだわ」

「豊花ちゃん、声が大きい……それに、論点がズレてる……」

　美歩に押さえられ、豊花が無理矢理席に着かされた時──始業を告げるチャイムが鳴なり響き、それと同時に教室の扉が開かれた。

「おはよう、一年三組の諸君。爽さわやかな朝だね」

　右手をびしゃりと挙げて入室して来たのは、すっかり全校で有名になった、風紀委員長の長谷常彦だった。分厚い眼鏡めがねを光らせ、それほど爽やかでもない笑えみを浮うかべている。長谷の後ろには数十名の風紀委員が、ぞろぞろと付き従っていた。

　教きよう壇だんの前に立ち、長谷はぐるりと教室を見み渡わたした。豊花は目が合わないように、鞄かばんを机の上に立て、その陰かげに頭を引っ込めていた。

　長谷が一つ鼻息を吐はき、つまらなそうに言った。

「……ほほう。全員出席しているし、ざっと見た感じ、校則違反者もいないようだな……。素す晴ばらしいが、どこかつまらない……この不可思議で初めての感覚は何だろう？」

「恋こいじゃないでしょうかね、委員長」

　見当外れの意見を、お下げ髪がみの女子委員が返すが、長谷は納なつ得とくしたようだった。

「よし。本日の『朝の連続風紀取り締まり』、一年三組は合格としよう。細かくやりたいのは山々なのだが、全クラスを回らないとならないからな……」

　長谷が言った時、教室の後ろの扉から女子生徒が入ってきた。長谷の眼鏡から閃せん光こうが[image: 迸]ほとばしり、女子生徒が絶句し、教室中が凍こおりつく。風紀委員が動き、机の間を忍にん者じやのように走った。やがて一人が、最後列の机を指差し、叫さけぶ。

「委員長、偽にせ物ものです！」

　委員が指差した席には、セーラー服を着たマネキン人形が、うつろな目で天てん井じようを見上げていた。長谷が不可解な言葉で絶ぜつ叫きようし、教室中に緊きん迫ぱくした空気が張りつめる。

「謀はかったな……この私を、風紀委員長である私を、謀ったな！」

　長谷は拳で教きよう卓たくをがんがん叩き、目を血走らせて怒ど鳴なった。

「マネキンなんかで……マネキンなんかで騙だませると思っていたのか!?　許せんぞ、一年三組一同！　私の力で『一年ひよこ組』とかに改名してやる！」

「違ちがうんです！」

　豊花の前の席で、美歩が立ち上がって叫んだ。

「彼女は……新あら井いさんは毎日、六歳の妹を共働きの両親の代わりに、保育園へ送り迎むかえしているんです。朝はどうしても遅ち刻こくしてしまうのですが、一、二分なんです。担任だって認めています！」

「担任が認めても、私は認めないぞ！　この学校の王は私だ！」

　美歩の四倍ほどの声量で長谷が叫ぶと、風紀委員が盛大な拍はく手しゆを起こす。遅刻して来た女子生徒がその場で泣き崩くずれた。美歩は拍手の音に対たい抗こうするように、声を張り上げる。

「騙そうとしたことは、謝ります！　でも、生徒の個人的な理由だって汲くみ取ってあげてもいいんじゃないですか!?」

「黙だまりたまえ。私の使命は、生徒に校則を守らせることのみ。校則には『妹を保育園へ送るために遅刻するのは可』という記述はない」

　長谷がそう言った瞬しゆん間かん、豊花は鼻息を吐いて猛もう然ぜんと立ち上がった。豊花は今朝、自宅の食しよく卓たくで姉に副食を強ごう奪だつされてしまい、白米に塩をかけて泣きながら食べる、という屈くつ辱じよくを味わったばかりだった。それ故ゆえに、新井という女子生徒の妹思いな計らいに感心して、彼女の味方をしようと思ったのであった。

「あんたたち、校則校則って、うるさいのよ。校則ってそんなに偉えらいわけ!?」

　豊花が怒鳴ると、長谷は眼鏡の光度を七倍くらいに跳はね上げた。

「おお、出たな、一条豊花君。てっきり今日は、双ふた子ごの兄の忌き引びきで、欠席かと思っていたがね」

「失礼ね。京介は死んでないわよ。京介はあたしが死んでいいって言うまで、死んじゃいけないんだから」

「なるほど。君はそれなりの権力を持っているようだが、しかし、私の前では無力な一生徒に過ぎないのだよ」

　長谷はにやりと笑うと、豊花を指差して叫んだ。

「風紀委員諸君！　魔ま女じよ・一条豊花を捕ほ獲かくせ……」

　その叫びが終わる前に、豊花は動いていた。机の上へ上がると、教卓の前まで、机から机へと跳とび渡わたる。そして最後に、長谷へ目がけて派手な飛び蹴げりを決めた。

　首筋に豊花の攻こう撃げきが入ると、長谷はあっけないくらい簡単に転てん倒とうした。豊花も床ゆかへ落下し、その上から捕獲しようとする風紀委員が飛びかかってくる。美歩が「豊花を助けろ」と叫び、クラスの生徒たちが一いつ斉せいに立ち上がる。一年三組の教室は、あっという間に戦場と化した。

　三分後、三組の担任教師が教室に入りかけたが、その乱らん闘とう騒さわぎを目にすると、そっと踵きびすを返して職員室へ戻もどっていった。




「開かい廷ていだー！」

　教卓を、どこからか持ち出した木き槌づちでがんがんと打ち鳴らし、風紀委員長、長谷が叫ぶ。一年三組の教室では、一時限目の授業を潰つぶして、風紀委員会主しゆ催さいの「裁判」が開かれていた。

　教室内の机の配置は、風紀委員により急きゆう遽きよ変へん更こうさせられていた。教卓の前に立った長谷が裁判長。その左右に風紀委員がずらりと並んでいる。教室中央に一つ置かれた椅い子すが証言台で、「被ひ告こく」の豊花は、縄なわで椅子に縛しばりつけられていた。他ほかの生徒は後方の傍ぼう聴ちよう席せきへ追いやられている。しかし、目を覚まして「傍聴」できている者は一人もいない。風紀委員との戦いに敗れ、生徒全員は教室の後ろで目を回しているだけであった。弁護人もいないのに、どこが裁判なのだと思い、豊花は椅子の上で思い切り唇くちびるを尖とがらせた。

「では塩原君、起き訴そ状じようを」

　木槌を叩たたき終えて満足したらしい長谷が、右みぎ隣どなりの女子委員へ命じる。長谷の眼鏡めがねは先の騒そう動どうのせいで、レンズにヒビが入っていた。

「はい、委員長」

　お下げ髪がみの女子委員がレポート用紙の切れ端はしを開き、読み始めた。

「被告人、一条豊花は魔女です」

「異議ありだわよ、馬ば鹿か！」

　豊花は歯を剝むき出して怒鳴った。椅子に縛りつけられているせいで、立ち上がれないのが悔くやしいところだった。

「魔女とか悪魔とかはあんたたちの方でしょう!?　変な化けものを連れて、学校中を脅おどかしているじゃないのよ！」
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「被告人は……」

　豊花を無視し、委員塩原は起訴状を読み続ける。

「神聖なる風紀委員会に従わないどころか、『校則は偉いのか』という当然の真理をも理解できない愚おろか者ものです」

「異議ありだって言ってるでしょう、大馬鹿！」

　上うわ履ばきの裏側で床を蹴り、豊花は怒鳴る。塩原が綺き麗れいに揃そろえた前まえ髪がみを揺ゆらし、鋭するどい視線を飛ばしてきた。

「大馬鹿とは何です。検察官に向かって」

「あんたねえ、裁判ごっこにハマってるんじゃないわよ」

「被告人よ、君には黙もく秘ひ権けんがある」

　教きよう卓たくに身を乗り出し、長谷が嬉うれしそうに微ほほ笑えんで言う。

「要するに、黙だまっていたまえ」

「ああ、もう、いやだ……。なんであたしが縛られてまで、こんな馬鹿たちの遊び相手になってやらなきゃいけないの……」

「塩原君、続いて冒ぼう頭とう陳ちん述じゆつを」

　豊花が肩かたを落としてため息をついている間に、長谷は裁判を進めてゆく。元気に返事をした塩原が、別のレポート用紙を出し、開いた。

「冒頭陳述。被告人、一条豊花は魔女です。以上」

「さっきと同じじゃないのよ！」

「塩原君、証しよう拠こ物ぶつの提出を」

「それが、委員長。彼女の例の杖つえを証拠にしようと思ったのですが、教室中が荒あれ果ててしまっておりまして、見つかりませんでした」

「うむ。では仕方ないな。続いて判決だが、とりあえず有罪。処分は……」

「何なのよ、仕方ないなって！　証拠不十分で有罪にするんじゃないわよ！　この無能裁判官！」

「やかましいぞ、被告人！」

　木槌を力ちから一いつ杯ぱい振ふり下ろし、長谷が怒ど鳴なり返す。無能と呼ばれたのが気に障さわったのか、額には血管がびっしりと浮うかび上がっていた。

「君は自分の立場をわかっていないようだな。君は校則の神聖性を理解しないどころか、私に向かって飛び蹴げりをした。即そつ刻こく処しよ刑けいにしてやってもいいところを、公平さをきたすために、裁判を開いてやっているのだぞ」

「あんたがやりたかっただけでしょう」

　豊花は長谷を睨にらみ返し、言った。

「大体、校則の神聖性って何よ。そりゃ、校則があってちゃんと守られて、それでうまくいっている学校だってあるわ。でもこの高校は違ちがうでしょう？　みんな適当にやって、適当に楽しんでいたのに。それをあんたたち風紀委員がぶち壊こわしたのよ」

「適当では困るから、私たちが取り締しまっているのです！」

　塩原が怒鳴った。きっちり膝ひざが隠かくれる丈たけのスカートの裾すそが、ヒステリックに揺れる。

「規則に従って誰だれもが同じように行動しないと、必ず弊へい害がいが出ます。誰かが楽しんでいても、誰かが迷めい惑わくを被こうむります」

「だからってね、あんたたちがこの数日でやったことで、怪け我がをしないでも良かった人が傷ついて、泣かなくても良かった人が泣いたのよ。あんたたちのやってることは、ただの自己満足だわ。誰のためにもなっていないもの」

　豊花の言葉に、長谷も塩原も、頰ほおを痙けい攣れんさせつつ黙り込んでいた。しかし五秒後、木き槌づちで思い切り教卓を叩くと、長谷が叫さけんだ。

「判決！　一条豊花の思想は改善の余地が見込めないほど、悪に染まっている！　よって、死し刑けい！」

　豊花は絶句した。死刑の理由が全くわからなかったし、そもそも、何な故ぜ風紀委員会程度の組織で死刑を行なえるのかも、わからなかったからだ。

「ふはははは。驚おどろいたかね」

　そんな豊花の表情を見て、長谷が肩を小刻みに揺らして笑う。豊花がよく観る時代劇に出てくる、悪代官の笑い方に似ていた。

「校内では私が王で、法律だ。どんなことでも私のもとでは可能となる」

「あんた、絶対おかしいわよ……」

「何とでも言いたまえ、魔ま女じよよ。では、君の処しよ刑けいの方法を決めねばな……」

「委員長、ギロチンなんてどうでしょう？」

　お下げ髪がみを揺ゆらした塩原が、目を輝かがやかせて提案した。

「革命の終結にはギロチンを。新たな時代の幕開けにはギロチンを。一家に一台、あなたもギロチン──十八世紀の断頭台愛好家、ミスペポコンの言葉です」

「おお、塩原君は歴史にも精通しているのか。曲作りだけでなく、色々才能があって将来が楽しみだ」

　塩原を褒ほめ称たたえた後、長谷は豊花に向かって、思い切り残ざん虐ぎやくそうな笑えみを浮かべた。

「そういうわけで、君の最さい期ごはギロチンで決定だ」

「ギロチンなんてどこにあるのよ」

　眉まゆを寄せて問い返す豊花に、長谷は得意げに即そく答とうする。

「作るのさ！　風紀委員諸君、校庭へ繰くり出すぞ！　今日から君たちはギロチン製作委員会も兼けん任にんするのだー！」

　羊の群れを追い立てる牧羊犬のように、長谷は風紀委員を教室から追い出してしまう。そして自分は教室の入り口で立ち止まると、残ざん忍にんそうな笑顔で天てん井じようを見上げ、言った。

「そうだ──完成まで、魔女には牢ろう獄ごくに入っていてもらおう」

「委員長、校内に牢獄なんてありませんよ」

「作るのさ！」

「ギロチン製作委員会に人数を割さいてしまいましたから、もう人手がありません。ここは一つ、既き存そんの何かで代用を……」

「ほうほう、塩原君、君は世が世なら、良い軍師になっただろうね」

「委員長は世が世なら、破産皇こう帝ていになっていたかもしれませんよ。何でもかんでも、作るのさ、が通用すると思わないで下さいね。風紀城の王なんですから、しっかりして下さいよ」

「なるほど、王になってみて学ぶべき点も多いな。今日から小こ遣づかい帳をつけよう」

　何や彼かやと盛り上がっている長谷と塩原から目を逸そらし、豊花は項うな垂だれた。自分の未来に絶望を抱いだいたのではなく、貧相だった朝食が早くも胃の中で消化してしまったようで、ひどく腹が減ったからであった。






















「県立虹原高校……ここか……」

　正門前に立ち、目の前に聳そびえる校舎を見上げ、藤田智史は呟つぶやいた。

　ブランド物のスーツに革かわ靴ぐつ、髪かみ型がたはやや気合いを入れて、毛先はいつもの一・五倍強めに跳はねさせた──そんな藤田は、日光を浴びて輝く校舎の窓ガラスを睨にらみ、唇くちびるを嚙かむ。

「全く……この年になって、また学校なんかに足を踏ふみ入れるはめになるとは、思ってもみなかった……」

　呟く藤田は、右手に長い木の杖つえ──玲れい洗せん樹じゆの枝を持っていた。きちんとした服装に奇き妙みような違い和わ感を添そえるその杖を、藤田自身、持て余しているらしい。杖を握にぎる指先には、怠たい惰だ感が漂ただよっていた。

「藤田さん、学校が嫌きらいなんですか……？」

　藤田の傍かたわらに立っている、瘦そう身しんの青年が気弱な口調で尋たずねる。術研究部・分室の仮採用中研究員、住吉俊夫の出いで立たちは、黒マントだ。玲洗樹の枝を、両手できつく握りしめていた。

「嫌いだね。何時から何時まで机にしがみついて勉強しろ、なんて、拷ごう問もんとしか思えなかった」

「そうですかねえ……」

「今だって同じだ。出勤時刻は決まってるし、室長は教育指導の教師みたく、冷たい目でオレを見るし」

「それは藤田さんが目につくようなことばかりしているから──な、何でもありません……」

　殺意のようなものがこもった藤田の視線に気付き、住吉は肩かたを縮こまらせた。

「え、ええと、じゃあ藤田さんは、どうして研究員になったんですか……？」

「そりゃお前、矯きよう正せい術者は報ほう酬しゆうが安いからやってられなかったが、上級術者になると報酬は高いけれどくそ忙いそがしくなるし、仕方ないからその間をとって、本家勤務の採用試験を受けたんだよ」

「はあ、なるほど……」

「さぁて、そんなことよりも……」

　スーツのポケットを漁あさると、藤田は本家より持参した書類を出した。虹原高校に関する資料だった。

　さして面おも白しろくもない内容を読み、藤田は眉まゆを下げる。

「つまらない学校だな。学力レベルはいまいちだし、活かつ躍やくしている部活もないし、卒業後の進学先や就職先もぱっとしないし……何が面白くて生徒は通っているのかねえ」

「さ、さあ……人にはそれぞれ、色んな事情がありますから……」

「そう言えば、ここの生徒に担当区域の矯正術者がいるんだったよな。その資料もあったんだっけ」

　藤田は別の資料を出した。本家の規則により、十八歳未満の術者は二人一組で行動しなければならない。虹原高校を含ふくむ土地一帯の矯正術者は、双ふた子ごの兄妹で高校一年生らしく、資料にもその二人の術者の情報が載のせられていた。

　写真付きの資料を眺ながめ、藤田は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「何だ、この兄貴の方。情の欠片かけらもなさそうな顔してるなあ。こういうスカした奴やつって、何もしてなくても、不良に体育館裏とかに呼び出されてぼこぼこにされちまうんだよな。……妹の方は、何だか強ごう欲よくそうだなあ。普ふ通つう、証明写真でピースサインなんかするか？……術者センターも、こんな写真、許可するなよ」

「僕にも見せて下さい……」

　寄ってきた住吉の鼻先で書類を閉じると、藤田は鬱うつ陶とうしそうに襟えり足あしの髪かみをかき上げた。

「こんな新人のガキが『使役型術じゆつ獣じゆう惨ざん殺さつ二種・改良版三号』を倒たおせるわけないな。そうしたら、住吉がやることになって、オレも手伝わされるんだろう？　あああ、面めん倒どう臭くさい。帰りたい」

　スーツの肩を落とし、藤田はそう嘆なげいた。傍らで、住吉が不安げに尋ねる。

「手伝えって、室長が言ったんですか」

「言われてないよ。何一つ言われてない。室長から、住吉に同行しろって言われただけで、何も説明を受けてない。でも、見当はつくけどな」

　校門の傍らにある高木を見やり、藤田は舌打ちした。真っ黒な烏からすが一羽、そこから藤田たちを見下ろしていた。

「この高校内にいるデータの対応は、さっきの新人のガキどもが、家長から正式に指令を受けているはずだろう？　それなのに室長が、データ責任者の住吉を現場に向かわせたのは、矯正術者が失敗をした場合の予備ってことだよな」

「そ、そうですね……」

「だったら、オレがやることっていえば、お前の掩えん護ごくらいしか考えられないじゃないか」

「…………」

　藤田は書類を握り潰つぶし、黙だまり込んでいる住吉を睨にらんだ。

「住吉がいけないんだぞ。逃にげたデータを、とっとと捕つかまえなかったから」

「ご、ごめんなさい……」

「オレ、昼過ぎから用事があるんだから、長くはつき合えないからな」

「は、はい……スーツを着ているのは、そのためですか」

「全くもう……室長は室長で、何考えてるのかわからないしなあ……。矯正術者にやらせるのが不安なら、最初からまともな処理員を派は遣けんすりゃいいんだ。そうすれば一発で片づく問題なのによお」

　藤田はぶつくさ言いつつ、校門を抜ぬけて歩き出す。小走りに住吉がその後を追いかけてゆく。

「ど、どこへ行くんですか、藤田さん……」

「学校の中に決まってんだろうが。面倒臭いからさ、データをオレたちでぶっ潰して、辻つじ褄つまが合うように、矯正術者をぶっ殺しておこう。そうすりゃ誰だれも文句は言わないだろう」

「そ、そんな簡単に……。──ああ、待って下さいよお」

　二人が目指す校舎の先で、人の悲鳴が響ひびいていた。高木に留まっていた烏が、陰いん気きな声で一度鳴いた。




　宙を忙せわしなく飛び回っていた雀すずめが、不時着したように窓まど枠わくへ降りる。しかし程なくして、雀はこちらにきっぱりと背を向けると、空へと飛び去ってしまう。今日も虹原高校は、小鳥の一羽も立ち寄りに嫌けん悪おするほど、陰気な空気に満ちている。

　一条京介のいる場所は、第一校舎一階の隅すみにある、校務員室であった。教室にいれば風紀委員に追われるし、空き教室に隠かくれても何な故ぜか風紀委員がやってくる。屋上や裏庭は言うまでもなく、彼らのパトロール強化地域に指定されている。昨日よりも確実に校内は過ごしにくくなり、そして昨日よりも確実に風紀委員の人数は増えていた。噂うわさによると、正式な委員ではないくせに、自らを風紀委員と名乗り、勝手な取り締しまりを行なっている生徒もいるらしい。彼らの言う取り締まりとは、単に普ふ段だんから気に食わない生徒のいじめであり、校内の治安は悪化を辿たどる一方であった。今も壁かべの向こう、廊ろう下かの方から、人の悲鳴が聞こえたところだった。

「困ったもんだなあ、本当に……」

　昼休み中の校務員が、カップラーメンにやかんの湯を注ぎながら、そう言った。偽にせ者ものか本物かわからないが、とりあえず風紀委員を名乗る一団の追つい跡せきから逃げている時、廊下でこの校務員に出会った。彼は日当たりの良いこの部屋に、京介を匿かくまってくれた。校務員曰いわく、「二十年この仕事やってるけど、昔から不良に甘いんだよねえ、俺」と言うことだった。部屋の中には、京介の他ほかにも、柄がらの悪そうな男子生徒が何人かいる。彼らは居心地悪そうに、ひっそりと正座をしていた。

　壁かべ紙がみの剝はがれかけた壁に寄りかかり、京介は昨日本家で受け取った資料の確かく認にんに集中していた。校務員は「難しい顔して勉強していても、君、全然似合ってないよ」と言いながら、京介へお茶を淹いれてくれただけで、後は話しかけずにいてくれた。

　あの黒くろ獅し子しの正式名めい称しようは、「使役型術じゆつ獣じゆう惨ざん殺さつ二種・改良版三号」というらしい。昨日、家長の秘書も言っていたように、それは本家所属術研究部・分室という部署で作られたデータだ。データ──そう、資料の中で、黒獅子はそう呼ばれている。動物ではないと思って間ま違ちがいないようだった。

　資料によると、分室ではここ数年、「合わせ魂たましいの石」という術具を独自に開発中であるらしい。その術具に定型呪じゆ文もんを唱えて発動させれば、自然界には存在しない物体が具現する。どのようなパターンが現れるかは、石の種類によるそうで、分室では現在も様々なサンプルを制作中。「使役型術獣惨殺二種・改良版三号」もその一つであるという。

　例の黒獅子は、開発失敗データであると、資料中に明言されていた。本来ならば、具現された物体に意思は存在しなく、己おのれの考えで行動をするということはありえない。しかし開発中の不具合により、具現直後の黒獅子には自意識が存在し、実験場から逃とう走そうしてしまった。──その後、長谷とどのように出会うかなどは、当然資料には記されてない。

　しかし、黒獅子が長谷の命令に従う理由は、資料より何となく想像がついた。「合わせ魂の石」の使い道は、具現データによって異なるが、「使役型術獣惨殺二種・改良版三号」に関してはその名の表す通り、使役者として認にん識しきした人間の命令に従い、あらゆる破は壊かい行動のみを遂すい行こうすることらしい。使役者の設定は、肉声により名前を刷り込まれた人間になるという。術者でない一いつ般ぱん人じんでも、設定は可能であるようだ。

　具現データは使役者からの命令を受けて行動をするが、その動力源は使役者の精神力によるという。使役者設定の際に、相そう互ごの脳内に共有信号が発生するため、どうのこうの──と、資料には難解な説明がされていたが、要するに、使役者側がより強い攻こう撃げき感情を抱いだけば抱くほど、具現データの攻撃能力も高まるということらしい。

　長谷は校内の取り締まりのため、常つね日ひ頃ごろから鬱うつ陶とうしいまでの情熱を持っていた。現在の黒獅子の攻撃能力は、データを介かいした長谷の思いそのもの、と考えられるだろう。もし使役者になったのが豊花だったら、この世はどうなるのだろう、と京介は思った。学校内だけでなく、全世界に対しても挑ちよう戦せん的な豊花があんな兵器を手に入れたら、恐おそらく世界は呆あつ気けなく滅めつ亡ぼうを迎むかえるだろう。荒あれ果てた大地に一人直立し、天に向かってピースサインを突つき出している豊花の姿を想像したら、何となく背筋が寒くなった。

　データの最後の特とく徴ちようは、光流脈の力を無効化することだった。呼気と声帯による振しん動どう音おんで、前方で発動中にある術の効力をかき消すことが可能らしい。何故こんなデータが作られたのか、京介は疑問に思った。最後の特徴など、光流脈使いに対たい抗こうするため以外に、どんな使い道があるのだろう。だが、本家内の部署が何の研究をしようとも、自分には関係がないし、文句が通用するわけがないことも、わかっていた。自分はただ、指令書を受けた術者として動くしかない。

　資料を制服のポケットに仕し舞まい、京介はため息をついた。本来ならば、昨晩のうちに目を通し、対策を練ろうとは思っていたのだが、一度学校に戻もどって浄じよう化かをしたり、帰宅をしたら豊花の代わりに食事当番にされたり、麻マー雀ジヤンに負けて帰ってきた父親が玄げん関かん先さきで号泣を始めたので、とりあえず家の中に引っ張り上げたりしていたら、疲つかれ果てたので眠ねむってしまった。もっとも、昨晩資料を読んでしまったら、眠ることなんてできなかっただろうが。

「食うかい？」

　校務員がカップラーメンを差し出してきた。食欲はなかったが、とりあえず受け取って割わり箸ばしを割った。他の生徒もカップラーメンを抱かかえ、正座のまま麵めんを啜すすり、ずるずると陰いん気きな音を立てていた。

　麵をかき回しながら、考える。昨日指令書を受け取った時、豊花は気絶していたし、目が覚めた後に説明したところで、どうせ「自分はやらない」と宣言するに決まっていると思ったので、京介は一人で指令を遂行するつもりでいた。指令の内容は楽観的に考えれば、ひどく単純なものだった。黒獅子を倒たおす──それだけだ。しかし、悲観的に考えると、どうしようもなく絶望的な内容だった。術も効かない相手をどうやって倒すのか、次は嚙かみ殺されるかもしれないが、今日中に何とかしないと激しい減げん俸ぽうになって、やはり豊花に殺されるに違いないので、これはもう自分は殺されるしかないのだろう──という、どう考えても結果が死に至るもの悲しさであった。

「この学校ねえ」

　くしゃみをしてスープの表面に波を立たせた後、校務員がぼそっと言った。

「校則がいい加減だから、いい加減な子も多いんだけどねえ、根はいい子なんだと思うよ、みんな」

「おれもそう思う」

　カップラーメンから立ち上る湯気を眺ながめ、京介は頷うなずいた。虹原高校を含ふくむ一帯を、矯げん正せい術者としての担当区域に持って一ヵ月が経たつが、その間校内で、生徒の悪あしき感情によって澱よどみが生じたことなど、数えるほどしかなかった。人が多く集まる場所では様々な思いが渦うず巻まくのは当然であり、負の感情の堆たい積せきで光流脈に影えい響きようが及およぶ症しよう例れいが多発するのも、術者の間では必然とされている。それ故ゆえに、大きな都市や繁はん華か街がいには、それなりの能力を持つ矯正術者が担当に当たるよう、本家の人事課が調整をしているはずだ。

　虹原高校は確かに、近所の評判も良い優ゆう秀しゆう校こうとは言えないようであるし、実際、生徒である京介の目から見ても、まともな生徒よりも羽目を外した生徒の方が多いような気がする。いつもどこかで誰だれかが暴れているが、澱みが出ないということは、その本人や周囲の生徒の中でも、日常を楽しむ気持ちの方が強かったからなのだろう。

　今日は登校してから、京介は何度か浄化作業を行なわなければならなかった。失ってから、改めて平へい穏おんのありがたさに気がつく。

「だけど、風紀委員の子の言い分も、わからないことはないよなあ……」

　スープ一ひと滴しずくまで残さず食べ終えたカップラーメンの器うつわを床ゆかの上に置き、校務員が言う。床のカーペットは、元は緑色なのだろうが、長年日光に晒さらされているせいか、窓まど枠わくの下だけが枯かれ草色に変色していた。

「自分の学校の評判が悪かったら、良い気分しないもんねえ。中から叩たたき直そうと思う気持ちも、わかるけどさあ」

　廊ろう下かからまた、騒さわぎ声が響ひびいた。叩き直すというか、叩き潰つぶすというか──どちらにしても、純じゆん粋すいに学校を良くしようと思って動いている風紀委員は、ほとんどいないのではないかと京介は思った。

「今朝から、また新手の取り締しまりが始まったらしいじゃないか。どこかのクラスが全ぜん滅めつに遭あったって聞いたよ。反はん抗こうした子を裁判にかけてつるし上げたって」

「大変だな」

「真ま面じ目めに校則を守っていれば、危険のない学校生活は過ごせるんだよねえ。安全を選ぶか、それとも自由を勝ち取るか──君はどうするんだい？」

「風紀委員を倒さないと、いけないんだろうな」

　かき回しているだけで、一口も口を付けていないラーメンを眺め、京介は他人ひと事ごとのように言った。京介を動かしているのは自分の意思ではなく、本家からの特別指令書だけだった。術者としてこの現状に立ち向かわなくてはならないのは確かだが、自分個人としてはどんな選せん択たくを取りたいのか──考えてみたが、よくわからなかった。

　そんなことを考えていても仕方がないので、床に置いた玲れい洗せん樹じゆの枝を取り上げ、京介は立ち上がった。正座をしていた生徒たちが、一いつ斉せいにびくっと肩かたを震ふるわせる。彼らを無視し、校務員に軽く頭を下げ、京介は言った。

「校務員の仕事も、大変だな」

「まあねえ。楽な仕事なんか、ないけどね」

　指令書の入った内ポケットを上から押さえ、京介はため息をついた。




　中学の頃ころ、彼女が受験したいという高校を一いつ緒しよに受けると約束した。それがこの、虹原高校だった。

　彼女が虹原高校を選んだ理由は、勉強もスポーツも活発ではない普ふ通つうの学校だが、校則が自由で楽しい、という話を聞いたからだと言っていた。そんな学校なら、術者の仕事ともうまく両立できるかもしれないよ、と彼女は京介に言ってくれた。光流脈使いにとって、一いつ般ぱん的な意味での学歴は不問であり、中卒の術者も大卒の術者もいた。京介にとっては、高校がどこだなんてどうでもよかった。ただそこに、彼女がいれば。

　彼女が事故で死んでしまった後、約束を破るのは気が引けたので、京介は一人で虹原高校を受験し、合格した。何だか知らないが、豊花も合格して一緒にくっついてきたが、同じ学校を選んだ理由を尋たずねても「あんたなんかには教えない」と答えるだけだった。

　彼女との約束で、ここにいる。人間の多い学校生活は相変わらず疲つかれることも多いが、疲れたくらいでは死にはしない。色んなことを避さけて動けば、それなりの生活は送れる。

　だが、術者の仕事には、避けられないことの方が多い。豊花は仕事に対して、報ほう酬しゆうのためとか自尊心とか運命だとか色々な理由を持ってはいるものの、結局は京介にやらせる。そして京介本人はどうかというと──自分の意思とか希望とかを持つこともなく、今回も諦てい観かんを決め込んで対処するしかないのだった。




　第二校舎の入り口に、大きな看板が立てかけられている。看板は野球部のスコアボードに手を加えたような作りで、「本日の検挙者数」とやらが表示されるようになっていた。

　京介がそれを眺めていると、校舎内から男子生徒がチョークを持って現れ、検挙者の数を五百二十三から五百二十五に書き換かえた。生徒は得意げに京介を一いち瞥べつすると、校舎内へ戻もどっていった。

　目の前にある第二校舎は、今朝から「風紀城」という名に改名したらしく、屋上から悪あく趣しゆ味みな垂れ幕が下がっていたりする。噂うわさによるとこの最上階に、委員長の長谷の部屋があるらしい。玲洗樹の枝で肩を一つ叩くと、京介は入り口に向かって歩き出した。

　入り口に至る道の側、植え込みの中から声が聞こえた。緩ゆるい風が吹ふき、生おい茂しげった雑草の匂においと共に、奇き妙みようなメロディーが流れてくる。京介は眉まゆを寄せつつも、植え込みの中を覗のぞく。そこには男子生徒が五名ほど倒たおれていた。

「……萌もゆる理想の、風紀いいーん……」

　倒れた生徒は、外見的には大きな負傷はないようだった。仰あお向むけにひっくり返ってはいるが、目も唇くちびるも動いているので、意識がはっきりしていることもわかる。だが、転がった数名が、揃そろって奇妙な歌をぶつぶつと歌っているのはどういうことだろうか。

「お前ら、何しているんだ」

「……右手に校則ぅー……左手にぃー食券ー……」

「…………」

「……学食ラーメン……伸のびるの速いいいい……」

「…………」

　誰だれもまともな返事をせず、ただ歌い続けているだけだった。こちらの存在に気がついているかどうかも疑わしかったので、京介は放っておくことにした。

　第二校舎の玄げん関かんまで来た。両開きのガラス扉とびらに「昼食につき、入り口見張りは休きゆう憩けい中。ご用のある方は二時以降に来て下さい」と書かれた紙が貼はってあった。扉の鍵かぎは掛かかっておらず、城という名を打ち出している割には警備がいい加減だな、と京介は思った。

　扉を押し、中に入ろうとした時──校舎の中から顔面蒼そう白はくの男子生徒が一人、悲鳴を上げて飛び出してきた。京介のクラスの学級委員長、菊沢だった。

「わああああ。助けて、助けてくれええ」

「どうしたんだ」

　声をかけると、菊沢は派手に泣きながら抱だきついてきた。その体を引っ剝ぱがしつつ、京介はもう一度尋ねた。

「何があったんだ」

「怖こわかった、怖かったんだよおお」

　菊沢が洟はなを盛大に垂らして語ることには、こうだった。──昨日、京介が長谷に敗北したことは、全校の男子生徒の闘とう争そう心しんに少なからずの影えい響きようを与あたえたらしい。つまり、ここで誰かが黒くろ獅し子しを倒せば、その誰かこそが名実共に真の「虹原高校一強い男」の勲くん章しようを得られるということになる。誰もが栄光を夢見て立ち上がった。

　しかし、朝から数え切れないほどの挑ちよう戦せん者しやが風紀城に挑いどんでいるものの、各階にいる見張りの委員たちに捕つかまったり、仲間に引き込まれたりして、最上階に辿たどり着けた者は一人もいないらしい。菊沢は最終地点の一歩手前まで行けたが、そこで待ち構えていた塩原友子に負けた、と言った。

「塩原って、そんなに強いのか」

　京介は同じクラスの風紀委員の顔を思い出して、首を傾かしげた。三つ編みを頭から二本ぶら下げた、生き真ま面じ目めな女子生徒だ。豊花と同じで、口先だけはものすごい攻こう撃げき力を持っているが、力なんて大してなさそうに思えた。

　青い顔をぶるぶると横に振ふり、菊沢は言う。

「塩原の攻撃は、腕わん力りよくじゃない。あいつは、歌うんだ」

「歌？」

「そうだ。あいつが『風紀委員会の歌』ってのを歌うと、やる気が失うせて何もできなくなるんだよ」

「…………」

　京介は背後を振り返り、植え込みの中から依い然ぜんとして流れるメロディーに耳を傾かたむけた。彼らもまた、塩原友子の「歌」とやらに敗れたのであろうか。

「ドイツかどっかの伝説に、あったよなあ……岩の上で女が歌を歌っていてさ、船が迷って沈しずんじまうって話……。あれだ。塩原はあれなんだ」

「…………」

「やっぱり俺たちなんかの、普ふ通つうの連中じゃ勝てないんだ。頑がん張ばれ、一条。風紀委員を倒せるのは、お前しかいない気がする……」

「…………」

「くれぐれも、塩原の歌には気をつけろ……。それと、三階の見張りは手て強ごわいが、去年書道部の女に振られたことを言ってやると、あっさり自じ滅めつしてくれる」

「…………」

「二階のトイレの、手前から三番目の個室には、あからさまに金属バットが置いてあるが、武器になると思って拾ったら駄だ目めだ。あれはトラップだ。手を伸ばしたら最後、トイレで待機している風紀委員から、逆にバットで滅めつ多た打うちにされるからな……」

「…………」

「じゃあな、必ず帰ってこいよ……。そしていつか一いつ緒しよに、学食でコーヒー牛乳でも飲もうぜ……」

　菊沢は青白い顔に薄うすい笑えみを浮うかべ、手を振ると去っていった。その背中と、校舎の奥を見比べ、京介はため息をつく。いつからこの校舎は、そんな大それた難関になったのだろう、と思った。




　第二校舎の内部は、何な故ぜか壁かべという壁が黒い布で装そう飾しよくされていた。至る所に「校則違い反はん者しや撲ぼく滅めつキャンペーン」や「風紀委員に非あらずもの、人に非ず」等々の過激な標語が記されたポスターが貼はられていて、大たい抵ていその下の床ゆかには、風紀城突とつ入にゆうに失敗したらしい生徒が倒たおれていた。

　二階に続く階段の前で、風紀委員の男子数名が待ち構えていた。彼らは、体育祭の障害物走に使う大きなネットを投げて攻撃してきたが、ネットが床に落ちる前に、その下を移動してしまえば、何ということもなかった。一人につき、一発ずつ拳こぶしを叩たたき込んでやり、京介は階段を上った。

　二階に着くと、廊ろう下かを曲がった先にある男子トイレから、口論が聞こえてきた。ここで罠わなを張っていることに飽あき、腹も減ったので、誰だれか購こう買ばいに行って来いとか何とか、そんな内容だった。

　それを無視して三階へ向かおうとした時、階段の上から大量の丸い玉が降ってきた。玉は紅白の二色で、明らかに体育祭の玉入れ用に違ちがいなかった。先ほどのネットといい、どうにも風紀委員会は、体育委員会から賄わい賂ろを受け取っているとしか思えなかった。

　紅白の玉の攻撃は、玲れい洗せん樹じゆの枝をバット代わりにして打ち返してやった。玉が高く打ち上がるごとに、上階から人の悲鳴が聞こえた気がするが、京介はあまり気にしなかった。全すべてを打ち返し、階段を上り、踊おどり場の先で倒れている風紀委員を乗り越こえて三階へ着いた。

　三階の階段には、壁が学生服を着込んだような、体格の良い男子委員が立ちはだかっていた。が、菊沢に教わった通りの言葉を、京介が口にしただけで、相手は号泣しながら走り去ってくれた。

　そして最上階の四階へ至る階段に、お下げ髪がみの女子生徒が仁に王おう立ちしていた。

　女子生徒──風紀委員の塩原友子は、京介の顔を見ると、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「一条君じゃないですか。何しに来たんです？」

「委員長に用がある」

「懲こりませんねえ……一度負けた人は、おとなしく家に引き籠こもって、悔くやし泣きでもしていて下さい。同じ人が何度も来ちゃうと、こっちだって対応に大変なんですから」

　塩原は、眉まゆの上で揃そろえた前まえ髪がみを鼻息で吹ふいた。事務的な物の言い方は、やはり城の守備を務める人間には、似合っていない気がした。

「この先に、委員長がいるんだよな」

　塩原から三段ほど下の段で止まり、京介は尋たずねた。目線が上の塩原は、いつも以上に胸を張ると、威い厳げんに満ちた口調で答える。

「そうです。でも、今は来客中ですから、会えませんよ」

「客？」

「まあ、そうでなくとも、一条君のような卑いやしい校則違反者は、一歩たりとて近寄らせませんけれどね」

「おれだって、本当はあいつなんかに近寄りたくない。でも今回は仕方ないんだ」

「いいでしょう──でも、まず私を倒さないと進めませんよ！」

　肩かたの上で三つ編みを振ふった塩原が、勇ましく京介を指差し、叫さけんだ。

「一条君の脳のう味み噌そにも、風紀委員会の歌を刻みつけてあげます！　私たちの新しい時代を称たたえ、今までの行こう為いを反省しなさ……」

「流れよ、大地を走る輝かがやく女神」

　玲洗樹の枝の先せん端たんを塩原に突つき出し、京介は呪じゆ文もんを唱えた。

「午うまより出いでて子ねへ、前方対象にて発動。二刻まで静せい寂じやくの帳とばりで包め」

　小さな光が塩原の鼻先で生じ、僅わずかな破は裂れつ音おんを残して砕くだけ散った。驚おどろいたらしい塩原が目を見開くが、その口から声は出ない。規定時間内のみ、対象に声が出せないようになる術を施ほどこしたのだ。

　この術はその昔、光流脈の力を乱用し、社会に害を及およぼした術者に対する罰ばつとして作られたものであった。声帯を封ふうじてしまえば呪文を唱えられなくなる、という寸法であろうが、昔の罰はずいぶんと優やさしかったのだな、と京介は思う。現代であれば、術者が己おのれの力を悪用しようものならば、本家に拘れつ束そくされ、声どころか、能力まるごと封ふう印いんされてしまうのである。詳くわしい歴史を京介は知らないが、現代に至るまで、恐おそらく声の封印だけでは戒いましめにならないほど、様々な犯罪があったのではないかと思われた。

　二刻──およそ一時間の間、声が出ないようになってしまった塩原は、盛んに口を動かして京介に何かを訴うつたえていた。手足を必要以上に振り、この事態を自分なりのジェスチャーで表現しようとしている。呼吸はできるはずなのに、塩原は何な故ぜか苦しそうにもがいていた。

　京介はこの術を、以前、豊花に対してかけたこともあった。日曜日の自宅で、自分と豊花以外の家族は留守にしていた。京介は風か邪ぜを引いていて、静かに眠ねむりたかったのだが、豊花が部屋に乱入してきて、退たい屈くつだからしりとりでもしようと言う。豊花のしりとりは何故かいつも命がけの真しん剣けん勝負になるので、発熱のせいで体力の落ちている京介は、対戦を避さけたかった。自衛のためであれば、術を使う理由になるだろうと思い、豊花の声を封じた──あの時の豊花も、今の塩原と全く同じ反応をしていたことを思い出した。普ふ段だん、口数の多い人間にとって、声をなくすというのは相当な痛手であるようだった。

　混乱して、踊り場に飛び降りてぐるぐると回り始めた塩原を置いたまま、京介は四階へ上がった。短い廊下の先にある扉とびら──昨日までは、確か美術室であった教室の前に立つ。来客中だと塩原は言っていたが、出直すのは面めん倒どうだった。扉には鍵かぎが掛かかっていたが、京介が蹴け飛とばしてやると、古びたドアノブはあっさり回ってくれた。

　教室の中も、風紀委員仕様によって、すっかり様変わりしていた。だが壁かべを覆おおう黒い布も見慣れてくると、それほど不気味なものには感じなくなってきた。

　部屋の隅すみでは女子生徒が一人、イーゼルに立てたキャンバスに向かって、何故か泣きながら絵筆を動かしていた。相手が攻こう撃げきしてくる様子もないので、京介は無視することにした。芸術家というのは少々神経に小難しいところがあるのだろうから、絵を描かきながら泣くことだってあるのだろう。京介が幼少の頃ころに死んだ祖父も、趣しゆ味みで油絵を描いていたが、良い色が出ないと、ペインティングナイフを持って孫を追い回すことでリフレッシュをする人だった。

　教室の中はその女子生徒がいる他ほか、誰だれもいなかった。委員長の長谷の姿もない。開いた窓から風が舞まい込み、背もたれつきの椅い子すにかけられた赤い布が、面めん倒どう臭くさそうに揺ゆれていた。

　教室内には他に扉があり、別の部屋に続いているようだった。画材室のプレートが掛けられたその扉の存在に、京介が気がついた時──蝶ちよう番つがいが吹き飛ぶほどの勢いで、扉が開かれた。

「出てゆけ、この無礼者が！　私に勝とうなんぞ三学期分ほど早いぞ！」

　長谷の怒ど鳴なり声に押されるようにして、人が二人、部屋から転がり出てくる。一人はスーツ姿の若い男、もう一人の黒マントを着けた軟なん弱じやくそうな青年に、京介は見覚えがあった。

「何してるんだ、あんた」

　足下まで転がってきた青年の体を引っぱり起こしてやりながら京介が尋たずねると、相手もこちらの顔を覚えていたようだった。遠足の虹原山で会った時と同じように、眉まゆ尻じりを下げた気弱そうな顔を向けると、青年は目を丸くした。

「あ……この間の喧けん嘩かが強い子……」

「…………」

「ここの担当矯きよう正せい術者って、君だったんだ……」

　青年が言い終わらないうちに、画材室の中から長谷と共に、例の黒くろ獅し子しが現れた。赤い瞳ひとみが業ごう火かのような輝きを放ち、牙きばを剝むいた口からは煙けむりが燻くゆっていた。来客らしいこの男たちが、長谷とどんな会話をしたのかは知らないが、画材室の中は壁中が穴だらけになっていた。

「室長の性しよう悪わる！　術が効かないんじゃ、いくら光流脈使いが出しゃばったって、どうしようもないじゃないか！」

　スーツの男が長ちよう髪はつを鬱うつ陶とうしそうに振り、そう喚わめいていた。玲れい洗せん樹じゆの枝を手にしているから、この男も光流脈使いなのだろう。男は京介に気がつくと、顔を顰しかめて言った。

「あ！　お前、家長の指令を受けた矯正術者だろう!?」

「そうだけど」

「実物も情のなさそうな顔してるなあ……。──まあいいか。お前な、あのデータ、倒たおせ！　命に替かえても、刺さし違ちがえても、何でもいいから倒せ！　オレらじゃ無理！　お前も無理っぽいが、若いんだから頑がん張ばれ！」

「…………」

　一体この男は何をしにここに来たのだろう、と京介が本格的に考えていると、長谷の声が思考を邪じや魔ました。

「ほほう、今日は客が多いな。何の用だね、先日の敗北者・一条京介君」

　眼鏡めがねをきらりと輝かがやかせ、長谷が大きな声で尋ねた。その背後で、黒獅子は髭ひげの先すら動かさず、じっと待機をし続けている。気配の漂ただよわないその姿は、巧こう妙みように作られた人形のようであった。具現直後には自意識があって逃とう走そうしたというが、長谷という人間が使役者として設定された今、黒獅子の意思は存在しなくなっているらしい。

「君もそこの客人のように、わざわざポチ君にいたぶられに来たのかね。しかし、君も物好きだな。昨日負けていながら、まだ懲こりないのか。いいだろう、冥めい土どの土産みやげに新必殺技『風紀トルネードフェロモン』、略してＦＴＰを食らわしてやろう」
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「技の想像がつきにくい」

「黙だまりたまえ。感想など聞いていないぞ、寂せき寥りよう感漂う負け犬め。君は私の元最強のライバルであったからな、死に際ぎわも特別に派手にしてやろう。今、校庭ではギロチン製作の真っ最中なのだ。完成したら、ポチ君にやられた後の君を犠ぎ牲せい者しや第二号にして、とどめを刺してくれよう」

「一号は決まっているんだな」

「そうともさ。知りたいかね？　知ったら君は、一体どんな反応を……」

「興味がない。簡潔に用件を言う。その化けものを手放してくれ」

　京介が言うと、長谷の額にぴしぴしと血管が浮うかび上がっていった。入学してから一ヵ月つきまとわれて、何となくわかってきてはいたが、どうやらこの風紀委員長は、自分の話を無視されることが嫌きらいらしい。自分は他人の迷めい惑わくを無視して大おお騒さわぎするのだから、タチが悪すぎる、と京介は思った。

「君は誰に対して、何という厚かましい命令をしているか、わかっているのかね!?　私は王だぞ、王が兵器を手放したら、それはもう王ではないだろう！　そもそも、王は兵器を手放さないのだ！」

　長谷が声を裏返して叫さけぶ。京介はため息混じりに言った。

「お前が兵器だとか何とか呼ぶのは勝手だけれど、そいつは元々、ある団体の所有物だった」

「だから返せと言うのか!?　さては君もその客人の仲間だな！　愛想のない顔をしているくせに、セールスマンでも始めるつもりか、魔ま女じよめ。返品はしないぞー！」

　長谷は両手の拳こぶしを震ふるわせ、怒鳴った。

「ポチ君は私が得るべくして得た兵器なのだ！　愚おろか者ものの集団であるこの学校に、裁きの刃やいばを下すため、天が私に授さずけたのだー！」

　学校中に響ひびき渡わたるような声で、長谷は怒ど鳴なり返してきた。京介はため息をついて肩かたを落とした。長谷は風紀指導という、当初の目的を見失っているように思えた。彼がやろうとしているのは、ただの制圧だ。他人にはない力を手にしただけで、ここまで傲ごう慢まんになれる人間というものに、京介は深い疲ひ労ろうを感じた。

「ポチ君、侵しん入にゆう者しやにド派手な裁きを与あたえたまえ！」

　長谷が叫ぶと同時に、黒獅子が動いた。教室全体が揺ゆれるほどの声を上げ、赤い双そう眸ぼうが京介を見み据すえる。口から真っ赤な炎ほのおの塊かたまりが飛んだ。

　京介は床ゆかを蹴けって火の手をかわすと、壁かべ際ぎわへ避けた。スーツの男と気弱な青年も、ぎゃあぎゃあ言いながら逃にげる。振ふり向きざまに、無む駄だだとは思いつつも、京介は長谷へ言った。

「いい加減にしろ。王とか何とか威い張ばっているけれど、お前はただの風紀委員じゃないか」

「ただのとは何だ！　負けたくせに偉えらそうに言うな！」

　拳を振り上げ、長谷が怒鳴り返す。

「ポチ君、魔女を思いっきり嚙かみ殺せー！」

　長谷が怒鳴り、黒くろ獅し子しが飛びかかってくる。京介は闇やみの塊のような対象を見据え、衝しよう撃げきに備えて奥歯をきつく嚙んだ。

「危ない……！」

　黒マントの青年が、悲鳴じみた叫びを上げた。京介は襲おそいかかる黒獅子の口先に向かって、自分の左ひだり腕うでを突つき出した。突き刺さった牙きばが、肉と神経を引き裂さいて、腕の骨が砕くだける音が自分の耳にもはっきりと聞こえた。噴ふき出した血と激痛によって急速に霞かすむ視界を、頭を一度振って取り戻もどす。

「流れよ、大地を走る輝く女神──」

　左腕を黒獅子に食われたまま、京介は右手に持った玲れい洗せん樹じゆの枝を、相手の喉のど元もとへ突き出した。読んだ資料によれば、このデータは呼気と声帯からの振しん動どう音おんで、術の力を無効化する。それならば、口を塞ふさいでしまえば何とかなると京介は思った。

「巳みより出いでて亥いへ沈しずめ、対象を粉ふん砕さい、消しよう滅めつ──通過」

　玲洗樹の枝の先から、太陽が破は裂れつしたかのような閃せん光こうが爆はぜた。一本の束となった光が、黒獅子の喉を貫かん通つうする。黒獅子の体越ごしに、一いつ瞬しゆん、向こう側の景色が覗のぞいた──しかし、一瞬だけだ。穴を穿うがたれた化けものの喉は、ビデオの映像を巻き戻すかのように瞬時にして塞がれ、回復してしまった。

　唸うなり声と共に、黒獅子は顎あごを開いて京介の腕から牙を抜ぬいた。煤すすの臭においのする黒獅子の息を察し、京介は後方へ駆かけ出す。血まみれになった左腕が重かった。原型を失った腕を見下ろし、今、黒獅子の炎に焼かれたら、あっさり消し炭になるだろうな、と思った。

「逃げないと、多分死ぬぞ」

　前方の床で転んでいた黒マントの青年に、京介は声をかけた。半分失神していたらしい青年は、起き上がると慌あわてて出口に向かって走り出す。長ちよう髪はつの男はとっくに教室を出て、扉とびらのところで忙せわしなく手を振っていた。

「住吉、何してるんだよ！　本当に鈍どんくさいな、お前は！」

「ご、ごめんなさ……」

　青年が言いかけた時、黒獅子の炎が舞まった。

　火は壁かべを覆おおう布に飛び移り、あっという間に室内が炎の海に満たされる。黒獅子の横で長谷はただ「風紀ファイヤーだー」という言葉を連発するだけで、周辺の光景が目に入っていないようだった。炎の色が反射して、眼鏡めがねが赤く染まっている。

　室内に黒い煙けむりが充じゆう満まんし始め、焦こげた空気が喉を焼いた。京介は咳せき込みながら、青年の後を追って出口を目指した。途と中ちゆうで、陰いん気きな絵え描かきの女子生徒がまだいることに気がついたので、彼女も連れて教室を飛び出す。動くごとに負傷した腕が痛みを訴うつたえ、体中の神経がそのうるささへ更さらに苦情を発し、もう京介の頭の中は、処理しきれない痛覚で大騒ぎだった。これほどの傷を負っても、辛つらさも絶望も感じない自分の感情の乏とぼしさが、この時ばかりは便利だと思った。便利だが、だからといって威張れる特技でもない。

　部屋の扉を右みぎ肩かたで叩たたき閉めると同時に、内側から大きな抗こう力りよくが返ってきて、扉にヒビが走った。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。午うまから丑うしへ一里一刻、全すべての存在を滞とどこおらせよ」

　玲洗樹の枝を扉へ向け、京介は口早に呪じゆ文もんを唱えた。半はん壊かいした木製の扉が光を帯び、金色に輝く。術によって簡易結界を展開させ、扉からこちら側に対して、あらゆるものの通過を遮しや断だんするようにした。もっとも、それが黒獅子に対して有効でないことは承知の上で、とりあえず逃げるための処置であった。

　踊おどり場でぐるぐる回っている塩原の横を抜け、三階まで階段を駆け下りた時、上から派手な爆ばく音おんと振動が響いた。一刻──三十分の時間指定を施ほどこした術も、敵によれば一分もかからずに破れる呪じゆ縛ばくであったらしい。

「ふはははは、負け犬め。尻しつ尾ぽを巻いて逃げるが良い！」

　追いかけてくる気はないらしく、上階から長谷の派手な笑い声が聞こえた。先を行っていた黒マントの青年が、腰こしが抜けたように床ゆかにへたり込む。

　いい加減にどうにかしないと、学校が文字通り崩ほう壊かいしてしまう──左腕を押さえながら、京介は長いため息をついた。どこが傷口か見分けもつかないほど傷いたんだ腕からは、絞しぼり切れていない雑ぞう巾きんから滴したたる水のように、血が流れていた。

「……おえ」

　青年が苦しげに喉を鳴らして、本格的に床に崩くずれる。流血を間近に見て、気を失ったようだった。




「全く、こんなしけた学校くんだりまで出張させられた挙げ句、ガキの手当までさせられて、何なんだオレは。何でオレが住吉の同行なんかにさせられたんだよ……オレが何か悪いことしたか？」

　日の当たらない裏庭に、スーツ姿に玲れい洗せん樹じゆの枝を持った男の愚ぐ痴ちが響ひびき渡わたった。

　第二校舎から逃にげ出した後、裏庭で落ち着くと、とりあえずスーツの男は、京介と黒マントの青年に治ち癒ゆ術をかけた。一いつ緒しよに逃げてきた絵描きの女子生徒は、庭の隅すみでスケッチブックと絵の具セットを抱かかえ、ひたすら陰気に泣き続けていた。詳くわしい事情は知らないが、よほど風紀城の中で、恐おそろしい目に遭あったと思われた。

　ぶつぶつ言っている男と、その側そばでぺたんと芝しば生ふに腰を下ろしている気弱そうな青年から少し離はなれた場所で、京介は術を施してもらったばかりの自分の左ひだり腕うでを眺ながめていた。

　光流脈による治癒術にも数段階のレベルがあり、当然、高い段階の術を習得した者ほど、高い治癒力を対象へ与あたえることができる。最高レベルの治癒術を修めた者は、専門治癒術者の免めん許きよを取得することができ、それがあれば、専門機関──本家や支局の医務室のような部署や、あるいは開業医として働き、報ほう酬しゆうを得ることも可能だ。京介の腕を治した長髪の男──藤田と名乗った男は、専門の域までは達していないものの、かなりの使い手と思われた。損傷した皮ひ膚ふや肉の治癒はまだしも、骨まで癒いやす術者はそれほど多くないと言われている。

「藤田さん、仕事をサボってばかりいるからですよ……」

　貧血は回復したはずなのに、どこか顔色が悪そうに見える瘦そう身しんの青年──住吉という名前らしい彼が、芝生を千切りながら言う。

「室長が、いつか厳重注意するって言っていました」

「住吉、室長と色々話すんだな。データの具現実験だって、二人でやってたくらいだし」

「べ、別に、そんな、怪あやしいことなんかありませんよ、データ開発の際に、ボクが助手をしただけで……」

「どうだっていいさ。オレ、室長みたいな女は好みじゃないもんな」

　うんざりした顔をして、藤田は勢い良くその場に腰を下ろした。座った直後で、スーツの尻しりが汚よごれると気づいたらしく、一いつ旦たん立ち上がると、辺りを見回した。そして住吉の黒マントの裾すその上に、断りもなく座り直す。住吉は肩かたを縮こまらせたまま、文句も言わずに、太陽を遮さえぎる校舎を見上げていた。

　芝生の上で何かを啄ついばんで歩いている一羽の烏からすをぼんやりと眺めながら、京介は煙草たばこに火を点つけた。──昨日に引き続き、長谷と黒くろ獅し子しに負けてしまった。負けるのは別に悔くやしくはないが、家長の指令書を受けている身では、負け続けるわけにもいかない。かといって、今後、勝てる見込みがあるかどうかと考えてみても、希望的なことは何一つ思い浮うかばなかった。術の力を無効化する化けもの──自分の体を犠ぎ牲せいにしてその能力を封ふうじたものの、今度はデータ自体が持つ桁けた外れの回復力を見せつけられただけだった。

「おい、矯きよう正せい術者の小こ僧ぞう。煙草なんか吸ってると、偉えらくなれないぞ」

　マントの上で胡座あぐらをかいた藤田が、京介の吐はく煙けむりに眉まゆを寄せ、そう言った。

「本家勤務の上層部連中はな、職場内外を問わずに、常時禁きん煙えんっていう規律があるんだぜ」

「ああ、そう」

「信じてないな？　でもな、新家長が就任した際、新しい規律を作るって伝統は、本当にあるらしいぜ。センスの悪いマントの着用制度を取り入れたのは、二年前に就任した今の家長からだし、禁煙を決めたのは、何代か前の女性家長だって話だ。みんな趣しゆ味みとか気まぐれで決めるらしいから、羨うらやましい話だよ。オレだったら、女子職員の制服は全員ミニスカートにさせるけどな」

「おれは多分、本家勤務の上層部にはならない。だから、どうでもいい」

　煙を浅く吐きながら、京介は言った。

　光流脈使いは大きく分けて、矯正術者と上級術者の二種に分かれる。それぞれの違ちがいは職務内容と報酬額であるが、どちらも光流脈を相手にした仕事であることには変わりない。未いまだ光流脈の通っていない地域へ、拡大に努めるのが上級術者。既き存そんする光流脈の澱よどみを浄じよう化かし、維い持じに貢こう献けんするのが矯正術者。そして、そのどちらにも属さない光流脈使いも、全術者人口に対しての割合は低いが、いる。組織としての本家や支局に勤務する、事務職や研究職の人間だ。日常、術を使うことは少ないだろうが、もちろん彼らも光流脈使いの血を引いていることには変わりない。そして彼らの間にも、階級が存在する。トップに立つのは、もちろん光主や家長だ。

「で、でも、今回の指令を成功させれば、功績履り歴れきが残るから、将来的に有利だよね……基本給の昇しよう給きゆうも早まるかもしれないし……」

　ぼそぼそと喋しやべる住吉に、マントの上に座ったままの藤田が、鼻を鳴らして笑った。

「下手な気休め言うなよ、住吉。お前も見ただろう？　このガキがデータを破は壊かいするなんて、無理に決まってる。オレがいなかったら、とっくに失血死してるはずだ」

「で、でも、自分が傷つくのを恐おそれないで立ち向かえるのはすごいなって、ボクは思ったけど……」

「すごくなんかないって。馬ば鹿かなんだよ。新人術者によくいるんだ、こういう奴やつ──」

　藤田は京介に向かって、どこか偉そうに顎あごを突つき出して言った。

「お前、どんなに怪け我がをしても、治ち癒ゆ術でいくらでも治るって思ってるだろう？」

「別に……」

「いいや、絶対思ってる。オレもガキの頃ころはそうだったもんな。でもな、覚えておいた方がいいぞ。光流脈使いはな、高レベルの治癒術を受けるごとに、術の効能に対して、体内で免めん疫えきができ始めるんだ。術に頼たよってばかりいると、どんどん効果が現れにくくなって、いつか完全に効かなくなる日が来るんだぜ。薬なんかと同じだな」

「…………」

「不老不死を可能にする術が存在しないように、治癒術だけで命を延ばせないようになってるってことだよな。始祖術者の巫女みこは、寿じゆ命みようのままに自然死を迎むかえることを、理想としていたみたいだからさ」

「藤田さん、物知りですねえ……」

「感心してる場合か、住吉。本家に正式勤務になったら、年に一度、こういう常識問題の試験を受けさせられるんだぞ。で、点数が悪いとクビになって、路頭に迷うんだ」

「え、本当ですか……」

「今の家長はな、試験とか合宿とか大会とかが大好きなんだよ。学校じゃないんだからよ、何とかならないのかね」

　芝しば生ふの上をうろついていた烏が、嘲あざけるように一声鳴いた。虹原山で会った時はただの悩なやめる矯正術者だと思っていたが、どうやら住吉は、本家勤務の職員を目指しているらしい。別に目指す場所があるのならば悩む必要なんてないだろうに、と京介は思った。

「それにしても、どうしようもないな、あの『使役型術じゆつ獣じゆう惨ざん殺さつ二種・改良版三号』は。術が効かないなんて、オレは知らなかったぞ」

　頭を搔かきながら、藤田は大きなため息をついた。住吉がちらりと不服そうな視線を投げ、言う。

「事前に渡わたした資料に載のってますよ……ちゃんと読んで下さい……」

「うるさいな。それに、使役者が決まってるんじゃ、どうしようもないもんなあ。住吉、使役者の解除法とか知らないのか？」

「分室に戻もどれば……ボクもこんなことになってるなんて、予想していませんでしたから……」

「しろよ。あらゆる予想をさあ。そうでなくても、色んなパターンの対処法くらい、覚えておけっての。本当に鈍どんくさい奴だなあ」

「す、すみません……」

　藤田は肩かたを落とすと、長ちよう髪はつの間から暗い視線を宙へ投げ、呟つぶやいた。

「あんな馬鹿みたいに強いデータを作って、室長は何に使う予定だったのかねえ……」

「……データの制作目的なんて、下したっ端ぱのボクらには教えてもらえませんから……」

「世界征せい服ふくでもする気かもな。室長、おかしいもんな」

「そんなこと……」

「おかしいおかしい、絶対おかしい。だってオレ、妙みような噂うわさを聞いたことがあるぞ」

　突とつ然ぜん声を潜ひそめると、藤田は眉み間けんに影かげを刻んで話し始めた。その背後へ、聞き耳を立てるように烏からすが近寄ってゆく。人間を怖こわがらない烏のようだ。京介と目が合うと、相手は嘴くちばしを開いて威い嚇かくしてきた。

「実験材料になる人間の臓器とかってさ、正規のルート通すと、数量に制限つくじゃないか。室長は材料が足りなくなると、夜な夜な交通事故の現場とかに出向いてな──」

「や、やめましょうよ、藤田さん、そういう根も葉もなくて怖い話……」

「こういう話もある。先代の家長、数年前に病死したじゃないか。室長が呪のろい殺したって噂だ」

「ど、どうしてそういう噂が出るんです……」

「室長、光主の娘むすめだろう？　だから結けつ婚こん相手はまともな奴じゃないとまずいらしいんだ。公にされる前に病死したからはっきりしてないけれど、先代の家長って、光主族長が勝手に決めた、娘の──室長の婚約者だったらしい」

「の、呪い殺したって、じゃあ理由は……？」

「知らないけどよ、タイプじゃなかったからとか、そんなもんだろう。室長なら、そのくらいの理由で人殺すよ」

「藤田さん、本当に室長が嫌きらいなんですね……」

「こっちが気を遣つかってるのに、なびかない女は嫌いなんだよ」

　京介はほとんど藤田たちの話を聞き流していた。怪我も治ったし、しばらく休んだことで体力もやや回復した。何も策はなかったが、ここにいても仕方ない。校舎に戻ろうと思い、京介が立ち上がりかけた時、藤田が先に声を上げた。

「ああ、もうこんな時間だ。オレは帰るからな。後は頼たのむぞ」

　腕うで時ど計けいを確かく認にんした藤田が、立ち上がりながらそう言った。住吉が眉まゆを下げて答える。

「また、いつものように、ですか……」

「そうそう、いつもの。半年もオレの下で働いて、お前もだんだんわかってきたじゃないか」

「止めたって、聞いてくれませんよね……」

「当たり前」

　手にした玲れい洗せん樹じゆの枝を軽く振ふり、藤田が呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。我が姿を大気へ複写。規定行動様式、段階七にて四十八刻実演」

　藤田の前方の空気が音もなく揺ゆれ動いた。数秒後、大気は急速に色をつけ始め、一分も経過する頃ころには、何もなかった空間に、輪りん郭かく鮮あざやかな人間が現れた。スーツを着た長髪の男──藤田がもう一人、立っていた。

「じゃあな。お前ら、どっちか死んでもオレを恨うらむなよ。オレは恋こい路じに忙いそがしいんだよ」

　玲洗樹の枝を持った方の藤田が、軽やかな足取りで去っていった。住吉が肩を落とし、説明する。

「藤田さん、今、術者戸こ籍せき課の人とつき合ってるんだ。あそこの定時って早いから、デートの時は幻げん影えい術でごまかして、自分は早退しちゃうんだよ……」

　裏庭に残された方の藤田は、欠伸あくびをしたり、顎あごを搔いたり、人間臭くさい動きを繰くり返していた──だが、こちらの藤田は人間ではない。術によって大気に映し出された、藤田の姿の幻まぼろしだ。

　幻影術で現れた影には、自動で人間に近い動きをするよう、設定づけることが可能だ。設定次し第だいでは、更さらに本人に近い詳しよう細さいなコピーを作ることができる。だが、影本体が言葉を発したり、また、話しかけられた言葉に反応したりすることはできない。何より、蜃しん気き楼ろうに近い現象ゆえに実体がないので、触ふれることができない。視覚的には他人を欺あざむくこと──藤田のような、アリバイ工作などには使えるかもしれないが、それほど使い道の多い術ではないだろう。京介は藤田の幻影に向かって、煙けむりを吐はいてみた。煙草たばこの煙はその体に吸い込まれ、そして体を突つき抜ぬけて背後へ流れていった。

「あんた、術研究部の分室の人間みたいだけど──」

　新しい煙草を取り出しながら、京介は住吉に尋たずねた。いつの間にか傾かたむいた太陽が校舎の隅すみから覗のぞき、裏庭に強い光を投げていた。

「開発した人間が相手をしても、あのデータは倒たおせそうもないのか」

「データそのものを開発したのは、室長なんだ。ボクは助手をしただけ……」

　立ち上がった住吉が、マントの裾すそを払はらって、芝しば生ふを落としながらそう言った。不安そうな目で、黒い垂れ幕が風に揺れる第二校舎を見上げて呟く。

「それに、具現実験は何度かやったんだけど、ボクが知らない間に、新しい能力が追加されたみたいだ……。あんな、回復力が強いなんて特とく徴ちよう、今までなかった……そのせいで不具合が起きたのかな……」

「…………」

「何にしろ、使役者が設定済みだったのは予想外だったから、対策を練り直さないと……。たまたま偶ぐう然ぜんに操あやつっているにしては、結構器用だね、あの眼鏡めがねの生徒……」

「あいつはどこか、非常識なんだ」

　京介が答えた時、校舎の方からガラスの割れる音が響ひびいた。住吉は小さな悲鳴を上げたが、京介の聴ちよう覚かくはこの二日の間に、こんな音には慣れきってしまっていた。

「……ボク、使役者解除の方法を探しに、一度本家へ戻もどるけれど……」

　怯おびえたように校舎を見上げつつ、住吉が言った。

「君も一いつ緒しよに来てくれない？」

「何で」

「ボクがいない間に、君がまた無茶なことをして、死んじゃったら困るから……」

「指令の期限は今日中なんだ。時間がない」

「でも、今のままじゃ絶対勝てないでしょう……？　使役者が解除されれば、もうデータは命令を受けて動かなくなるから、倒すのも格段に楽になるよ。解除法を探すついでに、弱点とかも探してあげられるかも……」

「あんた、何しにここへ来たんだ」

　煙を吐き、京介は尋ねた。

「あのデータの件は、家長からおれに指令書が出ているのに、分室の人間が手伝いに来てくれたわけか」

「……まあ、そんなところかな……」

　釈しやく然ぜんとしない答えを返すと、住吉は校舎に背を向けて歩き始めた。京介はそんな話は聞いていないと思ったが、だからといって、住吉の助力を断るほど余よ裕ゆうはないと思った。

　前方で烏からすが突とつ然ぜん羽を広げ、空へ飛び立っていった。その行く末を見送った後、住吉がふと足を止めて尋ねてきた。

「そう言えば、もう一人の矯きよう正せい術者……妹さんは？」

「さあ」

　煙を吐きながら、京介は首を傾かしげた。言われてみれば、今日は朝から、豊花と一度も顔を合わせていないことに気がついた。






















「お腹なか空いたよう……」

　かれこれもう、三百回ほど空腹を訴うつたえてなき喚わめいている腹を押さえ、一条豊花は唇くちびるを尖とがらせた。

　豊花がいる場所は、校庭の隅にある体育用具倉庫の中だった。狭せまいプレハブの倉庫の中は無む秩ちつ序じよに用具が詰つめ込まれていて、人が歩けるスペースがほとんどない。豊花は高跳び用のマットの上に座っていた。

「つまんないよう……」

　これもまた、五百回ほど繰くり返している言葉を呟つぶやき、豊花は肩かたを落とした。風紀委員会がギロチンを製作する間、豊花の拘こう束そく場所として選ばれたのが、この用具庫だった。体一つで放り込まれ、豊花も午前中までは、外から鍵かぎを掛かけられた扉を蹴けっ飛ばしたり頭ず突つきを繰り出したり、倉庫にあるフラフープを回して遊んだりソフトボールで消える魔ま球きゆうの練習をしたり、色々と動き回っていた。しかし体内のエネルギーが底を尽つきると、動くのも面めん倒どう臭くさくなってしまい──今に至る、というわけである。時計がないのではっきりとはわからないが、鉄の格こう子しが嵌はまった小さな窓から射し込む日の光の色で、午後二時くらいと予想された。もう五時間近くここに閉じ込められている計算で、当然その間、豊花は水一いつ滴てきとして口にしていない。

　マットの上に寝ね転ころがり、豊花は眠ねむろうと思った。今は体力を温存するべきだ──ギロチンが完成し、ここを出される時に、鮮あざやかな逃とう走そう劇を展開するためにも、無む駄だなエネルギーは消費すべきでない。豊花はひっそりとほくそ笑えみ、自分は何て賢かしこい戦略家なんだろう、と思った。当然、午前中に限りなく無駄なエネルギーを使ったことは忘れていた。

　ここから逃にげられたら、兄の京介を見つけて風紀委員長への復ふく讐しゆうをさせてやる、京介を使えば万が一復讐に失敗して敗れることがあっても、自分に傷はつかないから安心安全安あん泰たいだ、という企くわだてをしつつ、豊花は大きな欠伸あくびをした。

　豊花の意識が半分以上まどろみかけた時、格子窓の外から、大量の水が降ってきた。まともにその冷たい水を食らった豊花は、悲鳴を上げて跳はね起きた。

　頭からセーラー服のスカートまで、びっしょりと濡ぬれていた。腰こしまで届く髪かみの毛の先から、雫しずくが落ちてマットに吸い込まれてゆく。窓の外から笑い声が聞こえた。豊花は兎うさぎのように跳ちよう躍やくすると、鉄格子に飛びついた。

　体育用具倉庫の外に、女子生徒が三人、嘲ちよう笑しようを浮うかべて立っていた。手にはバケツを持っているから、この中身が豊花の上に降ってきたのだろう。額に張はりついた前まえ髪がみが翻ひるがえるほどの勢いで鼻息を吐はき、豊花は怒ど鳴なった。

「いきなり何するのよ！　火事場のバケツリレーだったら、あたしだって負けないわよ！」

「やだあ、ごめんね。長谷委員長に、雑ぞう巾きんを濯ゆすいだ水を捨ててこいって言われてー……この辺でいいかなあって思って、適当に捨てちゃったのよ」

　女子生徒の一人が、根こん性じようの悪そうな笑いを浮かべて言った。理由になっていないその言い訳に、豊花は頰ほおを膨ふくらます。どうやら彼女たちは風紀委員らしい。風紀委員の顔なんて、眼鏡めがねの委員長と一年の三つ編みの女子しか豊花は覚えていないが、それもこれまではその二人しか活動していなかったからだ。委員長が妙みような化けものを手に入れてから、「自分は風紀委員だ」と偉えらぶる生徒が急増した。権力に便乗しているだけの連中だ。

「あーあ、昼ご飯抜ぬきでギロチン製作なんて、やってらんなーい」

　女子委員の一人が、わざとらしく伸のびをしながらそう言った。他ほかの二人も豊花の方へ意地の悪い視線を飛ばし、頷うなずいた。

「でも仕方ないわよ、どこかの誰だれかを処しよ刑けいするためだもんねえ」

「私、人の首が飛ぶところ、初めて見るわ」

「楽しみよねえ。何だか男子には一年女子の中で一番可愛かわいいとか言われてるらしいけど、首が取れちゃったら、可愛いも何もないわよねえ」

　そう言って三人は、ぎゃっはっはと声を合わせて笑った。豊花は歯が砕くだけるほど歯ぎしりをすると、手近なところにあったテニスボールの籠かごを引き寄せ、鉄格子の間から軟なん球きゆうボールを投げ始めた。

「何よ、何さ、何なのよ！　そうやって離はなれたところから嫌いやみばっかり言って！　悪口言うなら、正々堂々相手のパンチの届く範はん囲いで言いなさいよ！　自分だけ傷つかないで、相手ばっかり攻こう撃げきするなんて最低よ！」

「痛っーい！　何すんのよ！　あんた、私たちを誰だと思ってるの!?　私たちは風紀委員で、あんたは囚しゆう人じんでしょう！」

「うるさい、何が風紀委員よ！」

　女子委員の額にボールを命中させ、豊花は眉まゆをつり上げた。

「あんたたちなんか、委員長が力を得たから、それで威い張ばってるだけじゃないの！　今までは風紀委員の仕事なんかしてなかったくせに！　自分のポリシーも持ってないのに、偉そうにしてるんじゃないわよ！」

「な、何よ……！」

　額に赤い痣あざを作った女子委員は、唇くちびるを嚙かんだ。

「何で私があの子に説教されるのよ……ギロチン製作で扱こき使われてる上に、囚人に八つ当たりもできないんじゃ、こんな仕事やっていられないわ……っていうか、別にこんな仕事、本当はやりたくないんだけど……」

「……そう言われると、私も何だか、自分のしていることが恥はずかしくなってきた……。私は別に、委員長なんか尊敬していないのに……」

「そうだよね……。私たち、このままでいいのかな……」

　女子委員らは一様に俯うつむくと、途と端たんに勢いをなくしてぼそぼそと呟き始めた。一夜にして長谷の配下に入った人材の忠誠心は、まだ完全なものではなかったらしい。豊花はもう一押しだと思い、鉄格子を握にぎる手に力を込めて言った。

「そうでしょう？　あんたたちもわかってるんでしょう？　みんな、自分の思う通りの道を進めばいいの。思うように学校生活を送ればいいの。それができていたこの学校を、風紀委員長がめちゃくちゃにしちゃったのよ。倒たおすべき敵は、あいつなの！」

「確かに……」

「そうかも……」

「冷静に考えてみれば、その通りだわ……」

「だったら、あたしをここから出して。あたしは委員長を倒す力を持っているの。正確に言うと、委員長を倒す力を持っているのは京介で、あたしはあいつを操あやつって良い思いだけをしようと思っているんだけれど、細かいことはどうでもいいでしょう。京介の功績はあたしのもの、つまりあたしは英えい雄ゆうなの」

　豊花がそう言った時、ちょうど体育用具倉庫の真上から、太陽の光が降り注いだ。バケツの水をかぶったばかりの豊花の顔は、陽光に彩いろどられてきらきらと輝かがやきを放った。

　それを見た女子委員の顔に、はっと崇すう拝はいに近い表情が浮かぶ。

「英雄っぽい……」

「そうかも……」

「寝ね返がえるなら、今……！」

　彼女たちは顔を合わせて頷くと、校庭を走っていき、どこからか用具庫の鍵かぎを持ってきてくれた。牢ろう獄ごくから解放され、豊花は深呼吸をするついでに昼食を所しよ望もうした。女子委員が購こう買ばいまですっ飛んでいって、菓か子しパンを十個ほど購こう入にゆうしてきた。

　これはかなり気分がいい──パンを食い齧かじって空を見上げ、豊花は微ほほ笑えんだ。

「今、委員長はギロチンを造っているのよね？」

　豊花が尋たずねると、彼女の食べっぷりをうっとりと眺ながめていた女子委員が、一いつ斉せいに頷く。

「はい、校門前のロータリーのところで。材料の調達に少々揉もめましたが、文化祭実行委員会を征せい服ふくすることで、木材を手に入れました」

「長谷委員長は指示を出すだけで、自分では何もしません」

「釘くぎ一本も満足に打てません。あんな奴やつに王の資格はありません」

　あっさりと長谷を裏切った彼女たちは、口々にそう言った。食事を終えた豊花は校舎の方を振ふり返ると、不敵な笑えみを浮うかべる。

「じゃあつまり、風紀委員の根城……」

「風紀城です」

「そう、それ。そこには今、委員長はいないのね」

「いません」

「チャンスだわ。乗っ取るチャンスじゃない。京介なんかいなくても、あたしの力でやってやる──あたしが支配者になってやる。あたしが自由で快適な学校を創つくってやる。定期試験の廃はい止しと夏休みの延長化で生徒の支持を集めてやる──やーだ、革命って楽しいじゃない！」

　豊花はひゃっほーと歓かん声せいを上げると、校舎に向かって水みず飛沫しぶきを飛ばしながら走り出した。女子委員がその後ろを、ばたばたと追っていった。




　豊花と女子委員の一行は、第二校舎・風紀城を列になって突つき進んでいった。初めは四人だった列は、最上階に至る頃ころには数十人が連なる、長い行列になっていた。行く先々で出会った風紀委員を、豊花が口先だけで丸め込み、配下に仕立て上げたからだった。

　四階にある「風紀委員長の間」は、何な故ぜか大火事が起こった後のような惨さん状じようを呈ていしていた。室内の備品はほとんど焼け落ちて崩ほう壊かいし、天てん井じようも壁かべも煤すすだらけである。焦こげ臭くさい空気に向かって鼻を鳴らし、豊花は素す直なおに失望を表した。城の最上階、ボスの部屋──当然、何か金目の物でも見つかると思っていたのに、とんだ期待外れだった。

「まあいいわ……。みんな、委員長に扱き使われて疲つかれてるでしょう。休んでいていいわよ」

　指示を待つ風紀委員へ、豊花は言った。彼らは大変喜び、思い思いに床ゆかに座り、休きゆう憩けいを取ることになった。配下への細やかな心配りで、自分への支持を確固たるものにすると、豊花は一人で別の階を調べることにした。隠かくし部屋でもあって、風紀委員会の予算でも置いていないかと思ったのだ。

　三階の空き教室が「一いつ般ぱん監かん獄ごく」と名付けられ、今日のうちに風紀委員に捕つかまった生徒が閉じ込められていた。豊花は見張りを蹴けっ飛ばして倒すと、囚しゆう人じんたちを前に「英雄と私」という題で演説をした。囚人たちは感動の涙なみだを流し、豊花の配下になった。

　別の教室は「懲ちよう罰ばつ室しつ」で、スカート丈たけの短い女子生徒を、男子風紀委員が裁さい縫ほう道具を持って追い回していた。どう見ても変態にしか見えなかったので、豊花は回し蹴りで風紀委員を倒し、護身のために、今の技を十五分くらいかけて女子生徒に教えてやった。すっかり強くなった女子生徒は喜んで豊花の配下になった。

　隣となりの教室は「拷ごう問もん室しつ」で、捕とらわれた生徒はいなかったが、風紀委員が数名、壁に向かって鞭むちを振る練習をしていた。面おも白しろそうだったので、豊花は練習に混ぜてもらった。五分後、使い慣れてきたので、今度は風紀委員に向かって鞭を振ってみた。全員、あっさり豊花の配下になってくれた。

　五十人ほどの列の先頭に立ち、豊花が気分良く廊ろう下かを邁まい進しんしていると、四階で休んでいた女子委員が、焦あせった様子で駆かけ寄ってきた。

「豊花さま、長谷委員長の一団が戻もどってきます！　今、二階付近まで来ているとの情報が入りました！」

「何ですって!?　ということは、ついにギロチンが完成したのね……！」

　豊花は瞳ひとみから強気な光を発すると、鋭するどい口調で指示を放った。

「全員撤てつ退たい、委員長とは別の階段で移動、ギロチンのある場所まで向かうわよ！」

「首を斬きられに行くんですか!?」

「馬ば鹿かね、違ちがうわよ。壊こわしにいくの。あたしの首を落とそうとしたギロチンなんて、こっそりすっかりぶっ壊してやるわ」

「豊花さま、攻こう撃げきは正々堂々って言っていませんでしたっけ」

「臨機応変！　英えい雄ゆうの基本よ！」

　豊花は拳こぶしを振り上げると、廊下を駆け出した。その後ろを、五十人近い生徒が盛大な足音を立ててついていく。砂すな埃ぼこりが舞まい上がり、風紀城の黒い壁が霞かすんだ。




「『使役型術じゆつ獣じゆう惨ざん殺さつ二種・改良版三号』を破は壊かいする確実な方法が、一つだけあるけれど……」

　国道沿いの狭せまい舗ほ道どうを、先に立って歩きながら住吉が言った。

　その後ろを歩く京介は、時々自分の背後を振り返った。幻げん影えい術で現れた藤田の影かげがついて来ている。藤田の影はこちらの歩ほ幅はばに合わせて歩き、前を歩く人間が立ち止まれば自分も止まるという、なかなか正確な動きで付き従ってくれていた。

　京介たちは本家へ向かう途と中ちゆうであった。学校を出る前に豊花を捜さがしたが、見つからなかった。目立ちたがりで怖こわいもの知らずのうえに暴走気味な単独行動を好む豊花だが、多分自分のいないところで、一人で黒くろ獅し子しへ再戦を挑いどまないだろう、と京介は思っていた。豊花は一度自分を危ない目に遭あわせた相手に対しては、割と慎しん重ちように行動をする。その行動パターンに一番多いのが、京介を使って復ふく讐しゆうする、というものだ。たまにわけのわからない自信を抱いだいて、自分で復讐に向かったりするが、大たい抵てい失敗に終わる。まあ、動きの予想がつく限り、不安はないということで、京介は豊花を残したまま、学校を出ることにした。

　校門のところで、「サボり禁止」というプラカードを掲かかげた風紀委員が襲おそいかかってきた時が、やや大変だったものの、何とか脱だつ出しゆつすることはできた。登校するのも、学校生活を送るのも、下校するのも命がけという学校が、果たしてこの世界にどれくらいあるか、そんなどうでもいいことを考えつつ、京介は住吉の後について歩いていた。

「確実な方法？」

　京介が問い返すと、住吉が肩かた越ごしに振ふり返り、気弱な顔立ちに不安そうな影を落とした。意志の弱そうな瞳と、体力のなさそうな撫なで肩がたは、午後の明るい日差しがあまり似合っていなかった。

「うん──光流脈を停止させればいいんだ」

「何だ、それ」

「あのデータそのものは、元々は術具でしょう？　術具ってのは光流脈の力を使って作られたものだから、世の中に光流脈の力がなくなれば、存在そのものが崩ほう壊かいしちゃうんだ。……光流脈で作られたのに、術の力を無効化するなんて複雑な設定、よくできたよなあ……。複雑すぎる構成って、小さな弱点をつかれると案外簡単に崩くずれちゃったりするから、危険なんだけどね……」

「光流脈を停止って、そんなことできるのか」

　歩行者用の信号で立ち止まり、京介は尋たずねた。

　虹原駅東口に続く大きな交差点は、時間帯のせいか、そこそこの交通量だった。ボンネットに跳はね返る日の光が、ちらほらと舞っている。この大地の下にも、かつては光こう儀ぎ大たい神しんという名で呼ばれていた、強大な精せい霊れいの欠片かけらが埋うめられている。精霊はその生命が尽つきる前までは、一人の巫女みこの祈き禱とうを受け、土地に平へい穏おんと豊ほう穣じようを与あたえていた。戦いくさにより体を粉ふん砕さいされ、死した後のその欠片は、現在でも大地の中に眠ねむり、巫女の血を引く者の呼びかけに応こたえ、様々な奇き跡せきを起こす。

「普ふ通つうの術者じゃできないけど……。でも、そういう術があるって、聞いたことがあるんだ」

　車道から吹ふく風で、住吉の黒マントが揺ゆれていた。矯きよう正せい術者が作業を行なう際、着用が義務づけられているこのマントを、京介は一度も着けたことがない。面めん倒どう臭くさいのが本音だが、先日何となく自室を探してみたところ、見つからなかった。同じ町内に、自宅でパッチワーク教室を開いている主婦がいるが、何週間か前に豊花が「布、安く売りますわよーん」と、大量の布きれを抱かかえて押し売りに行った、という珍ちん事じがあったらしい。その布の中に黒い生き地じがあったかどうか、後で確かく認にんしてみようと京介は思った。

「呪じゆ文もん一つで、光流脈全体の機能を完全停止させるんだって。一時か、永遠か、二通りあるらしいけれどね。……でも、その呪文を覚えることができるのは、歴代の光主族長と、家長だけ。長が変わる時、その記き憶おくは前任者の脳から消しよう滅めつさせられるらしいよ」

「ふうん……」

「その術があれば、今回の事件も楽に片づけられるんだろうけれど、頼たのんだって絶対無理だろうなあ……。ボクらみたいな下したっ端ぱ術者のために、光主や家長が動くはずないもんね……」

「そうだな」

　学校から歩くこと十数分。やがて目の前の駅の東口に、両りよう隣どなりをドーナツショップとレンタルビデオ店に挟はさまれた、縦長の古いビルが見えた。本家──正式名めい称しよう、光流脈統とう轄かつ管理本局、である。

　住吉は本家一階ロビーを通ると、地階に続く階段に向かった。術研究部・分室は地下にあるようだが、京介は今日まで、本家の建物に地階があることすら知らなかった。自分は本家のことを結構わかっていないんだな、とつくづくと感じた。

「地下に来たの、初めて？」

　階段を下りながら、住吉が尋ねてきた。京介が頷うなずくと、住吉は小さな息を吐はく。

「本家って、わからないことが多いよね……。一つの場所にいたら、ずっと知ることもなかったようなことが、たくさんある……」

「…………」

「でも多分、ボクなんかが知ってることだって、ほんの一部に過ぎないんだろうけど……」

「…………」

　階段を地下二階までおりると、住吉は複雑に入り組んだ廊ろう下かを進んだ。窓がないせいもあるだろうが、地下の廊下は上階に比べるとかなり薄うす暗ぐらかった。天てん井じようの蛍けい光けい灯とうが、薄いオレンジ色の光を控ひかえめに放っている。廊下は十字路がいくつも続いていて、一人で歩かされたら、完全に迷ってしまいそうだった。

　やがて、住吉は一つの扉とびらの前で立ち止まると、京介を振り返って言った。

「部外者は立ち入り禁止なんだ……。悪いけれど、ここで待っていてくれるかな。用が済んだら、戻もどってくるから……」

　何の変へん哲てつもない白しろ塗ぬりの扉には、「術研究部・分室。関係者以外立ち入り禁止。生死の責任は負わず」という札が掛かけられていた。風紀城といい、ここといい、どうにも今日は危なげな場所ばかり歩いている気がする。立ち入りを歓かん迎げいされても困るので、ため息をつき、京介は住吉に頷いた。

　住吉と藤田の幻げん影えいが室内に入り、扉が固く閉ざされる。廊下の壁かべに寄りかかり、京介は軽く瞳ひとみを閉じた。住吉が対処法を見つけてくれれば、これで全すべてが終わってくれるのだろうか。指令書の期限は今日中だが、たとえ何日か延ばされたとしても、学校自体がもう保もたないだろう、と京介は思った。

　何となく痛みを感じ、制服の左ひだり腕うでの袖そでを捲まくると、京介は自分の肘ひじの内側を眺ながめた。藤田が治ち癒ゆ術を施ほどこした直後は、何ともなかった。が、皮ひ膚ふの上には薄いものの、確実に長い裂れつ傷しようが浮ういていた。

　外傷を癒いやす場合、肉体の深い部分から治癒術をかけてゆく、という原則がある。骨を治し、肉を回復させ、皮膚を繫つなぐ。そうすることで傷口が塞ふさがり、傷そのものを消滅させることができるが、今回の場合、その最終段階の力が体内に定着し切らなかったらしい。

　高レベルの治癒術を受け続けていると、いつか完全に効かなくなる日が来る──藤田はそう京介を脅おどかしたが、自分の体の中では、既すでにカウントダウンが始まっているようだった。

「肉体は魂たましいの器うつわ──」

　ふと声が響ひびき、京介は顔を上げた。

　一体いつからそこにいるのか、目の前に若い女が立っていた。一本として乱れのない、真まっ直すぐな黒くろ髪かみが白衣の肩かたに流れていた。自分の眼力に物を穿うがつ能力があると信じているかのような、強い視線が京介を見み据すえている。手には銀色の鳥とり籠かごを提さげていて、中には真っ黒な烏からすがいた。烏は嘴くちばしを忙せわしなく動かしては、京介に向かって何か文句を言っているようだった。

「どんなに汚けがれのない魂も、肉体の影えい響きようを直じかに受け、様々な傷が刻みつけられてゆく──転生するごとに傷は増え、やがて魂は廃はい棄きされる」

「…………」

「受けた傷は、永遠に持ち越こされてゆきますよ──光流脈の治癒術は、肉体は治せても、魂の傷は癒せませんから」

「…………」

　京介は制服の袖を直し、女を黙だまって見返した。分室の職員だろうか。女は、冷たい瞳で京介の視線を返し、呟つぶやくように尋たずねた。

「『使役型術じゆつ獣じゆう惨ざん殺さつ二種・改良版三号』の件で指令を受けた、矯きよう正せい術者ですか」

「一応……」

「どうでした」

「…………」

「あのデータ、強かったですか。光流脈使いが、勝てないように作ったんですけれどね」

「…………」

「頑がん張ばって下さいね。良い結果が出せるように──」

　女は扉を押すと、白衣の裾すそを翻ひるがえして分室の中に消えた。扉が閉まる前に、烏が馬ば鹿かにしたような声で鳴いた。よく烏を見る日だと思いながら、京介は深いため息をついた。

「……ごめんね、遅おそくなって……急な仕事が入っちゃって……」

　数分後、小さく扉が開かれ、住吉が顔を出した。廊下の暗い照明に彩いろどられ、瘦やせた肩に濃こい陰いん影えいが重そうにのしかかっていた。

　住吉は眉まゆを下げて俯うつむくと、床ゆかに向かってぼそぼそと言った。

「解除法、まだ見つからないんだ……。あの、もう少し探してみるけれど……時間がかかりそうで……わかったらすぐ、学校に行くから、死なないで待っててね……」
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　住吉はそう言って、扉を閉めた。




　本家のビルを出ると、空は濃い藍あい色いろに染まっていた。西側の空に傾かたむいた赤い太陽は、形を楕だ円えん形けいに歪ゆがませて、日にち没ぼつの準備を始めている。午後五時──腕うで時ど計けいに目を落とし、京介は疲つかれた体へ、深く煙草たばこを吸い込んだ。

　煙けむりを吐はくと、胸の奥で肺が軋きしむ音を上げたような気がした。減らした方がいいのだろうと思ってはいるが、一日に吸う煙草の数は増え続ける一方だった。京介の父親は、くしゃみ一発でガン細さい胞ぼうを肺から排はい出しゆつする特技を持っているらしい。豊花は京介を父親に似てきたと言うが、恐おそらく自分にそんな力はない。煙草を止やめて、もう少し安全な職業に就つけば、きっと自分は長生きできる。生きることは何て大変なんだろう、と、出たばかりの本家を振ふり返り、京介はため息をついた。ビルの各階の窓には明かりが灯ともり始め、色いろ褪あせてゆく天に向かって、強い自己主張をしているようだった。

　舗ほ道どうを歩きかけたところで、京介は足を止めた。本家と隣となりの建物の間、細い路地の奥から男が出てくるところだった。路地の先には老ろう婆ばが経営する小さな煙草屋があり、未成年の術者が買いに行くと、モデルガンで撃げき退たいされる。一時、老婆が銃じゆう刀とう法ほう違い反はんで逮たい捕ほされた、という噂うわさが出たが、路地から出てきた男が煙草の箱を持っているということは、老婆はまだ現役なのか、あるいは経営者が変わったのか──。

「あらら？　君、一条京介君？」

　相手が気軽な声で尋ねてきた。日没の逆光のせいでよく見えなかったが、その顔にも声にも全く覚えはなかった。京介はため息混じりに問い返した。

「誰だれだ？」

「んー、それは教えられないんだなー」

「…………」

「だって、君、僕が煙草吸ってたって、バラすでしょう」

「…………」

「誰が決めた決まりか知らないけれど、上層部の人間はいつでも禁きん煙えんって、何とかしてほしいよねー」

「…………」

　男は気け怠だるそうな口調でそう言うと、その場に勢い良くしゃがみ込み、唇くちびるでキャメルマイルドのセロファンを破いて開けた。夕焼けの中で、その人相はやはり良く見えない。スーツを着ているが、口調や姿勢に服が似合っていなく、無理矢理就職活動をさせられている大学生のようだった。

「仕事はどうだい？」

　唇の先から細い煙を棚たな引びかせ、男が唐とう突とつにそう尋ねた。何を尋ねられているのかわからなかったので、京介は問い返した。

「あんた、本家の人か」

「そうだよー」

「本家の人で、上層部の人か」

「へええええ。今までの短い会話で、もう推測できちゃったんだ。賢かしこいねー」

「普ふ通つうだろう」

「突つっ立ってないで、座れば？」

「忙いそがしいんだ」

「あらら、嫌いやな言葉。忙しいっていう字は、心を亡なくすと書くんだよ」

「…………」

「少しでいいからさー。僕も休みたいし、君も休みたそうだよ」

「…………」

　仕方ないのと、言われるまでもなく疲れていたのもあって、京介は男の隣にしゃがみ込んだ。男はずっと、何かのテーマソングのような鼻歌を歌っていた。

　路地の先から歩いてきたサラリーマン風の男が、京介たちを不ふ審しんそうな目で見ていた。学生服の高校生と、スーツ姿の男がしゃがみ込んで煙草を吸っている光景は、それなりに珍めずらしくはあるだろう。光流脈矯きよう正せい術者と、その組織の人間だと一発で見み抜ぬける一いつ般ぱん人じんがいたら、拍はく手しゆくらいしてやろうと京介は思った。

「僕ねー、昨日か、一昨日おとといか、たまたま医務室の近くの廊ろう下かを歩いてたんだ。あそこの看護婦さんで、すっごい可愛かわいい子がいるから」

　鼻歌を止めた男がそう言った。

「そうしたら、腹を裂さかれた術者が医務室に運び込まれたって、セーラー服の女の子が大おお騒さわぎしてた。だからつい、見に行っちゃった」

「それでおれのことを知ってるのか」

「助かって良かったね。僕も、今の部署に来る前は、普通の矯正術者だったんだけど。仕事中に死んじゃった仲間をたくさん見たよー」

　夕暮れの光の中で、男がくわえた紙巻きの部分だけが、声のテンポに合わせてのんびりと動いている。

「不ふ慮りよの事故も多いけれど、死んじゃった奴やつの中には、親に言われて仕方なくとか、他ほかにやりたいこともないからとか、そういう理由で術者をやってたのも多かった。きっと、光流脈そのものが、そんな奴が術者を続けるのを嫌がったんだろうなあ、とか思ったねー」

「何の話だ？」

「んー、世間話」

「…………」

　虹原駅の方から、高い警笛の音が響ひびいた。そろそろ帰宅ラッシュの始まる時間だった。

「ごめんねー」

　新しい煙草たばこをくわえ、男がそう言った。スーツの内ポケットから銀色のライターを引っ張り出し、火を点つけようとする。風が吹ふいて火が消えた。

　京介は自分のライターを差し出し、火を点けてやった。

「ごめんって、何が」

「仕事がねえ……華奈ちゃんには直接逆らえないのよ、僕」

「…………」

　おどけた口調で男は言ったが、吐はいた煙けむりには疲ひ労ろう感が漂ただよっていた。

「でも、間接的には逆らえるんだけどね。僕、人を使えるし」

「…………」

「というわけで、今から話すのは、全部僕の独り言。よろしい？」

「何が……」

「『合わせ魂たましいの石』。それはやたらとややこしい構造の術具」

　長い指の先に煙草を挟はさんで、男は言った。男の頭上で、街灯が点灯しかけたが、悲しそうな点てん滅めつを繰くり返しただけで、光は灯ともらなかった。

「簡単に言えば、基本形態になる個体を殺して、そこに別べつ途と、能力を追加してゆくんじゃなかったかなー。生かしたままだと、拒きよ絶ぜつ反応出ちゃうから。まあ、術者なんかが神様の真ま似ねして生物を創つくろうとしたって、まともなものはできないに決まってるんだけどね」

「…………」

「結局、本体に意識を備えつけることはできなかった。敢あえて自意識は排はい除じよさせて、術者の思うように操あやつりたかったのかもしれないね。ところが排除しようと思えば、今度は不具合から意識が生じた。研究の黎れい明めい期には、失敗はつきものだし、仕方ないっちゃ仕方ないけれど。僕に言わせれば、華奈ちゃんはまだまだですなー、って感じ」

「…………」

「人間の意思に隷れい属ぞくして、破は壊かい行動を得意とするように作られているっていうことだけれど、本音のところは作られているんじゃなくて、そういうふうにしか作れなかったらしいよ。意思を発信する側が高度な感情を飛ばしても、受け手の脳で情報処理が追いつかなければ、命令として成り立たないでしょ。結局、動物脳のある生き物なら共通で通じる、大脳辺へん縁えん系けいからの感情命令──攻こう撃げきも含ふくめた、本能的な行動だけを実行する操り人形ができました、というわけ」

　暗い街灯を見上げ、男は長く煙を吐いた。

「基本形態になる動物を人間にすれば、もっと高度なデータができるんだろうけれどね。それは倫りん理り的にまずいから、許可を出さないけれど、華奈ちゃんなら僕の命令なんか無視して、いつかやっちゃいそうだよな」

「…………」

「そもそもにしてさ、今回のデータだって、僕は開発許可を出した覚えないんだけどなー。でもねえ、華奈ちゃんは、僕が飲み屋で許可書にサインしたって言うんだよ。ずるいよねー、そういうの」

「…………」

「それはさておき、『使役型術じゆつ獣じゆう惨ざん殺さつ二種・改良版三号』の弱点」

　スーツの膝ひざをぴしゃりと叩たたくと、男は立ち上がった。背の高いシルエットが、藍あい色いろの空の下で揺ゆれる。

「炎ほのおを吐くっていうんだから、簡単。弱点は水でしょう」

「そんなもんなのか」

「そんなもんだよ。偉えらそうにしてるけど、所しよ詮せんは華奈ちゃんが作ったものだからねー」

「…………」

「構成要素を一つでも崩くずすようなものをぶつけてやれば、データは壊こわれる。どうせ繫つなぎ合わせの命なんだから。あとは核かくを破壊すれば、存在そのものが綺き麗れいに消しよう滅めつするよ。こういうところは地球に優やさしくていいんだけどね。ゴミの分別に困らない」

「水か……」

　濃こさを増した空を見上げ、京介は小さく呟つぶやく。光流脈から得られる力で、水を操る術は一つとして存在しないと言われている。大地を網もう羅らする光流脈と水とでは、相性が良くない。現在、地上で光流脈の通わない場所の多くは、川や湖などの水に関係する場所、そして海域であった。

「バケツの水でもぶっかけてやればいいのかな」

「君ねえ、光流脈使いでしょう？　だったら術を使って勝とうよ。まあ、回復力がものすごいらしいから、バケツの水くらいじゃ、大したダメージは与あたえられないだろうけど」

　軽く笑いを含んで言う男へ、京介は眉まゆを顰ひそめる。太陽がビルの陰かげに沈しずみ、逆光は消えたが、今度は夕ゆう闇やみのせいで相手の顔が見えない。

「でも、水を使える術がない」

「水を使える術はないけれど、似たようなものならあるでしょ。術本はどこまで習得してるの」

「二十冊」

「じゃあ、知ってるはずだ。さあ、頑がん張ばれ。答えを当てて指令を遂すい行こうさせれば、豪ごう華か特別報ほう酬しゆうが出るよー。いいなーいいなー」

　肩かたを揺すって一人ではしゃいでいた男だが、本家の方に目をやると、呻うめき声を上げた。正面玄げん関かんから、人ひと影かげが多数、舗ほ道どうの方へ歩いて行くのが見える。

「そろそろお別れの時間が近づいてきました……」

「…………」

「でも最後に。指令の件、本当に頑張ってくれないかな。君にとってもそうだろうけど、これは僕にとってもチャンスなんだよね。分室のデータ、ずっとぶっ壊したくて仕方なかったんだけど、僕は直接手が出せないでしょう？」

「…………」

「これがうまくいけば、分室自体を潰つぶす取っ掛かかりもできるし──」

「苦手なんだ」

　ため息と共に煙けむりを吐はき、京介は男の言葉を遮さえぎった。

「そういう、係わっている人間それぞれの事情を考えて、動いたりすることは、苦手なんだ」

「あら？」

「仕事だから、努力はする。だけど、成功するかなんてわからない」

「あらら？」

「だから、希望なんか押しつけられても困る」

「あららら……。君、聞いていた話より、結構まともそうだね。無表情で無感動で自分と他人に興味がなくて世の中と正常な係わりを築けない奴やつって聞いていたけど、割としっかりしてるじゃないか。やりもしないで、最初から無理だって諦あきらめる奴も多い世の中だってのにさ」

「…………」

　男は夕闇の中で、何度も頷うなずいていた。誰だれが男に話したのかは知らないが、その特とく徴ちようだけを聞けば、随ずい分ぶんと自分は厄やつ介かいな性格をしているのだな、と京介は客観的に思った。

「さてと、じゃあ僕は戻もどるけど──」

　京介の肩の辺りをぴしっと指差し、男が言った。

「矯きよう正せい術者は黒マント、ちゃんと着けてね。魔ま法ほう使つかいっぽくていいでしょ」

「…………」

「それじゃあ、またねー」

　革かわ靴ぐつをぺたぺたいわせて歩きながら、男は本家の方へ戻っていった。玄関にいた人影が、何やら大おお騒さわぎをして男に駆かけ寄って来る。彼らに引きずられるようにして、男はビルの中へと消えていった。

　風が流れ、近くのスーパーからタイムサービスのアナウンスが聞こえ、空の色に黒が混じり始める。頭上の街灯が死に物もの狂ぐるいのように点てん滅めつさせた光を見上げ、京介は立ち上がった。無む駄だにしたのか、得をしたのか、よくわからない時間を過ごした、と思った。




「まだ、みたいだ……」

　日にち没ぼつと共に、東の空から吹ふく風が強まった。

　黒マントを風に煽あおられ、手にした玲れい洗せん樹じゆの枝に力を込めて、住吉俊夫は虹原高校の校舎を見上げていた。住吉が本家を出た時、矯正術者の少年は、道みち端ばたで誰かと話をしていた。彼よりも先に虹原高校に戻ってきた住吉は、気弱な表情で、もう一度呟いた。

「ごめんね、一条君……」

[image: ]

　マントが強く翻ひるがえり、住吉の顔を覆おおい隠かくした。




「ギ……ギロチンが……」

　午後五時──虹原高校正門前のロータリーで、長谷常彦は目の前の光景に絶句していた。

　そこにはつい十数分前まで、高さ二メートルの断頭台があった。長谷が風紀委員を使い、数時間かけて完成させたものである。世界史の資料集を参考にして造り、見事に再現されていたはずの処しよ刑けい道具は、長谷と風紀委員一行が目を離はなしたわずかな時間の間に、すっかり壊かい滅めつさせられていた。

　木製の柱は、何かわけがあって腹を立てた熊くまが回し蹴げりでもしたかのように、まっぷたつにへし折れていた。断頭台最大の特徴である、首を斬きり落とすための刃やいばも粉々に砕くだかれていた。そしてただの瓦が礫れきの山と化した断頭台の残ざん骸がいには、鮮あざやかなピンク色のスプレーで何かの文字が書き殴なぐってあった。

「だ、誰が一体こんなことを……！」

　握にぎりしめた拳こぶしを震ふるわせた長谷の額に、びしびしと血管が浮うかび上がってゆく。スプレーの落書きに目を細めていた塩原友子が、不意に声を上げた。

「──委員長、犯人がわかりました！」

「何だと、塩原君……！　指し紋もんでも見つかったか!?」

「いいえ、だって、書いてありますから」

　そう言うと、塩原はスプレーの文字を指差した。そこには非常に読みづらいものの、確かにこう書かれていた。

「ええーっと……『花』……『上』……何だ？　字が下手くそ過ぎて読めないではないか」

「『豊花さま参上』、よ！」

　長谷が読み上げた時、校庭の方から疾しつ風ぷうと共に、髪かみの長い女子生徒が駆けてきた。強気な声と、薄うす闇やみの中でも鬱うつ陶とうしいほどに輝かがやく瞳ひとみの持ち主は、長谷が体育用具倉庫に監かん禁きんしたはずの、一条豊花だった。一条豊花は、何な故ぜか後方に何十人もの生徒を従えており、長谷の前で立ち止まると両手を腰こしにあてて、偉えらそうに胸を張った。

「楽しかったわよ。ギロチン、壊こわすの。柱を蹴り壊すのが癖くせになりそうだわ。帰ったら家でもやってみようっと」

「な、な、な……！」

「あんたがどんな手段を使ったって、あたしは絶対に負けないわ。あたしを処刑しようなんて、二億光年早いのよ」

「こ、こ、こ……！」

「あんたの革命は今日で終わりよ。そして代わりに、今日からあたしがこの学校の支配者になるわ」

　長谷の後ろにいた風紀委員が、騒そう然ぜんとなった。風紀委員長の下にいれば一いつ般ぱん生徒に対して威い張ばれると思って、忠誠を誓ちかった者たちである。支配者が突とつ然ぜん代わると言われ、困こん惑わくしたのだろう。

　長谷は一条豊花を指差すと、委員のざわめきを黙だまらせるような大声を出した。

「何をとち狂くるったことを抜ぬかしているんだね！　君はギロチン待ちの愚おろかなる魔ま女じよだぞ！　大体、君に従う生徒など……」

「甘いわね。時代は刻一刻と変わってゆくのよ。昼間まではあんたの恐きよう怖ふ政治に従っていた生徒たちも、今じゃすっかりあたしの配下よ」

　立てた親指で自分の背後を示し、一条豊花は強く頷うなずいた。風が吹いて、長い髪の束が勝者の旗のように翻る。

「というわけで、この学校の王はあたし。第二校舎もたった今から『豊花さま万ばん歳ざい城じよう』と改名するわ。いいわね、皆みなの衆！」

　一条豊花が言うと、彼女の後ろで生徒の集団が「豊花さま万歳」と口々に叫さけんだ。長谷の配下であった風紀委員たちが、その盛り上がりを羨うらやましそうに見ている。

「認めないぞ！　そんなものは断じて認めないぞ！　ポチ君、ポチくーん！」

　長谷は地じ団だん駄だを踏ふむと、ついでに両手も振ふり回して叫ぶ。地じ響ひびきと共に長谷の隣となりへ黒くろ獅し子しが現れた。一条豊花の仲間の生徒が悲鳴を上げ、何人かが腰を抜かした。

「見よ、この威い力りよくを！　この学校の王はどうあっても私だ！」

「あんたなんか王とは言えないわ」

　腰を抜かした仲間を庇かばうように──あるいは、単にもっと前に出たかっただけか、とりあえず大きく一歩踏み出して、一条豊花が言う。

「その化けものにどんなに威力があったって、それはあんた自身が持ってる力じゃないでしょう。カンニングして満点を取って、それで大威張りしているようなもんじゃない。実力で勝負しなさいよ！」

「え、偉そうに……！　一条京介君や君が、奇き妙みような魔法を使うことを私は知っているのだぞ！　悪魔と契けい約やくして手に入れた力とか、通信販はん売ばいで売っている怪あやしげな本に載のっていた技とか、小学校の時に流行はやった変なまじないとか、どうせそういうものなんだろうが！」

「違ちがうわよ！　あの力は……」

　怒ど鳴なりかけた一条豊花であるが、不意に得意げな笑えみになると、傲ごう慢まんそうな目で長谷を見返し、言った。

「あたしたちの持つ力はね、あんたが一生知ることもないような、尊くて誇ほこり高いものなの。百パーセント間違いなく、肉体に宿る実力よ。あんたとは次元が違うんだから」

「く、くそう……魔女のくせに、開き直るとは生意気な……」

　長谷は眼鏡めがねをひっきりなしに押し上げると、別の切り口から反論を開始した。

「──では、君には清く正しい主義があるかね!?　私には正義の風紀を貫つらぬくという、支配者として恥はずかしくない主義がある！　君は単に人の頂点に立ちたいだけの目立ちたがりだろう!?」

「失礼ねえ、あたしにだって、毎日面おも白しろければいいという、支配者として恥ずかしくない主義があるわよ！」

「そんなものは主義とは言えんぞ！　君はただの愚かな享きよう楽らく者しやだ！」

「あんたのしていることだって、ただの変人な暴君じゃない！」

「私は違うぞ！　私は得た力を活いかし、学校の統一のために役立て、愚かな生徒を導く正義の王になろうとしているのだ！」

「正義の王が、人を泣かしたりギロチンにかけたりするわけないでしょう！　真の王なら、週休四日制を実現したり、学食ラーメンのチャーシューを三枚に増やしたりするわよ！」

「そんなもんするものか、馬ば鹿かか君は！」

「馬鹿はあんたでしょう、『参上』の字も読めないくせに！」

「おのれ魔女め、自分の字の下手くそさを棚たなに上げるか……。──ポチ君！　魔女をざくっと死し刑けいに……がふっ」

　黒獅子に命令しかけた長谷の顔面に、強きよう烈れつな打だ撃げきが入った。鈍どん器きで殴なぐられたような痛みに、長谷はその場に昏こん倒とうする。塩原友子が長谷を助け起こしながら、敵の装備に目を見開く。

「い、いつのまにそんなものを……！」

　一条豊花とその仲間たちは、家庭科室から借りてきたらしい、フライパンや麵めん棒ぼう、まな板などの武器を隠かくし持っていたのだった。

「用よう意い周しゆう到とう──英えい雄ゆうの基本よ」

　ヘルメットのように、鍋なべを頭から被かぶった一条豊花が、不敵な笑みを浮うかべてそう言った。




　本家から学校へ戻もどる道は、行きに通った国道ではなく、虹原川の土手沿いを歩くことにした。数分程度の遠回りになるが、静かに考えながら歩きたいと京介は思った。

　隣となり町まちとの境界線の役割も果たしている虹原川の水面は、空の色を映して濃のう紺こん色に染まっていた。街灯が点在する土手の上を、部活帰りらしい中学生の集団が、ばたばたと走り去る。野良犬が土手の上と下をうろうろと動き回り、二人乗りの自転車が転てん倒とうして笑い声が上がる。吸い込んだ煙草たばこの煙けむりを長く吐はき、京介はため息をついた。うるさくて考えがまとまらない、というのは周囲に対する八つ当たりだろう、と思った。いくら考えても、黒獅子への対たい抗こう策さくは思いつかなかった。

　不意に強い風が吹ふいて、目にゴミが入った。立ち止まった京介は、ふと傍かたわらにある看板に目をやった。虹原川の説明が書かれたもので、五キロ先の南で、関東で一番大きな河川に合流するとかいうどうでもよいことが、ペンキの剝はげかけた看板に載せられていた。

　川の名前は、もちろん虹原市から取られたもので、そもそもこの辺りは、昔、虹がよく現れる土地だったからという理由で、この名前をつけられたという。出たのが虹ではなくて、野次とかドジとかだったら、この地には別の名前がつけられているところだった。

　昔──恐おそらく二、三百年ほど前に、この地で虹が頻ひん繁ぱんに発生した理由なら、京介は知っていた。光流脈使いが自然現象を操あやつる術を創つくり出したのが、ちょうどその辺りの時期らしい。天候を操る術も生まれ、その実験中には虹を含ふくめた様々な現象が空を覆おおったのだろう。術者以外の一いつ般ぱんの人間にとっては、目まぐるしく天候が変わることは全く不可解だったに違いなく、この類たぐいの術の起動前には天候操作許可証の発行が必要とされたのは、この頃ころからであるらしい。また、術の開発は、本家所有の土地にある実験場内のみで行なわれることも義務づけられた。

「……虹……」

　看板の前に立ちつくしたまま、京介は呟つぶやいた。三秒後、看板を一発殴ると、来た道を引き返すべく、走り出した。前方にいたランニング中のボクサーらしき男が、驚おどろいて「みぎゃあ」と叫さけんだ。






















　午後六時前──準備を調ととのえた一条京介が正門に戻ると、門の付近では奇き妙みような事態が進行中であった。

　二つの生徒のグループが、戦争もどきのような行こう為いに熱中していた。片方は、風紀委員長の長谷と、例の黒くろ獅し子しが率いるグループ。怒ど鳴なる長谷が黒獅子に炎ほのおを吐かせ、正門周辺の至る所に焦こげ目を作り、また、長谷の手下らしい風紀委員の生徒たちも、ぎゃあぎゃあ騒さわぎながら、ホウキやらちりとりやらを振ふり回している。

　そんな彼らに対抗するグループは、どうやら一般生徒の集団であるようだった。武器は何な故ぜか調理実習に使うような台所用品だが、果か敢かんにも風紀委員と接戦を繰くり広げている。

　正門前のロータリー中央にある、円形の花か壇だんの周りで、二つのグループは合戦を展開させていた。傍はた目めから見る限り、分があるのはやはり黒獅子のいる風紀委員側である。が、化けものが炎を吐くと、一般生徒は教員専用の駐ちゆう車しや場区域に一いつ旦たん待たい避ひし、車の陰かげで火の手をやり過ごしているようだった。いつまで続く争いかはわからないが、放置しておけばこの地が澱よどむことは、軽く予想がついた。

　駐車場の中で一番高価そうな、黒い外車の陰から、盛んに大声を発している女子生徒がいた。「突つっ込め」とか「負けるな」とか叫んでいる割に、彼女自身は車の陰から動こうとしない。何のつもりだか不明だが、頭に鍋なべを被かぶっているその生徒は、豊花のようだった。

「お前、何してるんだ」

　京介は側そばまで歩み寄って行って、尋たずねた。豊花が鍋の縁へりの下から、ぎらぎらと輝かがやく目線を飛ばしてくる。

「あら京介じゃない。何よ、あんたも参加したいの？」

「参加はしたくない。何の騒ぎか気になっただけだ」

「見てわからないの？　戦争に決まってるでしょう？」

「ふうん……」

「風紀委員長の恐きよう怖ふ政治がついに終わるのよ。あんた、歴史の瞬しゆん間かんを目まの当たりにできることを、光栄に思いなさいよね。そして豊花さま万ばん歳ざいって言いなさいよ」

「楽しそうだな」

「楽しいわけないでしょう!?　これは戦争なのよ！　京介と違ちがって、あたしは喧けん嘩かなんか嫌きらいなんだから……あたしだって、できれば血で血を洗う争いなんかしたくないわよ──ああっ、今よ！　右からまな板でクラッシュ！　素す敵てき、また一人倒たおしたわ！」

　豊花は戦争とやらの光景に向かって、興奮気味にそう叫んでいた。荒あらい鼻息を吐はき、頭の上で鍋ががたがた揺ゆれていた。

　防ぼう火か壁へきとなっている車の向こうで、怒ど声せいが轟とどろいていた。手にした玲れい洗せん樹じゆの枝で肩かたを一つ叩たたき、京介はため息をつく。別に、自分は好きで喧嘩をしているわけではない。騒ぎ散らして喧嘩を吹ふっかけてくる相手を倒しているのは、自分の力を誇こ示じしたいのではなく、単に身の回りの静せい寂じやくを守りたいだけだ。

「──豊花」

　わあわあ喚わめいている豊花の横顔に向かって、京介は声をかけた。鍋の縁から長い髪かみの束が二つ伸のび、そのシルエットだけ見れば、豊花は新種の宇宙人のようだった。

「うるさいわね、話しかけないで。今忙いそがしいのよ」

「あの黒獅子と戦いたいんだ」

「何よ、やっぱり京介も参加したいんじゃない。興味なさそうな顔をしてるくせに、何だかんだ言っても、あんたも子供よねえ」

「…………」

「いいわよ、好きなだけ戦ってちょうだい。その辺に転がっているお鍋、被っていいから。あ、でもあたしの軍にいる限り、あたしの命令にはちゃんと従うのよ。それからここではあたしはあんたの主君なんだからね。態度に気をつけて……」

「お前の軍には入らない」

「は？」

「一人で戦う」

「な、何を言ってるのよ……勝手な行動はさせないわよ！　あたしは王なのよ！　英えい雄ゆうなのよ！」

　豊花は京介の腕うでをがしっと摑つかむと、くわっと口を開いて叫さけんだ。その反動で、頭から鍋が落ちた。

「京介には、一度きちんと言い聞かせておかないといけないって思ってたわ。これを機に、肝きもに銘めいじておくのよ。いい？　あんたはあたしの便利で気軽なお助けマシーンなの」

「誰だれが決めたんだ、そんなこと」

「だからあたしのためになることは、大いにやってくれて構わないけれど、それ以外はその都度許可を取ってちょうだい。勝手な行動を取られてまた死なれたりしたら、たまったもんじゃないわ。ましてやあたしより目立とうとか、あたしの邪じや魔まをしようとかいう野望を抱いだこうものならば、明日の太陽を拝めないようにしてやるわよ。それから……」

「悪い。お前の戯ざれ言ごとを聞いているほど、暇ひまじゃないんだ」

　京介は玲洗樹の枝を振り下ろすと、豊花の頭に一発ヒットを食らわせた。豊花は一瞬で喋しやべらなくなり、ころんと地面に倒れた。

　豊花から「女の子は殴なぐるな」といつも言われているので、そういう方針を採り入れている京介であったが、頭の中がすっかり奇き妙みような英雄思想で染まってしまっている人間は、緊きん急きゆう事態につき、女の子とは見なさないことにした。

　豊花を置いて車の陰から出ると、京介は戦場の中へ歩き始めた。奇き声せいを上げて襲おそいかかってきた風紀委員を、右みぎ腕うでを振って撃げき退たいした。豊花の仲間も集団で殴りかかってきたが、足を引っかけてやったら、ドミノ倒しのように全員転てん倒とうしてくれた。

　生徒──戦士といった方が適当だったろうか──を倒し、京介は長谷のいる場所を目指した。あと数歩、という位置まで来た時、長谷の方から話しかけてきた。

「何の用だね、二戦二敗の一条京介君」

「勝負がしたい」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべる長谷を見返し、京介は言った。その傍かたわらで黒くろ獅し子しは血の色をした瞳ひとみで、じっとこちらを見つめていた。命令がなければ動かない──動けない。繫つなぎ合わせの命と表現されたそれは、殺気も放たずにただそこに存在していた。

「おれと、お前が操あやつるその化けものと、一対一で」

「……ほううう」

　眼鏡めがねを鋭するどく光らせた長谷は、口元に嫌いやみな笑みを浮かべて答えた。

「君は本当に懲こりないな。どう思うかね、塩原君」

「また、全校生徒の前で内臓を披ひ露ろうしたいのではないでしょうか」

　長谷の隣となりにいた塩原が、強く首を縦に振ふって言った。

「まあ、放課後の今では、そう観客も集められませんが。やっぱり、一条豊花さんの双ふた子ごの兄だけありますね。顔に似合わず目立ちたがりなのかもしれません」

「なるほど。妹の方もそうだがな、目立とう精神で私の素す晴ばらしき革命を邪魔されるのは、非常に不ふ愉ゆ快かいなのだよ」

　鼻の穴を大きく広げると、長谷は邪じや悪あくそうな笑みを浮かべて頷うなずいた。

「──いいだろう。受けて立とうではないか。そして君は派手に負けて、派手な墓でも作ってもらい、大いに目立ってくれたまえ」

「おれが勝ったら、その化けものは消しよう滅めつさせる。お前は学校から手を引いて、元の状態へ戻もどせ」

「あり得ない話だが、まあいい。では、私が勝った場合には……」

　京介の鼻先にびしりと指を突つき出すと、長谷は嬉うれしそうに言った。

「……いや、私が勝った場合の条件は、なしだな。何な故ぜならその時こそ、君の愚おろかで儚はかない一生が終わる時だからだ。けれど、死に際ぎわに長谷委員長万歳と五回ほど言ってもらえたら嬉しい」

「何だっていい。始めるぞ」

　豊花といい、長谷といい、何故万歳という言葉が好きなんだろう──そんなことを思いつつ、京介は校庭に向かって走り出した。長谷は「いきなり逃にげるな」と非難の叫びを上げたが、逃げたわけではない──黒獅子との距きよ離りを取りたかっただけだった。

　校庭へ出た時、ちょうどゴングのようにチャイムが鳴り響ひびいた。京介は、星の数が目立ち始めた空を見上げた。梅雨つゆまで雨は降らないと天気予報が宣言していた空の形は、映画のスクリーンのような長方形に見えないこともなかった。

「良かったな、礼子……」

　口の中で呟つぶやき、足を止める。校庭の中央に立った京介は、玲れい洗せん樹じゆの枝を地面に突き立て、呪じゆ文もんを唱えた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。地に記しし輪において、気流を起動。天に向かいて一刻、我、雨を乞こう」

　校庭中──術の範はん囲い設定を施ほどこした、学校の敷しき地ち全体が、黄金色の輝きを放った。ゆっくりと校庭の砂が渦うずを巻き始め、大気が蠢うごめく。周辺の湿しつ度どが上じよう昇しようし出し、気温の激変で皮ひ膚ふが震ふるえた。渦を巻いた風が不可視の上昇気流に変わり、天へ昇のぼってゆく。虹原高校上空の空にだけ雲が翳かげり始め、星が霞かすんで姿を消した。

　虹原川の土手から本家に再度戻り、京介は術者センターで天候操作許可証を発行してもらっていた。必要な術具を持って学校に戻ってから、校門付近の騒そう動どうに参入する前、学校の敷地周辺を歩いて術の範囲設定を行なった。今回の場合は気流を生じさせるので、「雲の竹」という術具を五メートルの等とう間かん隔かくで地中に埋うめた。現在起動させた天候を操る術は、虹原高校の敷地内に於おいてのみ、有効となる。関係のない土地を巻き込まない、という術者の常識から、というよりも、狭せまい地域に限って術を発生させた方が、局地的な分、強い威い力りよくが望めるのではないかと予想したからである。強い威力──この場合は、雨の強さだ。

　太古の昔より、人類の文明には雨あま乞ごいの儀ぎ式しきは登場していた。多くは農業に結びついた祈き願がんであり、その方法も行なう者──民族や宗派によって異なっていたらしい。京介が術本で読んだ内容では、始祖術者であった巫女みこも日照りが続いた際、土地の民たみに請こわれて雨を降らせたという。この場合、天候を動かしたのは巫女の神通力ではなく、巫女の願いを受け入れた光儀大神だ。つまりは、精せい霊れいには天候を操る力があり、それ故に光流脈によって雨を降らせる方法も開発されていた。本家の外で出会った男に言われるまで、京介はそんな術があったことを忘れていた。七百万種も存在する術を、京介はただ片かたっ端ぱしから機械的に習得しているだけだった。

　気流を生じさせるのは光流脈の力であるが、降る雨は純じゆん粋すいな自然現象である。これすらも無効化された場合のことは、考える時間がなかった。

　空が暗くなり始めた時、校庭の隅すみから漆しつ黒こくの塊かたまりが宙を飛んで襲おそいかかってきた。黒獅子だ──玲洗樹の枝を握にぎると、京介は走り出した。実際に雨を降らせるまでには、多少の時間を要する。その間、逃げ延びなければならない。術が起動中の間に、何らかの事情により術者が死亡すると、術そのものが無効になり、望んだ現象が発生しなくなってしまう。

　黒獅子が牙きばを剝むき、京介の頭部へ食いついてきた。玲洗樹の枝を振り、牙の攻こう撃げきを払はらい除のける。金属同士がぶつかり合うような硬かたい音が宙に響き、火花が飛び散った。太さは人間の腕うで回りほどの枝であるが、この杖つえの強度は割と高い。ふと、玲洗樹の枝で殴なぐって気絶させた豊花が心配になった。全部片づいたら、治ち癒ゆ術をかけて、その辺の駄だ菓が子し屋やでアイスでも買ってやれば、まあ機き嫌げんは直るだろうと京介は思った。

　黒くろ獅し子しの喉のどが、爆ばく発はつ前の火山のような唸うなりを上げ始めた。京介は玲洗樹の枝を引いて敵から身を離はなすと、その場に伏ふせた。頭上を轟ごう音おんと同時に、灼しやく熱ねつの炎ほのおの波が駆かけた。

　低い姿勢のまま、黒獅子を迂う回かいして京介は走った。分厚い雲に覆おおわれた空の奥で、小さな光が瞬またたいていた。雷かみなりだ。だが、降雨にはまだ至らない──背後で咆ほう哮こうが響き、黒獅子の爪つめが京介に迫せまった。

　避よけたつもりだったが、右みぎ肩かたを抉えぐられた。舌打ちし、見返した赤い双そう眸ぼうが、雷らい光こうを跳はね返して強く輝く。

「ポチ君、魔ま女じよをこてんぱんにしてしまえー！」

　校庭の隅で、長谷がそう怒ど鳴なった。こてんぱんとは、具体的にどの程度やられるさまを表現するんだろう、と京介は思った。だが、考える余よ裕ゆうはなく、黒獅子の翼つばさが大気を打ち、強風が生じる。砂が舞まい上がり、視界が半減した京介へ、黒獅子の右前まえ脚あしが襲いかかった。

　玲洗樹の枝で打ち返し、その攻撃方向を逸そらすが、すぐに左脚が向かってくる。京介は地面へ叩たたきつけられた。砂すな嵐あらしの向こう、飛びかかってくる黒い塊が見えた。次の瞬しゆん間かん、空全体が轟とどろきと共に紫むらさき色いろの稲むらさき光びかりを発し、空気が割れた。

　滝たきのような豪ごう雨うが校庭を襲った。空を駆ける稲いな妻ずまの唸りと、降り注ぐ雨の轟音だけで、他ほかの音は何も聞こえない。無数の大おお粒つぶの雨が地面を穿うがち、水はけの悪い校庭は、浅い湖のように激変してゆく。強い雨に頭から打たれながら、京介は目の前で黒獅子の体が崩くずれていく様を見つめていた。翼と背中が、溶とけた蠟ろう細ざい工くのように形を失ってゆく。赤い瞳ひとみが本来の位置から零こぼれ、ぬかるんだ地面に落ちる。ひび割れた牙を天に向け、黒獅子は何度も吠ほえていたが、雷の音がそれをかき消した。

　獅子としての外見が崩ほう壊かいし始めた時、京介は背後に人の気配を察した。そこには豪雨の中、黒マントを引きずるようにして歩いてくる住吉の姿があった。京介は斬きられた肩かたを押さえて立ち上がり、眉まゆを寄せた。顔を伏せてゆっくりと歩む住吉の様子は、どこかおかしかった。

「……流れよ、大地を走る輝く女神」

　玲洗樹の枝を天に掲かかげ、住吉が言った。雨の音で消えてしまいそうな小声だったが、それは間ま違ちがいなく呪文だった。

「地に記しし輪において、気流を起動。天を覆う蓋ふたを打ち払え、我、空を求む」

　滝のような雨の動きが、一瞬にして凍こおりついた。空を舞っていた雨あま粒つぶの一つ一つが、形を保ったまま静止画像のように止まってしまう。そして次の瞬間、固まっていた雨粒全すべてが一いつ斉せいに弾はじけ、宙に飛び散った。金属が砕くだけたような音が響ひびき、鼓こ膜まくが痛んだ。

　噓うそのように雨が止やんでいた。空の果てで、騒さわぐことに飽あきたように、稲妻が音を潜ひそめてゆく。雲が急速に薄うすれ、群ぐん青じよう色いろの空が見え始める。雨を降らせる術の反対──晴天を望む術が使われたのだ。京介は天から住吉へ視線を動かした。全身ずぶ濡ぬれの住吉は、辛つらそうな顔で、地面を見つめていた。

「ごめん、一条君……」

「…………」

「もう、ここでおしまいにする……」

　気弱な声で住吉は言った。

「ボクの分室での仕事は、このデータの動きを報告することなんだ。これが、ちゃんと人を──光流脈使いを殺せるほどの力があるか、どうか。うまくいかないようだったら、微び調ちよう整せいをして攻撃力の改良をする……うまく術者を殺せるように。……でも、力は十分みたいだよね……」

「…………」

「室長がこんなデータを開発して何に応用したいのかなんて、ボクにはわからない……でも、こんなことの手伝いなんか、したくなかった。術者を辞やめちゃいたいと思った……だけど、術者を辞めたボクに何ができるんだろうって思ったら、何も変えられなかった……ボクには何もないから……」

「…………」

「ずっと言えなくて、ごめんね……」

　京介の背後で、黒獅子が唸った。だが、既すでに輪りん郭かくを失ったそれは、獅子と呼べるに相応ふさわしい外見を持ち合わせていなかった。翼も崩れ落ち、鋭するどい爪を持っていた四本の脚あしは、元の半分ほどにまで縮んでいる。漆しつ黒こくの毛に覆われていた表皮は爛ただれ、重油を塗ぬりたくったかのような暗い光を放っていた。

　元は頭部だった場所に、溶け残った赤い片目と牙きばが数本、辛かろうじてぶら下がっている。データの持つ回復力が追いつかないほど一気に攻こう撃げきすれば、勝てないこともなさそうだ──京介は半ば強ごう引いんに自分に言い聞かせた。

　片目の下に空くう洞どうを開け、化けものが吠えた。残念なことに、これほど外見が崩れ落ちても、術の力を無効化する口と声帯は残っているらしい。どうするべきかと唇くちびるを嚙かむ京介の前へ、住吉が一歩踏ふみ出した。

「室長は、このデータが一人でも光流脈使いを殺せるってわかれば、それで満足するんだ……そのための実験なんだ……」

「…………」

「最初は実験場内で具現させて、処しよ刑けいが決定している罪人の術者を使う予定だったんだ……。でも、データが外に逃にげて、それで……」

　住吉は化けものに向かって玲れい洗せん樹じゆの枝を突つき出すと、掠かすれた声で呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。黄土を支点に対象内で芽を全削さく除じよ。次いで主を即そく時じ変へん更こう、肉声を認にん識しき。名は光流脈使い、住吉俊夫──」

　化けものの赤い片目から光が消失し、静かに閉ざされた。巨きよ大だいな芋いも虫むしのような体が、住吉の傍かたわらで動きを止める。住吉は今にも泣き出しそうな顔で、京介を見つめていた。

「一条君に恨うらみはないんだ……相手が誰だれだって、ボクはこうするように、室長から言われていた。使役者になって、術者を殺せって」

「…………」

「ごめんね……」

「…………」

「──攻撃対象、視覚確認により、かの人物に設定。対象の肉体滅ほろびるまで、攻撃」

　住吉は玲洗樹の枝で京介を示し、言った。化けものの体が一度大きく震ふるえ、片目が開いて京介を捕とらえる。俯うつむいた住吉の頰ほおから、雫しずくが落ちた。

「あんた、謝ってばかりだな」

　額に張はりついた前まえ髪がみを払はらい、京介は言った。肩かたの傷に雨が滲しみて、痛み始めていた。

「そんなに謝られても、困る。あんたの事情を知ったからって、協力してやるわけにはいかないんだ」

　牙を剝むいた黒い塊かたまりが襲おそいかかってきた。京介は地面を蹴けると、校庭を走り出した。地面は足首辺りまで浸しん水すいし、制服は水を吸って、いつもの倍くらい体が重かった。そのせいで、思うように走れない。しかし、翼つばさと脚の退化した化けものもまた、以前ほどのスピードで追ってくることができないようだった。

　十数メートルほどの差をつけた時、後方で蠢うごめいていた化けものは、体の一部を分ぶん裂れつさせると、その泥どろの塊を飛ばしてきた。人の頭ほどの大きさの塊は、京介の頰を僅わずかに掠かすめ、背後にあった体育用具倉庫に激げき突とつした。穿うがたれた壁かべの周辺が、唐とう突とつに腐ふ敗はいして崩くずれ落ちる。砕くだけた壁の欠片かけらは泥と化して地に流れた。

　頰に滲にじんだ血を拭ぬぐい、京介は舌打ちをする。水に打たれて、データの体型だけでなく体質までにも変化が起きたのか、今度は触ふれた対象を腐敗させてしまうようだった。実験なんて必要もない、これならば光流脈使いどころか、戦車だって倒たおせるだろう、と京介は思った。

　京介は再び走り、体育館の裏手の狭せまい通路へ逃げ込んだ。豪ごう雨うに晒さらされたこの場所も、足場はひどかった。ぬかるんだ地面には、誰かが捨てた吸すい殻がらが、多数漂ただよっていた。

　上がった息を飲み込み、京介は無理矢理呼吸を整えた。化けものの背後に回る方法はないかと考えた。敵の体が液体化を起こして崩れかけた今なら、背後から術をぶつけてやり、無効化の威い力りよくを逃のがれれば、何とかなるかもしれない。だが、どうやって回り込むか──敵が標的を京介と定めて動いている以上、いくらスピードの差を活いかせたとしても、後方に泥の塊でも飛ばされたらそれで終わりだ。

　地じ響ひびきと共に、体育館全体が巨大な手に揺ゆさぶられたように、震しん動どうした。体育館裏への通路に体が入らないため、化けものが体当たりをしているらしい。建物の壁に黒いヒビが走り、灰のような粉が舞まった。時間がない──京介は玲洗樹の枝を握にぎりしめると、呪文を唱え始めた。

「流れよ、大地を走る輝く女神──」

　これで失敗したら、恐おそらく分室の室長を喜ばせる結果になるかもしれない──そう思った。




　体育館裏から飛び出した京介は、真まっ直すぐに校庭の中央に向かって走り始めた。すぐ側そばまで移動していた黒い塊の、赤い一つ目が鋭い輝きを放つ。化けものは走る京介の背中を追い、跳ちよう躍やくをした。

　巨大な塊が、京介の行く手に降る。着地と同時に水みず飛沫しぶきを上げ、相手は勝ち誇ほこったように吠えた。

　鋭するどい牙きばが風を切り、化けものは京介の体に食らいついた。爛ただれた体から飛び散った黒い塊が、周辺の空気を汚よごす。校庭の隅すみから、誰かの──恐らく、見物の生徒が上げた悲鳴が響ひびいた。

　しかし、敵の牙は京介に刺ささることはなかった。いや──突き刺しはしたものの、何の手て応ごたえもなく通過してしまった。血も流さずに化けものの前で佇たたずんでいる京介は、幻げん影えい術で作り出した影かげだったからだ。

「流れよ、大地を走る輝く女め神がみ」

　体育館裏から校庭に出た京介本人は、玲れい洗せん樹じゆの枝を持ち上げ、その先せん端たんで照準を合わせるように、化けもののいる方角に向け、呪文を口にした。

「辰たつより出いでて戌いぬへ三十、掃そう射しや。前方対象を消しよう滅めつ」

　玲洗樹の枝の先端より光こう弾だんが連発し、漆しつ黒こくの塊へ背中から襲いかかった。黒い体が黄金色の光に囲まれ、やがて飲み込まれて見えなくなる。玲洗樹の枝が光を撃うつごとに腕うでに返ってくる震動に、歯を食いしばる京介の耳へ、断だん末まつ魔まの呻きが聞こえた。敵の声は術の力をかき消す。しかし口から発せられる呼気は、背後からの攻こう撃げきには届かないはずだった。

　光弾の連射が終わると同時に、京介は地面を蹴って走り出した。体の半はん壊かいした黒い塊を真っ直ぐ見み据すえ、呪文を唱える。

「流れよ、大地を走る輝く女神。卯うから酉とりへ光を固形化。二尺前方、対象を切断」
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　玲洗樹の枝の先の空間に、光の粒りゆう子しが弧こを描えがくように収縮し始める。黄金色の光は巨きよ大だいな鎌かまの刃やいばと化した。至近距きよ離りまで近づいた京介は、玲洗樹の枝を振ふり、黒い霧きりを漂わせている化けものの体へ斬きりかかった。光は一いつ瞬しゆん、霧に飲み込まれかけたが、金色の輝かがやきが闇やみを染め返した。

　光の刃が黒い塊を両断した。裂さけた体がどろりと溶とけると、体の中心にあった核かくのような物が見えた。京介は光の刃で、更さらにその核を叩たたき斬った。瞬しゆん間かん、データの体を構成していた全すべての要素が黒い煙けむりを噴ふき上げ、砕け散った。

　黒煙のような風が吹ふき荒あれた。風は地面を撫なでて、水面に波は紋もんが広がって行く。化けものの消えた校庭に、水の駆かける音が響き渡わたった。

　玲洗樹の枝を下ろし、京介は空に向かって長いため息をついた。

　幻影術を解除すると、校庭をゆっくりと歩き始める。黒くろ獅し子しの攻撃対象が、視覚確かく認にんによるものだとわかったことと、藤田という男が使っていた幻影術を、京介も習得済みであったことが幸いした。昨日の校舎内で、長谷から京介を狙ねらえと命じられたにも拘かかわらず、黒獅子は豊花にも襲いかかろうとした。自分と豊花が似ていたから、ではなく、あれはデータの誤作動か何かだと、できれば京介は思いたかった。

　地面にへたり込んだままになっている黒マントの前で一度立ち止まると、茫ぼう然ぜんとしている住吉に向かって京介は言った。

「倒たおしてから気がついた。これで、あんたのところの室長が、更に過激なデータを作るかもしれないって」

「…………」

「その時は、できればもう係わりたくない」

「…………」

「おれは、自分と他人に興味がなくて世の中と正常な係わりを築けない人間だ。ついでに言うと、血管に流氷が流れてる」

「…………」

「だから、他人を勇気づけたり、励はげましたりする言葉なんて知らない」

「…………」

「でも……」

「…………」

「自分には何もないなんて、生きてるうちに言う言葉じゃないってことだけは、知ってる」

　住吉をそのままにし、京介は体を引きずるようにして歩き始めた。必要以上に言葉を発したせいか、ひどく疲つかれた。もちろん、疲ひ労ろうの一番の原因は、術を立て続けに使用したこともあった。光流脈に呪じゆ文もんを通して意思を働きかけ、望んだ現象を起こす際には、精神力が消しよう耗もうされる。元は巫女みこの祈き禱とう姿勢を発展させ、創つくられた力だ。その血を引いていたとしても、体の中に魔ま力りよくやら何やら、余分な力が備わっているわけではない。

　校庭の隅では、正門前で戦争をしていた生徒らが、一ひと塊かたまりになって見物をしていた。全員、こちらを怪かい奇き現象でも見るような目で見ている。その中で一人、背を丸めて遠くを見ているのは、風紀委員長の長谷だった。

「おれの勝ちだ」

　目の前で立ち止まり、京介が言っても、長谷は答えなかった。口を開いたまま、不ふ審しんそうに校庭の先を見つめている。かつての黒獅子は、もうどこにも見ることはできなかった。

「おかしいぞ、塩原君……ポチ君がいなくなった……」

　長谷が言うと、その隣となりで濡ぬれた三つ編みの先を振り回して、水を飛ばしていた塩原が答えた。

「消えましたね。妙みようです。そう言えば、なんだか途と中ちゆうから、委員長の命令もきかなくなっていましたしね」

「うむむむむ。きっと魔女が妙な魔術でポチ君を隠かくしたのだ、きっとそうなのだ……」

　ぶつぶつと呟つぶやく長谷の周辺で、風紀委員の生徒たちが一いつ斉せいに目を強く輝かせた。生徒たちは長谷を取り囲むと、じりじりと輪を縮めていく。ようやく異変に気がついた長谷が、顔を上げて叫さけんだ。

「な、な、何だね君たち、その集団リンチが好きそうな目の輝きは……私は王だぞ、ポチ君がいなくとも、私は王だと言っているだろ──ひゃあああああ！　近づくなあああああ！」

「よせ、見苦しい」

　長谷をタコ殴なぐりし始めた生徒の間に入り、京介はため息をついた。下らない争いで澱よどみが出て、今日これ以上働かされるのは、体力的に厳しいと思った。

　輪の真ん中でへたり込み、青い顔をしている長谷を見下ろし、京介は言った。

「約束は守ってもらう。学校から手を引いて、元の状態へ戻もどせ」

「うぬぬぬ……何てことだ、今日から学校は魔女が治める魔女帝てい国こくになってしまうのだな……」

　本気で恐おそろしそうに呻うめく長谷へ、塩原が目を潤うるませて言う。

「委員長、短い天下でしたね……お疲れ様でした。委員長のことは多分一生忘れません」

「塩原君、まるで私が今から死ぬような言い方だな」

「だって、革命の終結には、前の王の処しよ刑けいがつきものじゃないですか」

「うーむ、しかしだね、そこは何とか略式に則のつとり……」

「おれは王になんかならない」

　長谷たちの会話を聞いているのに疲れてきたので、京介は言った。

「豊花も……妹も、三日も経たてば、飽あきて英えい雄ゆうなんかどうでもよくなる。お前はまた、自分の力で風紀委員でも何でもやればいいだろう」

「自分の力で……」

　顔を上げた長谷が、不思議そうに眼鏡めがねを押し上げた。

「君は……自分が受けた屈くつ辱じよくを、晴らそうとは思わないのかね……？」

　尋たずねられた言葉に、京介はため息をつき、肩かたから力を抜ぬいた。

「屈辱だなんて思っていない。最初から言っているだろう、お前なんかどうでもいいって」

「で、では、負けた私を裁いたり、苛いじめたり、使いっ走りにしたりは……」

「しない。体力の無む駄だだ」

「一条京介君……君は、君はなんて心が広いんだああああ」

　水みず飛沫しぶきを撒まき散らして立ち上がった長谷が、ものすごい握あく力りよくで京介の手を握にぎりしめてきた。涙なみだだか汗あせだかわからないもので眼鏡を濡らし、長谷は叫んだ。

「今まで悪者扱あつかいして悪かった……今日から我々は親友だ！」

「何で」

「宿命のライバル同士が打ち解けた後は、大親友だろう！」

「いや、おれはいい」

「そんな水みず臭くさいことを、いやはや、実際全身雨まみれで水臭いんだが……あうっ」

　長谷の体が吹ふっ飛ばされ、地面に倒たおれた。京介はまだ殴っていない。殴ったのは、いつの間にか駆かけ寄ってきた、一人の教員だった。

「ありがとう……ありがとう……」

　校長だったか教頭だったか、京介は教員の顔をほとんど覚えないので、よくわからなかったが、とりあえず入学式で見たことのある男性教員が、目を潤ませて京介を見つめていた。今までの学校生活で、教師から礼を言われることなど、京介は初めてのことだった。それ故ゆえに非常に混乱した。

「何が」

「ありがとう、君は、君は勇者だ」

「意味がわからない」

「ありがとうううう！　虹原高校万歳いいい！」

　教員が泣きながら京介の腕うでを取り、勝者を示すように天へ掲かかげた。長谷以外の生徒が、わけもわからないままに、つられたように拍はく手しゆをする。拍手が次し第だいに大きくなって、そのうち盛り上がるのに理由などいらなくなったのか、口笛を吹く生徒まで現れた。

　喝かつ采さいが響ひびき渡わたる空、僅わずかに残っていた雲の切れ端はしに、うっすらと虹が架かかっていた。




「良かったっすねえ、無事に解決して」

　不要になった実験材料を処分しながら、藤田智史がそう言った。

「あんなガキの矯きよう正せい術者に、何ができるんだろうって、オレは思ってたけど。まあ、終わって万ばん々ばん歳ざいっすね。住吉は辞やめちまったけど、あの鈍どんくさいのがいなくなれば、少しはデータのエラーも減るのかな……。そもそも、今回の件だって、あいつが逃にげたデータをちゃんと捕つかまえられなかったから起こったんすよね」

　術研究部・分室、倉庫──無数の水すい槽そうが並ぶ部屋には、藤田と分室責任者の深廉寺華奈の二人しかいなかった。扉とびらを閉めた室内は、寿じゆ命みようの近い蛍けい光こう灯とうが投げる暗い光で、陰いん気きな薄うす闇やみに包まれていた。華奈は白衣のポケットに両手を入れ、床ゆかを見つめていた。頰ほおに長い髪かみがかかり、その表情は見えない。肩に止まった烏からすが、退たい屈くつそうに毛け繕づくろいをしていた。

「住吉の奴やつ、術者以外の生き方を探す、なんて言ってたけど、無理じゃないっすかねえ。あいつ、やることなすこと中ちゆう途と半はん端ぱなんっすよ。オレに対して不平があるなら正面切って言えばいいのに、ぶつぶつと、良くないですよおーそういうのおーとか言って。あ、そうだ。室長に聞きたかったんすけど、どうしてあんな凶きよう暴ぼうなデータを開発し……」

「──家長が」

　藤田の声を遮さえぎるように、華奈が低く呟つぶやいた。水槽を片づけていた藤田は、手を止めて華奈を見る。

「家長が、データの責任者を出せ、と」

「ああ、責任追つい及きゆう大会っすか。上層部っぽいなあ」

　薄うす暗ぐらい部屋の中、藤田の上げた笑い声が、場ば違ちがいに響き渡る。頰に嫌いやみな笑えみを浮うかべると、藤田は華奈に言った。

「住吉が辞めちまって、責任被かぶるのは室長になっちまいますね。──いいっすよ、オレが責任者になってやっても」

「…………」

「減げん俸ぽうか、異動か、そんなところっすかね。別に構いませんよ、オレは」

「…………」

「その代わり、室長の力で、オレの異動先、術者戸げん籍せき課にしてもらえませんかね？　あそこ、早く帰れるし、仕事はちょろいし、羨うらやましい部署で……」

「そうですか。ありがとう、藤田君」

　冷たく言い放った華奈の右みぎ腕うでが、動いた。烏が羽ばたき、華奈の肩かたから近くの棚たなへ飛び移った。

　白衣のポケットから抜ぬかれたその指先には、銀色に輝かがやくメスが握にぎられていた。メスは、まだ半笑いでいる藤田の首筋に振ふり下ろされる。藤田の瞳ひとみがようやく状じよう況きようを察し、見開かれた時、血ち飛沫しぶきが上がっていた。

「──責任者は自殺をしました」

　その場に崩くずれ落ちる藤田を見下ろし、華奈が低く言った。彼女の白衣は返り血を浴び、本来の色を失っていた。

「以後はデータ管理に気を付けます──文句の付け所のない結末です」

　斬きられた頸けい動どう脈みやくを押さえながらも、藤田は華奈から逃のがれようと、床を這はいずり回っていた。赤い筋が床ゆか板いたを染め、室内に生なま臭ぐさい血の臭においが籠こもり始める。棚の上から、烏が嘲あざ笑わらうような鳴き声を上げた。

　頰にかかる髪を払はらい、華奈は言った。
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「どうしてあのデータを開発したのか、ですって？　光流脈使いを殺すために決まっているじゃないですか。私がこうやって刺さしてもいいんですけれど、近寄れない相手もいますし……お父様や、うすら馬ば鹿かの家長なんて、三十人も護衛隊がついているんですよ」

　苦痛から逃れようとするかのように、藤田は床に爪つめを立てた。声にならない断末魔が、嗚お咽えつと化して喉のどから絞しぼり出される。華奈の瞳は、研究員の死を間近にしても、揺ゆれることもなかった。

「そのための実験でしたが、良い結果は出ませんでしたね。また別の手を考えなければいけません……」

　烏が華奈の肩に降りた。虫の息をする藤田の背中に歩み寄り、華奈は口元に小さな笑みを浮かべた。握ったメスの先から、血が涙なみだのように流れる。

「藤田君──実験材料のために、体の一部を残してあげますよ。どこがいいですか？　私はその、サボることばかりしか考えていない脳のう味み噌そ以外なら、何でもいいんですけれど……」

　答えられない藤田の服のポケットから、丸めた紙が零こぼれ出ていた。血を吸って赤く染まったそれを、華奈は静かに拾い上げる。先の事件で指令を受けた、矯正術者に関する資料だった。つまらなそうに資料を眺ながめ、華奈は言う。

「この術者を死なせた後に、藤田君にも実験対象になってもらおうと思って、住吉君に同行させたんですけれどね……。住吉君は小心者過ぎて使えませんでしたし、なかなか予定通りにいきません」

　藤田はもう、息をしていなかった。華奈は手の中の資料を握り潰つぶそうとしかけたが、ふと手を止めた。

　小さな記述が目についた。候補者番号・二十二。その意味を知る者にしか、理解不能な記述だった。矯きよう正せい術者、双ふた子ごの兄の方だった。

　華奈は、資料を白衣のポケットに突つっ込んだ。烏からすが鳴き、メスが闇やみを裂さいた。




　目を閉じて眠ねむっていても、日の光は強すぎて、瞼まぶたを勝手に通過してしまう。鼻先を掠かすめる風に濃こい葉の香かおりがするのは、校庭のあちらこちらで深さを増している、新緑のせいだろう。五月も中ちゆう旬じゆんを過ぎると、屋上で満足な昼ひる寝ねもできないことに、一条京介は軽い無念を感じていた。

「やー、うまいわ、これ。色づかいが絶ぜつ妙みようってーか、素材が活いきてるってーか。ねえ？　京介もすごいと思わない？」

　屋上の床に寝ね転ころがる京介の傍かたわらには、長い髪かみを風に揺らした豊花がいた。呼んでもいないのに勝手に現れた豊花は、勝手に隣となりに座って勝手に話しかけてきた。手には先日、生徒会から配られた校内新聞があり、彼女はそれに見入って、何度も頷うなずいていた。

　校内新聞のトップ記事は、虹原高校の美術部員が市主しゆ催さいの絵画コンクールにおいて、金賞を受賞した、というものだった。紙面には入賞した絵が二色刷で印刷されていたが、豊花はそれを見て、さっきからずっと鼻をひくひくと動かしている。絵心なんて豊花には欠片かけらもないだろうが、それなりに理解をしているつもりらしい。絵の題名は「夜に虹を架かける魔ま法ほう使つかい」とかいうもので、何がモチーフになっているか、京介はあまり考えたくなかった。

　黒くろ獅し子しの一件から、およそ一週間が経たった。それだけの間に、学校内はあっという間に元通りの空気を取り戻もどした。昼休みの今も、校舎内からは弾はじけるような笑い声が響ひびいている。校内で光流脈の澱よどみが発生することもほとんどなくなり、京介は割と気楽な日々を送れていた。

「報ほう酬しゆう支し払はらい日びまであとちょっとかあ……楽しみだなあ」

　校内新聞に飽あきたのか、豊花は小さな手帳を出すと、カレンダーを眺めてにやにやと笑い始めた。今月分の報酬には、特別指令の遂すい行こうも考こう慮りよされる。指令書には成功の場合の手当については特記されていなかったが、通常、矯正作業以外の特別任務を成功させると、基本給の三割が全体に上乗せされるという。因数分解が大の苦手で、数学の教科書に向かって「あんた生意気よ」といつも文句を言っている豊花であるが、報酬の暗算は得意らしい。青い空を見上げると、豊花は不気味な高笑いをしていた。

　寝転がったまま煙草たばこを一本くわえ、頭上を流れる雲の塊かたまりに向かって、京介はため息をついてみた。命を脅おびやかしていた指令書は、報酬に変わる。生徒の恐きよう怖ふは喧けん噪そうになり、浸しん水すいした校庭は、初夏の太陽に照らされて、乾かわいた土を誇ほこっている。住吉俊夫からは、数日前、分室の勤務を辞やめたという連れん絡らくがあった。本家に対して休職届けも出したらしいので、矯正術者の仕事もしばらくはしないようだ。その間に、光流脈使いではない別の道を探してみる、と彼は言っていた。見つからなかったら弟で子しにしてよ、と、住吉は小さな笑い声を上げて言っていた。

　目まぐるしく平へい穏おんを取り戻してゆく世界に、自分の気持ちが追いつかない。追いつかなくてもいいのかもしれないが──それでも京介は、小さな不安が頭から離はなれずにいた。自分の知らないところで、何かが確実に動いている。──光主の娘むすめ、家長──考えかけて、首を振ふる。一いつ介かいの術者である自分には、きっと関係のないことだ。そう思うことにした。

「何を暗い顔してるのよ」

　京介の顔を覗のぞき込んだ豊花が、鼻を鳴らした。風紀委員の革命返しに失敗し、英えい雄ゆうになり損そこねた豊花であるが、落ち込むことはなかった。一連の事件の過程で手に入れた配下は、そのまま彼女の友だちとなったからである。

「もっと楽しそうな顔して、人生を謳おう歌かしなさいよ。せっかく、風紀委員もあたしたちに対して、文句を言わなくなったっていうのに……」

　豊花が言った時、屋上の扉とびらが派手な音を立てて開いた。闖ちん入にゆう者しやの影かげに、京介は眉まゆを顰ひそめて体を起こす。たった今話題に出た、風紀委員の長谷と塩原が、不敵な笑え顔がおで立っていたのだ。

「ふふふふふ。現行犯だぞ、一条京介君」

　久々に見る長谷は、以前と全く変わらない力強さで眼鏡めがねを輝かがやかせると、京介の煙草を指差して言った。豊花が眉をつり上げて唸うなる。

「何よあんた、京介と親友になったくせに、まだ注意するつもり？」

「おれは親友になったつもりはない」

「選えり好みしてどうするの。なっておきなさいよ。どうせあんた、友だちいないんだから」

「…………」

　すると、長谷の隣にいた塩原が、お下げ髪がみを振って説明した。

「長谷委員長は、この一週間ずっと悩なやんでおりまして、先ほどようやく方針を決定されたんです。親友ならば、深い友情で正しい真人間の道へと導いてやるべきだ、と」

「そうなのだ！」

　びしっと眼鏡を鼻の上で押し上げ、長谷が笑う。その背後に、もう黒い化けものの姿はないが、漂ただようオーラには完全に彼個人の、鬱うつ陶とうしくも真まっ直すぐな信念の濃こさが満ちていた。

「過あやまちを認め合ってこそ、真の友──一条京介君よ、私は君のその曲がった根性を認めるぞ。ああ認めるとも。認めたうえで、君のためを思い、指導しよう──突とつ撃げき、喫きつ煙えん消火アターック！」

　長谷はそう叫さけぶと、背後に隠かくし持っていた消火器を片手に襲おそいかかってきた。

　結局以前と何も変わらぬ事態に、安心したのか失望したのか、自分でもよくわからないまま、京介は肩かたを落とす。──と、突然腕うでを摑つかまれた。すぐ隣となりで、豊花がとても楽しそうな顔で笑っていた。

「チャンスだわ。今日こそ、覚えかけの術を成功させるわよ」

「覚えかけって──」

「二百十八回失敗してるけれど、今日は絶対、飛んでみせるわよ！」

「…………」

　豊花はそう叫ぶと、京介の腕を引っ張り、屋上を囲うフェンスに向かって走り出した。

　うんざりしながら空を見上げ、京介はため息をつく。空はどこまでも高く、青く、もうすぐ訪おとずれる梅雨つゆを必死に否定するかのように、輝き続けていた。







　あとがき




　一巻目を読んで下さった方も、はじめましての方も、こんにちは。椎しい野の美み由ゆ貴きです。

　幸運にも、こうして二巻目を出すことができました。前巻の続編ではありますが、私の中では新章のスタートというような感じです。読者の皆みな様さまには、ぜひぜひこの先も、おつき合い頂ければと思います。




　一巻目が発売された直後、編集部の方と近辺の書店さんへ、ご挨あい拶さつ回りに伺うかがわせて頂きました。どの担当者さんも温かく迎むかえて下さって、更さらには励はげまして頂いたりもして、大変感激しました。そして編集部に戻もどって、文庫の愛読者カードを見せてもらい、これまた感激。ものすごくやる気が出ました。ありがとうございます。

　発売日には個人的に、近所のお店へ偵てい察さつに行きました。表紙イラストは事前に見せてもらっていたし、文庫も頂いていたのですが、やっぱり実際にお店で見るのとは何かが違ちがいますね。とりあえず大興奮したので、自分でも一冊買って帰りました。数日後、もう一度見に行ったら完売していて、とても嬉うれしかったです。あのお店で買ってくれた方、二巻目の発売日にも、スニーカー文庫コーナーの前でお会いできるといいですね（何だそりゃ）。

　書店さんといえば、学生の頃ころ、私はアルバイトをしていた時期がありました。本に囲まれて、本ばかりに触ふれられて幸せだろうな、と思っていたものの、実際のところは倉庫で蚊かと戦ったり、店内で万引き犯との壮そう絶ぜつな攻こう防ぼう戦ばかり繰くり広げていた記き憶おくがあります。この話を書くと、血と涙なみだと感動のノンフィクション本一冊分くらいの長さになりそうなので、略しますが、今となってみると、なかなか貴重な経験だったと思います。この万引き犯というのが手口が巧こう妙みようで、鞄かばんをこう持って、ぶつぶつぶつ（以下略）。




　それでは、ここからお礼の言葉を。

　担当の主藤さん。今回もご指導、ありがとうございました。「十一月中にきれいな原げん稿こうにしましょう」と言われたのに、ごめんなさい。次は頑がん張ばります。前回もそうでしたが、文庫の発売日が近づくにつれて、疲ひ労ろう度が増していますが、大だい丈じよう夫ぶでしょうか。私はせめて、締しめ切りを守る努力をします……このあとがきの原稿も、微び妙みように遅おくれてるし……。

　イラストレーターの原田さん。いつも素す晴ばらしい絵をありがとうございます。原田さんの絵は全部大好きなのですが、「ザ・スニーカー」で描かいて下さったポスターが一番お気に入りです。可愛かわいすぎです。マンションの掲けい示じ板ばんに貼はりたいのですが、勝手なことをすると管理人さんに追い出されるので、自重しています。これからもよろしくお願いします。

　この本の出版に係かかわって下さった皆様。今回もありがとうございました。




　スペシャルサンクスで、私のパソコンが仮死状態に陥おちいった時、助けてくれた香か取とりさん。どうもありがとう。香取さんの助言がなかったら、多分あの後私はパソコンを投げ捨てていたわけで、色々なことが色々と遅れて、色々な人に迷めい惑わくがかかっていたことでしょう。普ふ通つう、わかりませんよね。フロッピー入れたまま電源入れても、動かないなんて（基本）。




　そして最後に、この本を買って下さった方。数ある本の中で、私の書いたものを選んで下さったことに、感謝感激です。これからも読んで下さる方を楽しませていけるよう、頑張りますので、よろしくお願いします。




　それでは、また次にお会いできる日まで、お元気で。





椎野美由貴　　






　追つい伸しん　雑誌「ザ・スニーカー」の連れん載さいで、「バイトでウィザード」の短編小説を書かせて頂いております。主人公たちの研修生時代のお話でして、よろしければこちらもよろしくお願いします。
















本文中に、今日の状況に照らして不当・不適切と思われる語句や表現がありますが、作品発表当時の時代的背景を鑑み、底本のままとしております。
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